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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる哲学・思想 

納富信留／檜垣立哉／柏端達也 編著

古代から現代までの哲学の流れ，近代日本の哲学，
哲学の基本主題などを網羅した入門書の決定版。見
開き２ページで一項目を解説するわかりやすい構成
で，全体の流れを把握しつつトピックごとに学びを
深めることができる。

はじめに
　
序　哲学の枠組み
　１ 「哲学」とは何か？
　２ 哲学の部門
　３ 哲学史とは

　第１部　西洋哲学史
Ⅰ　古代・中世の哲学
　１ 初期ギリシア哲学⑴：自然哲学の誕生
　２ 初期ギリシア哲学⑵：存在論の展開
　３ ソフィストとソクラテス
　４ プラトン
　５ アリストテレス
　６ ヘレニズム哲学
　７ 新プラトン主義
　８ 教父哲学
　９ スコラ哲学
　10 イスラーム哲学
　11 ルネサンス哲学

Ⅱ　近代の哲学
　１ デカルト
　２ パスカル
　３ スピノザ
　４ ライプニッツ
　５ イタリア近代
　６ ベーコンとホッブス
　７ ロック
　８ バークリ
　９ ヒューム
　10 フランス啓蒙思想
　11 ルソー
　12 スコットランド啓蒙思想
　13 メーヌ・ド・ビランとコント
　14 カント
　15 ハーマンとヘルダー
　16 フィヒテ
　17 シェリング
　18 ヘーゲル
　19 ショーペンハウアー
　20 キルケゴール

　21 マルクス
　22 功利主義

Ⅲ　現代の哲学
　１ ニーチェ
　２ フロイトとユング
　３ 初期プラグマティズム
　４ ベルクソン
　５ フッサール
　６ 解釈学
　７ ハイデガー
　８ 初期の分析哲学
　９ ホワイトヘッド
　10 論理実証主義
　11 日常言語学派
　12 ウィトゲンシュタイン
　13 科学哲学
　14 70 年代以降の分析哲学
　15 現代プラグマティズム
　16 人類学と哲学
　17 フランクフルト学派
　18 アーレント
　19 ハーバーマス
　20 サルトル
　21 メルロ＝ポンティ
　22 レヴィナス
　23 フーコー
　24 ドゥルーズ
　25 デリダ

　第２部　近代日本の哲学
Ⅳ　西洋哲学の受容期
　１ 明治の啓蒙思想
　２ 西洋哲学の導入
　３ 内村鑑三

Ⅴ　日本哲学の展開期
　１ 西田幾多郎
　２ 田辺　元
　３ 九鬼周造
　４ 和辻哲郎
　５ 三木　清

　６ 京都学派
　７ 戦後の哲学

　第３部　哲学の諸問題
Ⅵ　哲学の基本主題
　１ 生と死
　２ 人間：ヒューマニズム／
　　　　　 アンチ・ヒューマニズム
　３ 神
　４ 現代の存在論
　５ 言語哲学
　６ 時間論
　７ 真理論
　８ 論理学
　９ 知識論
　10 行為論
　11 心身問題
　12 他者論
　13 相対主義・多元主義
　14 美の哲学

Ⅶ　現代の諸問題
　１ 自由論
　２ STS（科学技術社会論）
　３ 公共哲学
　４ 正義論
　５ 徳倫理学
　６ グローバル化とポスト・コロニアル
　７ フェミニズムとジェンダー
　８ クィア・LGBT
　９ 生命と進化
　10 教育哲学
　11 文芸批評
　12 子どもの哲学
　13 医療倫理・生命倫理
　14 ケアの哲学
　15 アフォーダンス
　16 環境倫理学
　17 新しい技術と倫理
　18 メタ哲学

人名索引／事項索引

◎ 近代日本の哲学，哲学の基本主題，現代の諸問題な
　 ども幅広くカバー
◎ 見開き２ページでわかりやすく解説

B5判美装/232頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08410-4　2019年4月刊行



ここが

ポイント
!!

哲
学
・
思
想

新　刊

A5判美装/400頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09404-2　2022年11月刊行

本書は，古代ギリシア・ローマから現代思想（ドイツ，
フランス，英語圏）に至るまでの西洋哲学史の流れ
を，一冊で概観できるテキスト。新しい研究動向を
反映しつつも，簡便かつ水準の高い正統派の概説書。

◎ １冊で古代から現代までの西洋哲学史の流れが概観
　 できる，簡便で水準の高いテキスト
◎ 古い常識ではなく，新しい研究動向を盛り込み，読
　 者の知的欲求に応える
◎ 関係地図や哲学者の肖像，年表など，学びを深める
　 ための工夫を充実

新しく学ぶ西洋哲学史
荻野弘之／山本芳久／大橋容一郎／
本郷 均／乘立雄輝 著

序　章　哲学と哲学史
　１ 哲学史とは何か
　２ 哲学史は必要か
　３ 時代区分論
　４ 哲学史の語り方
　５ 「西洋哲学史」の書き換え

　第Ⅰ部　古代ギリシア・
　　　　　ローマの哲学
概説
第１章　初期ギリシア哲学の誕生
 　　　　――ソクラテス以前
　１ イオニア自然学の誕生
　２ コスモロジーの諸相
　３ 存在の究明と運動否定の逆説
　４ 自然学の再構築

第２章　ソフィスト思潮とソクラテス
　　　　――自然から人間へ
　１ 新しい知識人の出現
　２ 説得の技法と相対主義
　３ 哲学者の原型ソクラテス

第３章　プラトンの哲学
　　　　――対話篇とイデア論
　１ プラトンの生涯と著作
　２ 初期対話篇
　　 ――「何であるか」の問い
　３ 初期から中期へ
　４ プラトン主義の形而上学

第４章　アリストテレス
　　　　――体系と方法
　１ アリストテレスの生涯と著作
　２ 諸学の分類と体系
　３ 自然の探究
　４ 存在の探究
　５ 倫理の探究
　６ 幸福とは何か
　７ 徳の倫理

第５章　ヘレニズムの哲学
　　　　――生き方の探究
　１ ヘレニズムの哲学
　２ ソクラテスの相続者たち
　　 ――小ソクラテス派
　３ エピクロス派の哲学
　４ ストア派の哲学
　５ 生きられた懐疑主義
　６ 実証科学の発展

第６章　帝政ローマ時代の哲学
　　　　――救済と超越
　１ ギリシアからローマへ
　２ ローマ・ストア哲学の展開
　　 ――政治家・奴隷・皇帝
　３ プラトン主義の系譜
　４ 新プラトン主義
　　 ――古代哲学最後の光芒

　第Ⅱ部　中世哲学
概説
第７章　教父哲学
　　　　――キリスト教的哲学の展開
　１ ユスティノス
　　 ――キリスト教と哲学
　２ テルトゥリアヌス
　　 ――信仰と非合理性
　３ エイレナイオス――正統と異端
　４ ニュッサのグレゴリオス
　　 ――愛の比喩
　５ ディオニュシオス・アレオパギテース
　　 ――階層的世界観と神認識の道
　６ アウグスティヌス
　　 ――自由意志の起源

第８章　前期スコラ学
　　　　――11～12世紀の思想
　１ 「スコラ学」とその時代区分
　２ ボエティウス――古代から中世へ
　３ カンタベリーのアンセルムス
　　 ――信仰と理性
　４ ペトルス・ロンバルドゥスと
　　 ペトルス・アベラルドゥス
　　 ――スコラ学の方法

第９章　盛期スコラ学
　　　　――13世紀の思想
　１ スコラ学の黄金時代
　２ トマス・アクィナス
　　 ――スコラ学の頂点
　３ ボナヴェントゥラ――愛の観想
　４ 「ラテン・アヴェロエス主義」と
　　 「1277年の禁令」

第10章　後期スコラ学
　　　　――14世紀の思想
　１ 「後期スコラ学」の基本的特徴
　２ ドゥンス・スコトゥス
　　 ――スコラ学の変容

　３ ウィリアム・オッカム
　　 ――普遍性の解体へ

　第Ⅲ部　近代の哲学
概説
第11章　人文主義の諸思想
　１ 人文主義の始まり
　２ 古典哲学研究
　３ 自然哲学
　４ 社会思想
　５ 宗教思想と神秘主義
　６ 懐疑論とモラリスト

第12章　近代合理性の哲学
　１ 大陸合理論の哲学
　２ イギリス経験論の哲学

第13章　18世紀啓蒙の哲学
　１ 啓蒙とは何か
　２ フランス啓蒙主義
　３ ドイツ啓蒙哲学

第14章　カントの哲学
　１ カントと啓蒙
　２ 理論哲学
　３ 実践哲学
　４ 判断力論と社会哲学
　５ カント哲学の影響

第15章　19世紀の哲学
　１ 統一と自由から分裂と競争へ
　２ 哲学としての心理学と生理学
　３ 産業社会と進化の哲学
　４ ロマン主義とドイツ観念論
　　 ――ドイツ理想主義
　５ 精神の形而上学
　　 ――自然科学的観念論
　６ 新カント派
　７ 実存・生・脱近代の哲学

　第Ⅳ部　現代の哲学
概説
第16章　20世紀哲学の端緒
　１ 19世紀のフランス哲学と
　　 フランス・スピリチュアリスム
　２ 19世紀後半から20世紀前半
　３ ベルクソン――持続と直観
　４ フッサール――現象学の創始者
　５ シェーラー――心情と倫理学

　６ ハイデガー
　　 ――西洋形而上学の批判
　７ 実存という問題

第17章　第二次世界大戦前後の哲学
　１ ドイツからフランスへ
　２ 第二次世界大戦前後の
　　 フランス哲学
　３ サルトル――実存主義の祖
　４ メルロ=ポンティ――身体の現象学
　５ 同時代の哲学者たち
　６ エピステモロジー――科学と哲学
　７ 社会の哲学・社会と哲学

第18章　哲学の変容
　１ 1960年代という時代
　２ 解釈学
　３ 構造主義
　４ フーコー
　　 ――知の問いから権力の問いへ
　５ ドゥルーズ――差異と生成
　６ デリダ――哲学の脱構築
　７ 現れないものの現象学
　８ 1970 年代以降の哲学と社会
　９ レヴィナス――他者と倫理
　10 哲学の現在進行形

第19章　論理学革命前夜の英語圏の
　　　　哲学
　１ 古典的功利主義の誕生
　２ イギリス観念論
　３ 初期アメリカの思想と
　　 プラグマティズム

第20章　分析哲学の誕生と展開
　１ 初期の分析哲学
　２ ウィトゲンシュタイン
　３ 論理実証主義
　４ 日常言語学派

第21章　多様化する英語圏の哲学
　１ 新時代のアメリカの哲学
　２ 様相論理とその哲学
　３ 科学哲学と現代英語圏の形而上学
　４ 現代英語圏の倫理学

あとがき
西洋哲学史年表　
人名・事項索引　
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A5判美装/442頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08498-2　2020年7月刊行

現代フランス哲学入門

川口茂雄／越門勝彦／三宅岳史 編著

「きちんと知りたい」に応えるフランス現代思想の
入門書。気鋭の執筆陣が現代フランス哲学の思想家
たちの魅力を丁寧に解説。社会背景の解説や新潮流
も取り入れつつ重要なポイントをまとめた，哲学を
学び始める人に最適な一冊。

◎ 「もう少し詳しく知りたい」「深く学びたい」読者の　 
 　知的探究心に応える一冊
◎ 「思想」の背景に重要な役割を果たす歴史家や芸術家
　 たちも紹介
◎ 現代フランス哲学の主要思想家を網羅し，大学の「哲
　 学」科目の教科書に最適

はじめに
総序　「現代思想」のその前に
コラム
　ルソーの政治思想
　ディドロの政治思想
　ルイ16世と「世論」
　マリ・アントワネットと「世論」
　恐怖政治
　ナポレオン・ボナパルト

　第Ⅰ部　19世紀
19世紀総論
　〈革命〉は人々をどこへ
　向かわせるのか？
　メーヌ・ド・ビラン
　クザン
　ラヴェッソン
　ルキエ
　ラシュリエ
　ラニョー
　ブロンデル
　アラン
　ボナルド
　メーストル
　ラムネー
　フーリエ
　サン＝シモン
　アンファンタン
　プルードン
　トクヴィル
　コント
　クルノー
　ブトルー
　ポアンカレ
　デュルケーム
　ベルリオーズ
　ヴィニー
　マラルメ
　ロートレアモン
　マネ
　ゴーガン
　ロダン
　シャルコー
　ジャネ，ピエール
　ソシュール
　メイエ

コラム　
　七月王政
　フランスの学校教育制度の展開
　フランス・スピリチュアリスム
　第二帝政
　19世紀の植民地政策
　ドレフュス事件
　パリ万国博覧会
　鉄道

　第Ⅱ部　20世紀⑴
20世紀⑴総論
　あらゆる方向から人間の〈生〉を
　問う
　ベルクソン
　ヴァール
　ジャンケレヴィッチ
　コジェーヴ
　サルトル
　メルロ＝ポンティ
　ボーヴォワール
　カミュ
　ヴェイユ
　マルセル
　ナベール
　バタイユ
　ブランショ
　ドビュッシー
　ブルトン
　デュシャン
　ワロン
　ピアジェ
　レヴィ＝ブリュール
　モース
　バンヴェニスト
　ブロック
　フェーヴル
　ブローデル
　エリアーデ
　ジルソン
　マリタン
　カヴァイエス
　バシュラール
　カンギレム

コラム　
　明治・大正期日本のフランス哲学
　　　受容
　グランド・ゼコール
　人民戦線
　アクシオン・フランセーズ
　現象学の展開
　エピステモロジー

　第Ⅲ部　20世紀⑵
20世紀⑵総論
　《構造主義》の冒険，その苦悩と
　未来
　レヴィ＝ストロース
　フーコー
　デスコラ
　ファサン
　アルチュセール
　バリバール
　ランシエール
　セゼール
　ファノン
　ラカン
　バルト
　クリステヴァ
　ドゥルーズ
　リオタール
　レヴィナス
　リクール
　フェッセル
　グレーシュ
　アンリ
　デリダ
　セルトー
　ナンシー
　マリオン
　リシール
　ダストゥール
　ブノワ
　ルノー
　ダミッシュ
　メシアン
　ブーレーズ
　ベジャール
　ゴダール
　ディディユ＝ベルマン

　ブリオー
　ダヴィド＝メナール
　ミレール
　ジジェク
　ルロワ＝グーラン
　ヴィリリオ
　ダゴニェ
　デュピュイ
　アロン
　ブルデュー
　シャンパーニュ
　シュナペール
　ボルタンスキー
　パント
　ル・ロワ・ラデュリ
　シャルチエ
　ラトゥール
　メイヤスー
　ボベロ
　ゴーシェ
イタリア現代思想
　ヴァッティモ
　アガンベン
　カッチャーリ
　ネグリ
コラム　
　アルジェリア戦争
　精神医学
　1968 年
　フランスにおけるハイデガー受容
　フランスでニーチェは
　　　どう語られてきたか
　放送行政
　原子力大国フランス
　ヴィシー・シンドローム
　　　（ヴィシー症候群）
　ピケティの格差論
　シャルリ・エブド事件

あとがき
参考文献
人名索引
執筆者紹介
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A5判美装/192頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
　ISBN 978-4-623-05467-1　2009年5月刊行

例解・論理学入門

弓削隆一／佐々木昭則 著

◎ 論理学の基礎だけではなく，日常場面での論理の仕組
　 みが理解できる
◎ 例題と問題が充実しているので，自習する際にも活用
　 できる

論理学を通じて論理的な思考のもとを習得するため
の１冊。レポート作成や就職面接などをもとにした
例題や問題を多数掲載し，前半では論理学の基本的
枠組みを，後半では日常での論理の使い方と使われ
方を解説する。

はしがき

第１章　論理学とは何か
　1.1 推論の形式に関する学問としての論理学
　1.2 演繹と帰納
　1.3 知識の表現としての理論（演繹体系）
　1.4 伝統的論理学と20世紀の論理学
　1.5 論理的思考と論理学

第２章　命題論理――文をつなぐ接続詞の論理
　2.1 命題論理の言語
　2.2 論理式と日常言語
　2.3 真理表
　2.4 命題論理の証明
　2.5 練習問題

第３章　述語論理――「すべて」と「ある」の論理
　3.1 述語論理の言語（記号・論理式の定義）
　3.2 述語論理の意味論
　3.3 述語論理の NK
　3.4 述語論理の拡張――個体関数記号の使用
　3.5 数学の理論の表現の例――自然数論の公理系
　3.6 数学の論理の解明によって分かったこと
　3.7 練習問題

第４章　形式論理と日常の思考
　4.1 日常の場面での演繹的推論
　4.2 推論を使った問題解決法
　4.3 論理的矛盾――帰謬法
　4.4 総合問題
　4.5 演繹的推論の再構築
　4.6 演繹，帰納

第５章　どうやって話に筋道をつけるか
　5.1 議論の組み立て方
　5.2 議論・主張の評価・批判
　5.3 対話における論理――再反論の構成
　5.4 実践編――論文・面接対策

付　録　練習問題の解答
　１ 第２章の解答
　２ 第３章の解答
　３ 第４章の解答
　４ 第５章の解答

引用・参考文献
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B5判美装/212頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09259-8　2022年2月刊行

中国思想を様々な角度からまるごと学べるテキス
ト。見開き２ページで１項目を解説する構成で，重
要な思想家，概念，文献などをしっかり紹介。その
上で，中国思想と関連が深い史蹟や芸術作品，大事
件・論争，インドや日本の思想にもふれる。

◎ 見開き２頁で１項目を解説するわかりやすい構成
◎ 重要な思想家，概念，文献などをしっかり紹介
◎ 史蹟や芸術作品，大事件・論争，インドや日本の思想
　 など多彩な切り口から中国思想への理解を深める
◎ 中国思想の大きな輪郭を捉えつつ，トピックごとに学
　 べる

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる中国思想
湯浅邦弘 編著

はじめに

序　中国思想とは何か
　１ 中国思想の誕生と展開
　２ 中国思想の特色

　第１部　中国思想史
Ⅰ　春秋戦国時代
　１ 孔子
　２ 孟子
　３ 荀子
　４ 墨子
　５ 管子
　６ 老子
　７ 荘子
　８ 恵施・公孫龍子
　９ 蘇秦・張儀
　10 韓非子

Ⅱ　秦漢から隋唐時代
　１ 『呂氏春秋』
　２ 『淮南子』
　３ 鄭玄
　４ 王充
　５ 清談・玄学
　６ 韓愈

Ⅲ　宋明清代
　１ 北宋の五子
　２ 朱子
　３ 陸象山
　４ 王陽明
　５ 黄宗羲
　６ 戴震
　７ 康有為

　第２部　中国思想の本質
Ⅳ　思想史の重要概念
　１ 気

　２ 道
　３ 仁
　４ 義
　５ 礼
　６ 孝
　７ 理

Ⅴ　経書の成立
　１ 『周易』
　２ 『書経』
　３ 『詩経』
　４ 『礼記』
　５ 『春秋』
　６ 『論語』

Ⅵ　学びの諸相
　１ 『説苑』
　２ 『列女伝』
　３ 『顔氏家訓』
　４ 『蒙求』『小学』
　５ 白鹿洞書院掲示：
　　 朱子学の教育理念

Ⅶ　天と人の間
　１ 鬼神
　２ 亀卜
　３ 占夢
　４ 陰陽五行説
　５ 「日書」：
　　 日時の吉凶を占う
　６ 董仲舒：災異説
　７ 風水・堪輿

　第３部　中国思想の展開
Ⅷ　こころと体
　１ 馬王堆漢墓帛書
　　 『導引図』：
　　 最古の体操図

　２ 『黄帝内経』：
　　 中国医学のバイブル
　３ 『傷寒論』：
　　 臨床実践の大著
　４ 『備急千金要方』：
　　 唐代の総合医学書
　５ 『本草綱目』：
　　 本草学の集大成

Ⅸ　史蹟に表れた思想
　１ 孔子廟
　２ 万里の長城
　３ 始皇帝陵と兵馬俑
　４ 泰山：中国の聖なる山
　５ 敦煌莫高窟

Ⅹ　芸術と思想
　１ 馬王堆帛画と死生観
　２ 画像石と古代の文化
　３ 印章
　４ 横山大観《屈原》
　５ 橋本関雪《木蘭》

　第４部　大事件と論争に
　　　　　見る中国思想
Ⅺ　古　代
　１ 孔子の死と門人たちの
　　 活動
　２ 臥薪嘗胆と孫子兵法の
　　 誕生
　３ 商鞅の変法と法治主義
　４ 秦の始皇帝による
　　 焚書坑儒
　５ 儒教の国教化
　６ 塩鉄論争：
　　 漢代の経済政策
　７ 白虎観会議：
　　 儒教国家の完成

Ⅻ　中世から近代
　１ 科挙の開始
　２ 木版印刷の発明
　３ 『武経七書』の成立
　４ 正始石経（三体石経）
　　 の発見
　５ 新出土文献の発見

　第５部　中国思想の周辺
ⅩⅢ　仏教と道教
　１ インド仏教の伝来
　２ 仏教諸派の展開
　３ 老荘思想と道教の成立
　４ 民間信仰と道教諸派の
　　 展開

ⅩⅣ　 日本漢学
　１ 林羅山
　２ 山崎闇斎
　３ 伊藤仁斎
　４ 荻生徂徠
　５ 中井竹山・履軒

ⅩⅤ　西洋文明との交流
　１ キリスト教との対峙
　２ 西洋に伝わった
　　 中国の思想と文化

終　中国思想と現代
　１ 中国思想が問いかける
　　 もの
　２ 中国思想史研究の未来

人名・事項索引
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A5判美装/320頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08106-6　2018年4月刊行

古代から現代に至る中国の代表的思想家を，その生
涯と思想，そして原典（書き下し文）の引用によっ
て読み解く入門テキスト。年表や時代概説も盛り込
み，中国思想史の大きな流れを立体的に捉える道案
内（ガイド）を提供する。

◎ 原典を引用した Q&A で思想の核心に迫る
◎ 思想家の生涯，時代背景もしっかり紹介
◎ 一冊で中国思想の大きな流れを捉えることができる
◎ 資料としても，読み物としても充実

はじめて学ぶ中国思想
―― 思想家たちとの対話

渡邉義浩／井川義次／和久 希 編著

はじめに

　Ⅰ　先　秦
時代概説
孔　子
　コラム
　　［五経］易
　　　（『周易』『易経』）
　　［五経］書
　　　（『尚書』『書経』）
　　［五経］詩
　　　（『詩経』『毛詩』）
　　［五経］礼
　　　（『礼記』『儀礼』『周礼』）
　　［五経］春秋

墨　子
孟　子
老　子
荘　子
　コラム
　　公孫龍
　　鄒衍

孫　子
荀　子
韓非子

　Ⅱ　秦漢〜隋唐
時代概説
董仲舒
　コラム
　　司馬遷・班固
　　劉　向

揚　雄
王　莽
王　充
　コラム
　　許　慎

鄭　玄
蔡　邕
諸葛亮
　コラム
　　阮　籍

嵆　康
王　弼
郭　象
　コラム
　　葛　洪
　　陳寿・范曄
　　陶淵明・謝霊運
　　沈約・劉勰
陶弘景
顔師古
劉知幾
韓　愈
　コラム
　　李　翺
　　柳宗元・劉禹錫

　Ⅲ　宋・元・明
時代概説
　コラム
　　邵　雍
　　周敦頤
　　司馬光
　　張　載

王安石
程顥・程頤
王重陽
朱　熹
　コラム
　　［四書］『論語』
　　［四書］『孟子』
　　［四書］『大学』
　　［四書］『中庸』

陸象山
　コラム
　　陳　亮
　　陳献章
　　羅欽順

王陽明
　コラム
　　王廷相
　　王　艮
　　王　畿

張居正
李卓吾
　コラム
　　顧憲成
　　劉宗周

　Ⅳ　清・近代
時代概説
黄宗羲
顧炎武
王夫之
　コラム
　　顔　元

戴　震
　コラム
　　銭大昕

章学誠
　コラム
　　阮　元
　　龔自珍
　　魏　源
　　洪秀全

康有為
　コラム
　　譚嗣同

孫　文
　コラム
　　章炳麟
　　梁啓超
王国維
魯　迅
　コラム
　　胡　適
毛沢東
　コラム
　　顧頡剛
　
人名・事項索引
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A5判美装/392頁　定価：3,850円（本体3,500円+税）
ISBN 978-4-623-08832-4　2020年12月刊行

この列島では，古代から現代に至るまでいかなる思
想が展開してきたのか。本書では，立体的な日本思
想史像の構築をめざして , 広くアジア世界のなかで
その特色を浮き彫りにする。平成思想史まで盛り込
んだ，待望の増補版。

◎ 東アジアやヨーロッパからの人やモノの流れをふま
　 え , 列島に展開した思想の独自性を明らかにする
◎ 周辺領域の研究成果 , そして様々な資料を駆使して ,
　 立体的な思想史像を構築する
◎ 平成思想史まで盛り込んだ , 待望の増補版

概説 日本思想史［増補版］

佐藤弘夫／平山 洋 編集委員代表

増補版刊行にあたって
日本思想史への招待
図版写真一覧／関係地図
　Ⅰ　古代の思想
概説
　１ ことば・文字と思想史
　２ 小「天下」の創出と文字使用の
　　 本格化
第１章　「日本」の誕生
　１ 「日本思想」の黎明
　２ インド仏教とその東流
　３ 倭国仏教の展開
　４ 「日本」と「天皇」の登場
　▶コラム１ 聖徳太子
第２章　奈良時代の思想と宗教
　１ 天皇制度の成立とその政治思想
　２ 仏法と神祇祭祀
　３ 地域・民衆・女性
　▶コラム２ 神仏習合外来説
第３章　平安時代の仏教
　１ 最澄と空海
　２ 御霊信仰と神祇信仰
　３ 浄土信仰の展開
　▶コラム３ 罪と穢
第４章　平安時代の政治と
　　　　貴族文化
　１ 弘仁・貞観文化
　２ 摂関政治
　３ 国風文化
　▶コラム４ 安倍晴明
　▶コラム５ 宿世
第５章　漢文の思想・和文の思想
　１ 仮名文学の発生
　２ 物語文学の生成
　３ 和風文化の開花
　▶コラム６ 末法思想
　▶コラム７ 木造仏の展開
　Ⅱ　中世の思想
概説
　１ 中世的コスモロジーの形成
　２ 広がる世界観
　３ イエ意識の形成

第６章　院政期の思想
　１ 院の信仰と文化
　２ 遁世と隠逸
　３ 文化の地方への波及
　▶コラム８ 未来記
第７章　武家政権の成立と
　　　　政治思想の展開
　１ 中世的天皇観の形成
　２ 武家政権の誕生とその思想
　３ 政治思想の展開
　▶コラム９ 天道思想
第８章　鎌倉仏教の思想
　１ 鎌倉仏教の成立
　２ 国内的契機に基づく思想の変革
　３ 国際的契機に基づく思想の変革
　▶コラム10 本覚思想
第９章　神道思想の形成
　１ 神祇信仰の変容
　２ 仏家神道の展開
　３ 社家神道の成立と展開
　▶コラム 11 神国思想
第10章　文芸と芸能の思想
　１ 無常感の浸透
　２ 無常観と芸道
　３ 無常観の変化と本覚論・
　　 尚古意識
　▶コラム 12 補陀落渡海
第11章　民衆文化の開花
　１ 中国文化の受容と変容
　２ 都市・農村・山野河海
　３ 室町・戦国期の思想動向
　▶コラム13 こよみ
　Ⅲ　近世の思想
概説
　１ 近世社会の特質
　２ 近世思想の骨格
第12章　世俗と宗教の葛藤
　１ 近世的公儀理念の形成
　２ 神国日本
　３ 合戦の文化と思想
　▶コラム14 太平記読み

第13章　泰平の到来
　１ 「武威」の近世国家
　２ 朱子学と兵学
　３ 「御家」と武士道論
　▶コラム15 日本型華夷意識
第14章　儒学と仏教
　１ 近世社会の儒学と仏教
　２ 日本近世における儒学
　３ 政治と儒学
　▶コラム16 赤穂事件
第15章　町人の思想・農民の思想
　１ 職分論とイエの思想
　２ 生活と思想
　３ 庶民思想の豊かな世界
　▶コラム17 義理と人情
第16章　神道と国学
　１ 儒家神道
　２ 国学の四大人
　３ 草莽の国学と尊攘過激派
　▶コラム18 現人神
第17章　蘭学の成立と内憂外患
　１ 蘭学とその影響
　２ 経世家の登場と文化的ネット
　　 ワークの形成
　３ 鎖国意識と後期水戸学の成立
　▶コラム19 アイヌ・琉球・朝鮮
第18章　幕末の群像
　１ アヘン戦争の衝撃
　２ 佐久間象山と横井小楠
　３ 「民衆宗教」の成立
　▶コラム20 「帝国日本」
　▶コラム21 お伊勢参り
　Ⅳ　近現代の思想
概説
　１ 伝統思想と西洋思想の葛藤
　２ 共同体的倫理の解体
　３ 戦中と戦後の間
第19章　「文明」への旅立ち
　１ 王政復古とその理念
　２ 文明開化と明六社の人々
　３ 自由民権運動と宗教界の動向
　▶コラム22 御真影

第20章　臣民と国民
　１ 「臣民」像と「国民」像の模索
　２ 日清戦争と「日本人」意識
　３ 日清・日露戦間期の思想
　▶コラム23 教育と宗教の衝突
第21章　大正デモクラシーの思想
　１ 時代閉塞の状況
　２ 大正デモクラシー
　３ 思想の新潮流
　▶コラム24 津田・村岡・和辻
第22章　都市と大衆の思想
　１ 大衆社会の成立
　２ 孤独と不安のなかで
　３ 大衆文化の諸相
　▶コラム25 アジア主義
第23章　民族という幻想
　１ マルクス主義の展開と挫折
　２ 日本への回帰
　３ 戦争と知識人
　▶コラム26 総力戦論争
第24章　戦後民主主義
　１ 希望としての民主主義
　２ 60年安保闘争
　３ 試練の中の民主主義
　▶コラム27 新宗教・新新宗教
第25章　国民と市民の相克
　１ 高度経済成長の終焉
　２ ポストモダンの世界
　３ グローバリズムとその反発
　▶コラム28 ポストモダニズム
第26章　平成思想史
　１ 混沌の世紀末
　２ ナショナリズムの高まりと
　　 希望格差社会
　３ 東日本大震災の衝撃，そして
　　 戦後日本の再考
参考文献
あとがき
日本思想史年表
人名・神仏名索引
文献・史料名索引
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小坂国継／岡部英男 編著

倫理学の歴史的展開の過程を簡明に概観し，あわせ
て地球環境，生命倫理，企業倫理など，現代におけ
る倫理的諸問題の現状と問題点を分析・検討する。

◎ 古代ギリシアから現代に至るまでの主要な倫理学説　
　 を， それぞれの社会的・歴史的状況を関連させて紹
　 介する
◎ 現代社会の様々な領域で直面する問題に対して， 具体
　 的な行動指針を提案する A5判美装/354頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）

ISBN 978―4―623―04141―1　2005年4月刊行

まえがき
　第Ⅰ部　現代の倫理学
第１章　生命倫理学
　１ 生命倫理学の成立
　２ 生命の始まりに関する問題
　３ 生命の選別に繫がる問題
　４ 生命の終わりに関する問題
　５ 生命の質とパーソン論
　６ 医療の倫理
　７ 今後の展望の試み
第２章　環境倫理学
　１ 二人の先達
　２ 土地倫理
　３ 世代間倫理と持続的発展
　４ 動物の解放
　５ 自然の権利
　６ 環境と共生
　７ 人口問題と南北問題
第３章　経営倫理学
　　　　（ビジネス・エシックス）
　１ 経営倫理概説
　２ 用語の紹介とその背景
　３ 事例研究
第４章　正義論
　１ 正義論という問題
　２ 正義論への視点
　３ 正義をいかにして構想するか
　４ 制度における正義，個人に
　　 おける善と正義
　５ 共同体主義による「正義論」
　　 批判とその主張

　第Ⅱ部　倫理学史
第５章　古代ギリシア・ローマの
　　　　倫理
　１ 概観
　２ ホメロス
　３ ヘシオドスと宗教
　４ アテナイ啓蒙とソフィスト
　５ ソクラテス
　６ プラトン
　７ アリストテレス
　８ ヘレニズムの倫理学
　９ エピクロス
　10 ストア派
　11 キリスト教
第６章　ルネサンス・宗教改革
　１ ルネサンス
　２ 宗教改革
第７章　社会契約説
　１ 近代以前の伝統的世界観と
　　 価値観
　２ ホッブズ
　３ ロック
　４ ルソー
第８章　カント・フィヒテ
　１ カント
　２ フィヒテ
第９章　ヘーゲル
　１ ヘーゲル倫理学の基本的
　　 考え方
　２ 人格
　３ 道徳性
　４ 人倫

第10章　功利主義
　１ 功利主義の意義と特徴
　２ 功利主義の展開
第11章　実存主義
　１ キルケゴール
　２ ヤスパース
　３ ハイデガー
　４ サルトル
第12章　生の哲学
　１ ニーチェ
　２ ベルクソン
第13章　マルクス主義
　１ フォイエルバッハ
　２ マルクス
第14章　プラグマティズムの倫理
　１ プラグマティズムの誕生
　２ プラグマティズムの特徴と
　　 倫理思想
第15章　メタ倫理学
　１ メタ倫理学とは何か
　２ エイヤーの価値情緒説
　３ 情緒説からの展開
資料集
あとがき
人名・事項索引
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A5判美装/352頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09370-0　2022年10月刊行

ゲノム編集が長足の進歩を遂げ，「生命倫理」をめ
ぐる議論は日々刻々と変化している。そうした新し
い状況も踏まえ，本書では 7 つの代表的なテーマで
の議論を紹介しながら，「生命倫理」について考える。
2014年初版の改訂版。

◎ 高度に進化を続ける医療技術に対して，現在進行中
　 の生命倫理の論議をさらに明らかにした
◎ 初学者向けの平易な推薦本を多数掲載
◎ 知識として押さえておきたい「ヒポクラテスの誓
 　い」から「日本医師会の医の倫理綱領」まで資料も
　 充実

生命倫理の教科書［第２版］
―― 何が問題なのか

黒崎 剛／吉川栄省 編著

読者のみなさんへ／第２版の刊行に際して

序　章　なぜいま「生命」に関して｢倫理」が問題となるのか
　１  ｢生命」に関わる倫理と哲学の要求
　２ ｢生命」に関する倫理の誕生
　　 ――「バイオエシックス」と「生命倫理」

　第Ⅰ部　｢自己決定権」をめぐる問題
第１章　患者の権利と倫理
　　　　――「インフォームド・コンセント」の時代を
　　　　　　生きるために
　１ 患者中心の医療の時代
　　 ――「インフォームド・コンセント」に基づく医療
　２ インフォームド・コンセントの思想
　３ インフォームド・コンセント型医療において
　　 発生する問題
　４ インフォームド・コンセント型医療に対する期待

第２章　安楽死・尊厳死
　１ 安楽死
　２ 尊厳死

第３章　人工妊娠中絶をめぐる議論
　１ 日本における人工妊娠中絶
　２ 中絶問題が社会的対立を生む国
　　 ――アメリカ合衆国における分断
　３ 中絶をめぐる議論
　　 ――「生命の尊厳」と「女性の自己決定権」との対立
　４ 中絶をめぐる争いを調停できるか

　第Ⅱ部　｢生命操作」をめぐる問題
第４章　脳死と臓器移植
　１  ｢脳死」という思想問題――生と死をどこで線引きするか
　２  臓器移植で何が議論になっているのか
　３  暫定的考察
　４  新しい局面――臓器移植から再生医療へ

第５章　｢生殖革命」は人間の何を変えるのか
　１  人工生殖技術についての基礎知識
　２  ｢家族」関係に関わる問題
　３ 生殖ビジネス
　４  不妊の「治療」を超えて
　　 ――作る側の理屈と生命操作の接点

第６章 　遺伝子操作――人間的自由の最終局面
　１ 遺伝子を知る，操作する
　２  遺伝子を知ること，操作することへの不安
　３ 人間の遺伝子操作へ向けられた反対論
　４  遺伝子操作に秘められた哲学的問題
　５ 資本主義と遺伝子
　　 ――坂を滑るのか，未来に着地するのか

　第Ⅲ部　｢医療者の倫理」に関わる問題
第７章　医療倫理・臨床倫理・研究倫理
　１ 医療倫理の原則
　２  臨床倫理学
　３  患者（家族）―医療従事者関係の変化とチーム医療の
　　 時代
　４ 研究倫理

巻末資料
あとがき
索　　引
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B5判美装/232頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
　ISBN 978-4-623-07275-0　2015年3月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる宗教学
櫻井義秀／平藤喜久子 編著

宗教学は，宗教の原初形態から世界各地に出現した
諸宗教までを対象とし，文化的特性，制度や組織の
特徴，宗教と社会の関係について考察してきた。本
書は，基礎的な知識から新しい動向まで，多彩なト
ピックによって宗教に迫るこれまでにない入門書。

◎ 古代から現代までの宗教を概観
◎ 世界中の宗教を網羅的に取り上げる
◎ 宗教文化士試験にも対応

　Ⅰ　理　論
１ 宗教文化とはなにか
２ 宗教を学ぶとは：宗教文化士
３ 宗教の定義
４ 宗教学のはじまり
５ 宗教学の展開
６ 宗教学の現代的課題
７ 日本の宗教学
８ 宗教の起源と進化
９ 宗教の分類
10 神　話
11 儀　礼
12 教　典
13 象　徴
14 巡　礼
15 教　祖
16 信　者
17 回　心
18 信仰実践
19 布　教
20 宗教組織
21 祖先崇拝
22 自然崇拝
23 シャーマニズム

　Ⅱ　世界の諸宗教
１ 古代宗教⑴古代オリエント
２ 古代宗教⑵ギリシア・ローマ
３ 古代宗教⑶ゾロアスター教・マニ教
４ ユダヤ教⑴歴史
５ ユダヤ教⑵理念と慣習
６ キリスト教⑴キリスト教の成り立ち
７ キリスト教⑵カトリック（修道会）
８ キリスト教⑶正教・地域
９ キリスト教⑷プロテスタント
10 キリスト教⑸キリスト教の現代的展開
11 イスラーム⑴イスラームの成り立ち
12 イスラーム⑵中東のイスラーム

13 イスラーム⑶アジアのイスラーム
14 イスラーム⑷ヨーロッパ・アメリカのイスラーム
15 古代インドの宗教
16 ヒンドゥー教⑴ヒンドゥー教の成り立ち
17 ヒンドゥー教⑵ヒンドゥー教の現代的展開
18 ジャイナ教
19 スィク教
20 インド仏教
21 仏教⑴仏教の成り立ち
22 仏教⑵上座仏教
23 仏教⑶大乗仏教
24 仏教⑷中国の仏教
25 仏教⑸チベット仏教
26 中国の宗教
27 儒　教
28 道　教
29 ラテンアメリカの宗教
30 アフリカの宗教
31 オセアニアの宗教
32 朝鮮の宗教
33 台湾の宗教
34 神道⑴古代
35 神道⑵中近世
36 神道⑶近現代
37 日本の仏教⑴古代
38 日本の仏教⑵中近世
39 日本の仏教⑶近現代
40 神仏習合・修験道
41 日本のキリスト教⑴中近世
42 日本のキリスト教⑵近現代
43 日本の民俗信仰
44 アイヌの宗教
45 新宗教
46 近世・明治の新宗教
47 昭和の新宗教
48 現代の新宗教
49 アメリカ・ヨーロッパの新宗教
50 アジアの新宗教

　Ⅲ　宗教と現代
１ 現代宗教への視座⑴

　 宗教の世俗化とグローバル化
２ 現代宗教への視座⑵

　 宗教市場と政教関係
３ 現代宗教への視座⑶

　 宗教とソーシャル・キャピタル
４ ファンダメンタリズムと宗教：
　 アメリカ・イスラーム
５ 震災と宗教
６ 宗教の社会貢献
７ 政治と宗教⑴アメリカ・ヨーロッパ
８ 政治と宗教⑵日本
９ ナショナリズムと宗教：血と土への信仰
10 教育と宗教
11 カルト問題
12 ジェンダーと宗教
13 宗教と経営
14 移民と宗教
15 慰　霊
16 スピリチュアリティ
17 進化論
18 いのちと宗教
19 ケアと宗教：スピリチュアルケア
20 文学と宗教
21 美術と宗教
22 音楽と宗教
23 映画と宗教
24 観光と宗教
25 ポップカルチャーと宗教

世界の宗教地図
世界の宗教年表
宗教文化士試験問題例と解説
資　料
さくいん
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棚次正和／山中 弘 編著

教義・儀礼・歴史などの基本的知識が得られるよう
に配慮，「体験」と「社会」との交差から宗教を複
眼的にとらえる。

◎ 世界の宗教がわかる
◎ 宗教学の歴史と方法がわかる
◎ 用語解説や文献リストが満載

A5判美装/276頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-04146-6　2005年3月刊行

まえがき

序　章　現代人と宗教
　１ 現代日本人の宗教意識
　２ 現代世界と宗教
　コラムⅠ 宗教概念をめぐって

第一章　世界の諸宗教
　１ 古代の宗教
　２ ユダヤ教
　３ キリスト教
　４ イスラーム
　５ 先住民の宗教
　６ インドの宗教
　７ 仏　教
　８ 中国の仏教
　９ 朝鮮半島の仏教
　10 日本の仏教
　11 道　教
　12 儒　教
　13 神道・民俗信仰
　14 新宗教・ニューエイジ
　コラムⅡ
　宗教における新しいものと古いもの
　
第二章　宗教をどう見るか
　１ 宗教へのアプローチと
　　 他者理解
　２ 宗教学の方法と意味の探究
　コラムⅢ 宗教と科学

第三章　宗教現象を読み解く（Ⅰ）
　　　　 ―― 「体験」の視点から
　宗教経験
　神　話
　顕現と宣言
　身　体
　死と他界
　教義（聖典）
　超越と内在
　自　然
　宗教共同体
　絶対者と人間
　宗教間対話
　目覚めと救い
　修　行
　体験と言語
　儀礼（実践）
　宗教的シンボル
　遊びと芸術
　夢
　コラムⅣ 占いと予言

第四章　宗教現象を読み解く（Ⅱ）
　　　　 ―― 「社会」の視点から
　教　祖
　教　団
　エスニシティ
　世俗化論
　消　費
　宗教と国家（政治）
　ナショナリズム
　グローバル化
　カルト

　暴　力
　聖と俗
　ジェンダー
　ファンダメンタリズム
　差　別
　先祖祭祀
　通過儀礼と宗教
　医療と宗教
　エコロジーと宗教
　コラムⅤ 医療の宗教化

第五章　宗教学を学ぶ人のための
　　　　基 本文献
　宗教学
　（宗教現象学，宗教解釈学）
　宗教哲学・神学
　宗教社会学
　宗教人類学
　宗教心理学
　日本民俗学

現代の宗教研究一〇〇選
宗教資料の調べ方
　―― インターネットと図書館の利用法
統計からみた諸宗教の動向
あとがき



A5判美装/予408頁　予価：3,850円（本体予価3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09610-7　2024年2月刊行予定

一神教の宗教，インド発祥の宗教，中国と日本発祥
の宗教など，世界の主要な宗教の教義が，歴史的に
いかに発展してきたのか，その結果，どのように宗
派や教派が派生したのかを解説した入門書。各宗教
の理解が深まる。

◎ 世界の様々な宗教を，教義と歴史からわかりやすく学
 　べる入門書
◎ 各宗教の概要や，かかわり・影響が見渡せる一覧表つき

教義と歴史から理解する入門・世界の宗教

角田佑一 著
ここが

ポイント
!!

まえがき

序　章　宗教を学ぶ意義と本書の構成
　１ 宗教を学ぶ意義
　２ 宗教の本質
　３ 真の生命への欲求
　４ 根本体験
　５ 本書の構成

　第Ⅰ部　一神教──「啓示」に生きる
第１章　ユダヤ教──正統派・保守派・改革派 
　１ 古代イスラエルの宗教
　２ 中世・近世のユダヤ教
　３ 近代・現代におけるユダヤ教

第２章　 キリスト教
　　　　──カトリック教会・東方教会・
　　　　　　プロテスタント教会
　１ イエス・キリストの生涯
　２ キリスト教の初代教会──使徒の時代
　３ 古代における公会議と教会の分裂
　４ 古代のキリスト教諸教会
　５ プロテスタント宗教改革とプロテスタント
　　 諸教会の成立

第３章　イスラーム教──スンナ派とシーア派
　１ 初期イスラーム教の歴史
　２ スンナ派とシーア派
　３ スーフィズム
　４ 近代イスラーム改革運動の始まりと展開
　５ 20世紀におけるイスラーム復興運動の展開

第４章　ゾロアスター教
　　　　──アフラ・マズダーとアンラ・マンユ 
　１ ザラスシュトラの生涯──ゾロアスター教の開祖
　２ ザラスシュトラの教え
　３ ササン朝ペルシア時代のゾロアスター教
　４ ゾロアスター教の正統教義
　５ イスラーム国家の統治下におけるゾロアスター教

　第Ⅱ部　インド発祥の宗教──「ダルマ」に生きる
第５章　バラモン教──ヴェーダとウパニシャッド
　１ 古代インドの文化と宗教
　２ 非アーリア系文化の台頭
　　 ──仏教，ジャイナ教の出現

第６章　ヒンドゥー教──ヴィシュヌ派とシヴァ派
　１ ヒンドゥー教の成立
　２ ヴィシュヌ信仰
　３ シヴァ信仰

　４ 古代におけるヒンドゥー教思想の展開
　５ 中世ヒンドゥー教思想の展開
　６ 近世・近代のヒンドゥー教思想の展開

第７章　ジャイナ教──白衣派と空衣派
　１ マハーヴィーラの生涯
　２ マハーヴィーラの教え
　３ 現代のジャイナ教の特徴
　４ ジャイナ教の諸派

第８章　シク教──正統派・ナームダーリー派
　１ シク教の成立
　２ シク教の思想
　３ シク教徒の信仰生活
　４ シク教の諸派

第９章　インド仏教
　　　　──原始仏教・上座部仏教・大乗仏教
　１ 原始仏教
　２ 部派仏教の時代（紀元前４世紀～前１世紀）
　３ 大乗仏教（紀元後１世紀～）
　４ インド大乗仏教①──中観派
　５ インド大乗仏教②──瑜伽行派
　６ インド大乗仏教③──如来蔵思想
　７ インド大乗仏教④──密教

第10章　 中国仏教
　　　　──三論・法相・華厳・律・天台・密教・禅・浄土
　１ 中国仏教の始まり
　２ 南北朝時代の中国仏教
　３ 隋時代の中国仏教
　４ 唐時代の中国仏教
　５ 隋唐時代の中国仏教①──天台思想
　６ 隋唐時代の中国仏教②──華厳思想
　７ 隋唐時代の中国仏教③──禅の思想
　８ 隋唐時代の中国仏教④──中国密教の思想
　９ 隋唐時代の中国仏教⑤──中国浄土教の思想
　10 五代十国時代の中国仏教
　11 北宋・南宋時代の仏教

第11章　日本仏教
　　　　──南都六宗・真言・天台・浄土・禅・日蓮
　１ 南都六宗
　２ 日本の真言密教
　３ 日本の天台仏教
　４ 日本の浄土教
　５ 日本における禅──日本臨済宗と日本曹洞宗
　６ 日蓮仏教

　第Ⅲ部　中国と日本発祥の宗教──「道」に生きる
第12章　儒教──孔子・孟子・朱子学・陽明学
　１ 五　経
　２ 孔　子
　３ 孟　子
　４ 荀　子
　５ 前漢・後漢時代の儒教
　６ 魏晋南北朝時代の儒教
　７ 隋・唐時代の儒教
　８ 北宋・南宋・元時代の儒教
　９ 明時代の儒教
　10 清時代の儒教

第13章　道教──正一教と全真教 
　１ 老　子
　２ 荘　子
　３ 道教の根本要素
　４ 古代中国における神仙説の発生
　５ 初期道教の成立と発展
　　（後漢末期・魏晋南北朝時代　３世紀～６世紀）
　６ 隋・唐時代における道教（６世紀～10世紀）
　７ 宋・金・元時代における道教（10世紀～14世紀）
　８ 明・清時代における道教（14世紀～20世紀）

第14章　神道──天津神と国津神
　１ 神道の原初的形態（４世紀～６世紀）
　２ 古代律令国家祭祀成立期における神道
　　 （７世紀～８世紀）
　３ 『古事記』・『日本書紀』における神々
　４ 平安時代の神道
　５ 鎌倉時代の神道
　６ 室町時代の神道
　７ 江戸時代の神道
　８ 近代の神道

第15章　修験道──当山派と本山派
　１ 修験道の発生と展開
　２ 本山派と当山派の成立・発展・解体と修験道の
　　 再生
　３ 修験道の基本思想

参考文献
資料１ 　入門・世界の宗教一覧表
資料２ 　入門・世界の宗教の変遷図
あとがき
人名索引／事項索引
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A5判美装/268頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）　
ISBN 978-4-623-09000-6　2020年10月刊行

知っておきたい 日本の宗教

岩田文昭／碧海寿広 編著

「日本人の宗教って何？」　外国の方にこう聞かれ
て，すんなりと答えが浮かばないほどには，日本の
宗教状況は複雑だ。知っているようで意外と知らな
い日本の宗教について，必須の基礎知識を身につけ
られる宗教学入門。

◎ 大学の教養科目「宗教学」のテキストに最適な入門書
◎ 世界のなかで日本の宗教はどのような特性をもってい      
　 るのか学び，説明できるようになるためのテキスト
◎ 柔らかい語り口で読みやすく，留学生や観光客に接す　 
　 る機会の多い方にもおすすめの１冊

はじめに

序　章　日本人は無宗教なのか
　１ 日本人は無宗教か
　２ なぜ日本人は自分を無宗教だ
　　 と思うのか
　３ 明治維新以降の「宗教」の
　　 捉え方
　４ 宗教について学ぶ意義

第１章　京都の宗教施設を外国人に
　　　　案内しよう
　１ 伏見稲荷大社――自然信仰
　２ 清水寺――現世利益
　３ 本願寺――伝統仏教と近代化
　４ 町なかの神仏
　　 ――市井に生きる宗教

第２章　東京の宗教施設を外国人に
　　　　案内しよう
　１ 明治神宮――近代の神社
　２ 神田神社
　　 ――江戸と現代の“聖地”
　３ 浅草寺――神仏分離
　４ 七福神巡り――民間信仰

第３章　日本人は岩や山を拝んで
　　　　いるのか
　１ 神霊が宿るモノ
　２ 神霊がいる場所
　３ 自然観とのかかわり
　４ 現代の自然への信仰

第４章　日本にはどんな聖地や巡礼
　　　　があるのか
　１ 四国遍路
　２ 現代の聖地巡礼
　３ 世界遺産を歩く
　４ 信仰なき時代の聖地巡礼

第５章　正月やお盆の行事とは
　　　　なんなのか
　１ 正月とお盆の行事
　２ 年中行事は宗教なのか
　３ インフラが作った実践
　４ 信仰なき実践

第６章　日本の祭りや儀式とは
　１ さまざまな祭り
　２ 祭りの機能
　３ 通過儀礼

　４ 祭りの変化

第７章　日本人の休日とは
　１ 祝祭日
　２ 紀年法
　３ なぜ日曜日が休みなのか
　４ 元号・六曜

第８章　日本では終活が盛んと
　　　　きいたが　
　１ 終活とはなにか
　２ 終活ブームの担い手
　３ エンディングビジネスの成長
　４ 終活と宗教のこれから

第９章　日本の墓とはどんなものか
　１ お盆は家族で墓参り
　２ さまざまな世界の墓
　３ 日本の家墓
　４ 日本が抱える墓問題

第10章　日本の政治と宗教の関係　
　　　　はどうか
　１ 近代における政治と宗教
　２ 西洋の政教分離
　３ イスラームは政教分離か
　４ 日本の事例を考える

第11章　学校に「宗教」の時間は
　　　　ないのか
　１ 政教分離の下での宗教教育
　２ 宗教教育の類型
　３ 畏敬の念と宗教的情操
　４ 外国の宗教教育

第12章　日本人は戦死者を
　　　　どのように追悼してきたのか
　１ 靖国神社とはなにか
　２ 戦後の靖国問題
　３ 政教分離の問題
　４ 海外の事例とこれから

第13章　天皇制とはなにか
　１ 天皇の祭り
　２ ｢現人神」の時代
　３ 天皇と神と仏
　４ 象徴天皇制の宗教性

第14章　新宗教とはなにか
　１ 現代日本の宗教アレルギー
　２ 庶民の宗教

　３ 生命主義的救済観
　４ 新宗教は今？

第15章　日本の大学に危険な宗教　
　　　　サークルはあるのか
　１ 危険な宗教はどれですか？
　２ ｢カルト」とはなにか
　３ ｢洗脳」再考
　４ ｢カルト」と私たち

第16章　キリスト教はどのように
　　　　受容されているのか
　１ キリスト教はどんな宗教か
　２ 日本におけるキリスト教
　３ 近世社会とキリシタン
　４ 近代日本のキリスト教

第17章　イスラム教徒用の
　　　　レストランはあるのか
　１ 食と宗教
　２ イスラームの場合
　３ 食と日本人
　４ グローバル化と食文化

第18章　日本の宗教は苦しむ人を
　　　　たすけているか
　１ 傾聴する宗教者
　２ 刑務所で話を聞く教誨師
　３ 緩和ケアを支援する宗教者
　４ なにを聞くのか，役に立つのか

第19章　坐禅する外国人が多いのか
　１ 伝統宗派としての禅宗
　２ 禅宗から禅思想へ
　３ 禅からZenへ
　４ 禅と日本文化の関係

第20章　日本人はどんな瞑想をして
　　　　いるのか
　１ 習い事をモデルにした
　　 「朝活禅」
　２ 内観という自己理解の方法
　３ マインドフルネスと医療
　４ 変性意識状態としての瞑想

第21章　なぜオカルトブームが
　　　　起こるのか
　１ オカルトとはなにか
　２ 戦後日本のオカルトブーム
　３ ブームの社会背景
　４ オカルトブームの終焉

第22章　日本の神話や物語には
　　　　どんなものがあるか
　１ 日本の神話はどう読まれて
　　 きたか
　２ 古典文学のなかの仏教
　３ 近代の文学と宗教
　４ 宗教とメディア

第23章　東アジアとの関係はどうか
　１ 大陸からの宗教の伝来
　２ 台湾・中国の宗教状況
　３ 韓国の宗教状況
　４ 韓国のキリスト教

第24章　日本の僧侶は
　　　　結婚しているのか
　１ 日本仏教の特異性
　２ 仏教の日本化
　３ 戒律と日本の僧侶
　４ 日本仏教を評価する

第25章　女人禁制とはなにか
　１ 女性は土俵に上がれない？
　２ 宗教と男女差別
　３ 男女平等をめざして
　４ 宗教と女性のゆくえ

第26章　水子供養とはなにか
　１ 亡くなった子のために
　２ 中絶の歴史
　３ 水子供養のブーム
　４ 中絶に対する考え方の違い

第27章　クローン人間をつくって
　　　　いいのか
　１ いのちを「つくる」
　２ いのちを「つくり変える」
　３ 宗教と生命倫理
　４ いのちの未来

第28章　人は縄文時代のなにに
　　　　惹かれるのか
　１ 縄文時代の人気
　２ 枢軸の時代と宗教の進化
　３ 新霊性運動・文化
　４ 宗教と自己形成

おわりに
参考文献／索引／執筆者紹介
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論点・ジェンダー史学
山口みどり／弓削尚子／後藤絵美／
長 志珠絵／石川照子 編著

列女伝，クルアーンから世界大戦，ジャニーズまで，
113の〈論点〉を最新の研究動向に照らし、〈概要（当
時の議論・その後の展開〉〈探究のポイント〉とと
もにコンパクトに解説。36のコラムで重要トピック
もカバーする充実の書。

◎ ジェンダー史学の論点を113項目集成し，概要（当時
 　の議論・その後の展開）とともに提示。〈探究のポイン
　 ト〉として，ゼミや講義で議論する際の手がかりを示す
◎ 36のコラムで，論点に収まりきらない重要トピックも
　 カバーする
◎ 気鋭の執筆者から重鎮まで，学界の第一線の執筆陣

はじめに
Ⅰ　前近代
　１ 父系原理と男耕女織［中国］
　２ イスラーム法と家族［イスラーム圏］
　３ 伝統家族［中国］
　４ ペストとジェンダー表象［ヨーロッパ］
　５ キリスト教世界と魔女狩り［西洋］
　６ 結婚をめぐる法［イングランド］
　７ 女性の経済活動と移動［グローバル］
　８ イスラーム社会における女子教育 ［イスラーム圏］
　９ 家庭教育と女性文化［中国］
　10 科学とジェンダー［西洋］
　11 産科学とジェンダー［フランス］
　12 啓蒙思想と女性の学識［ヨーロッパ］
　13 貞節と男女隔離［中国］
　14 同性愛／異性愛［イスラーム圏］
　15 江戸文化と男性同性愛［日本］
　16 ロマンティック・フレンドシップ［イギリス］
　〈コラム１〉前近代西アジアの歴史叙述 ［イスラーム圏］
　〈コラム２〉ランケ以前の歴史叙述［ヨーロッパ］
　17 法廷とジェンダー［オスマン帝国］
　18 宮廷のハレム［オスマン帝国］
　19 女性君主・王妃［ヨーロッパ］
　20 フランス革命とジェンダー［フランス］
　21 女性と政治参加［イギリス］
　〈コラム３〉フェミニズムの萌芽［ヨーロッパ］
　〈コラム４〉｢人種」概念の誕生とジェンダー［西洋］

Ⅱ　｢近代」のはじまり
　１ 異性装［フランス］
　２ 福音主義的社会改良運動［イギリス］
　３ 家庭重視イデオロギー［イギリス］
　４ 近代家族像と文明規範［日本］
　５ 家族関係の変化［イラン］
　〈コラム５〉奴隷でもなく，女中でもなく ［オスマン帝国］
　〈コラム６〉婚姻法の変化［イスラーム圏］
　６ 幼児教育［ドイツ］
　７ 中等教育［イギリス］
　８ 女子職業教育［ロシア］
　９ 居留地と「国際結婚」［日本］
　10 明治維新と売買春の変容［日本］
　11 フェミニズム運動［エジプト］
　12 清末の政治変動と女性［中国］
　13 工場法とジェンダー［イギリス］
　〈コラム７〉科学と宗教［イスラーム圏］
　〈コラム８〉家族を襲った感染症［イギリス］
　14 疫病とジェンダー［イギリス］

Ⅲ　｢帝国主義」の時代
　１ 女王のジェンダー・イメージ［イギリス］
　２ コロニアリズム［グローバル］
　３ 女性宣教師［西洋］
　４ 女の集い／男の集い［フランス］
　５ 高等教育［英米］
　６ 近代公教育とジェンダー・ポリティクス［メキシコ］

　〈コラム９〉仏教の「近代化」と女子教育［日本］
　〈コラム10〉植民地朝鮮の医療空間とジェンダー［朝鮮］
　７ ｢女医」をめぐる論争［イギリス］
　８ 売買春と性病予防法［イギリス］
　９ 帝政期ドイツの売買春［ドイツ］
　10 インドにおける宗教・芸術・売春［インド］
　〈コラム 11〉近代音楽文化と女性［ヨーロッパ］
　〈コラム 12〉子ども移民［イギリス帝国］
　11 同性愛［西洋］
　12 マスキュリニティ［アメリカ］
　13 決闘・名誉・「男らしさ」［ヨーロッパ］
　14 都市暴動と男性性［日本］
　15 スポーツ［イギリス］
　16 読書［英語圏］
　〈コラム13〉デパート［グローバル］
　〈コラム14〉新しい女［英米］
　17 女性参政権運動とミリタンシー［イギリス］
　18 ヴェール［エジプト］
　19 福祉職とジェンダー［ドイツ］
　20 国民の創造［オーストラリア］

Ⅳ　第一次世界大戦から戦間期
　１ 第一次世界大戦と女性［ヨーロッパ］
　２ 戦争・負傷兵と男性ジェンダー［ヨーロッパ］
　３ 台湾原住民女性の経験［台湾］
　４ 女子教育［台湾］
　５ 近代教育と女子大生［中国］
　６ 女性と職業［ドイツ］
　７ 女性と職業［中国］
　８ 女性参政権獲得後のフェミニズム［アメリカ］
　９ 女性運動と党・国家［中国］
　〈コラム15〉ロシア革命と女性［ロシア］
　〈コラム16〉日本人旅行者が見たエジプト［エジプト］
　10 優生学［グローバル］
　11 母性と身体解放［中国］
　12 装いとコロニアリズム［アフリカ］
　13 愛・性と近代家族［中国］
　〈コラム17〉植民地支配と性管理・性売買［帝国日本］
　〈コラム18〉遊郭と鉄道［日本］
　14 新しい女性像とモダンガール［中国］
　15 近代中国の女性作家［中国］
　16 戦間期の女性文学［ドイツ］

Ⅴ　第二次世界大戦から戦後の社会へ
　１ 軍事的男らしさの揺らぎと再構築［日本］
　２ 戦争と女性労働［アメリカ］
　３ 戦時性暴力［グローバル］
　〈コラム19〉ファシズム［イタリア］
　〈コラム20〉ファシズムとホモフォビア［ドイツ］
　〈コラム21〉ホロコーストと女性［中欧・東欧］
　〈コラム22〉第二次世界大戦後における家族と政治
　　　　　  ［グローバル］
　４ 中国共産党根拠地の「女性解放」［中国］
　５ 抗戦と日常［中国］
　６ 植民地下における女子教育［朝鮮］

　７ 女子教育［満洲］
　８ 防空と銃後［日本］
　〈コラム23〉戦後史が問う戦争孤児［日本］
　〈コラム24〉二つの国の戦争孤児［中国・日本］　
　９ 引揚者の性暴力被害と中絶［日本］
　10 移民とジェンダー［イギリス］
　〈コラム25〉新制大学と女子学生［日本］
　〈コラム26〉農村「家族」と女性［日本］
　11 家事労働と「女中」［日本］
　12 アラブ社会主義とフェミニズム［アラブ世界］
　13 映画・演劇［中国］
　14 日本映画の女性身体［日本］
　〈コラム27〉映画［インド］
　〈コラム28〉映画［エジプト］
　15 女性雑誌［中国］
　16 雑誌とジェンダー［東南アジア］
　17 戦後日本における男性同性愛者の「悩み」［日本］

Ⅵ　現代
　１ 社会主義と女性［中国］
　２ ウーマンリブ［アメリカ］
　３ 女性運動［ドイツ］
　４ 現代思想とジェンダー［フランス］
　５ 家父長制［中東］
　６ 女性研究運動［中国］
　７ ジェンダー平等と法［グローバル］
　８ 軍事政権とジェンダー［アルゼンチン］
　９ 教育の光と影［中国］
　10 イスラーム革命と女子宗教学院［イラン］
　11 改革開放と女性［中国］
　12 女性労働の曲折［中国］
　〈コラム29〉男性稼ぎ主モデル［日本］
　〈コラム30〉女性の海外出稼ぎ労働［南アジア］
　13 一夫多妻婚［アフリカ］
　14 婚姻法と家族の今［中国］
　15 一人っ子政策と生殖［中国］
　16 医療技術とジェンダー［グローバル］
　17 ｢新しい父親」と「男らしさ」［ドイツ］
　18 セクシュアリティ［中国］
　〈コラム31〉名誉と「名誉犯罪」［イスラーム圏］
　〈コラム32〉日本軍「慰安婦」問題［日本］
　19 国際開発のジェンダー政策［アフリカ］
　〈コラム33〉国際的な女性活動［アラブ圏］
　〈コラム34〉ＡＩＤＳの影響［グローバル］
　20 議員［イギリス］
　21 ｢女性保守」政治家・社会運動家の台頭［日本］
　22 ファッションと消費行動［グローバル］
　23 フェミニズムと芸術［西洋］
　24 スポーツ［イラン］
　〈コラム35〉ジャニーズと戦後日本［日本］
　〈コラム36〉食文化と女性［インド］
　25 グローバル・ヒストリーとジェンダー［グローバル］

参考文献／図版出典／人名索引／事項索引／映画索引
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論点・西洋史学
藤井 崇／青谷秀紀／古谷大輔／
坂本優一郎／小野沢 透 編著

本書は古代から現代に至る西洋の過去に関して，真
実＝「正解」を求めて幾通りもの「主張」が戦わさ
れている「論点」だけを集めたテキスト。読者を主
体的に自ら思考することに誘い，歴史学ならではの
醍醐味を提供する。

◎ 西洋史学の論点を139項目集成し，史実とともに提
　 示。〈歴史学的に考察するポイント〉として，いくつ
　 かの問いを設け，さらなる学びへつなげる
◎ 気鋭の執筆者から重鎮まで，学界の第一線の執筆陣
◎ 重要語句解説，クロスリファレンスも充実し，読者
　 の理解を深める工夫も満載

はじめに
準備体操１　歴史学の基本
準備体操２　史料と歴史家の偏見，
 　　　　　  言葉の力と歪み
本書の使用法

Ⅰ　西洋古代史の論点
１ ホメロスの社会
２ ポリス形成論
３ 歴史叙述起源論
４ ブラック・アテナ論争
５ アテナイ「帝国」と民主政
６ アケメネス朝ペルシアの表象と
　 現実
７ アテナイの演劇と社会
８ アレクサンドロス大王と
　 「ヘレニズム論争」
９ ヘレニズム期の王権とポリス
10 古代ギリシアの連邦とその受容
11 コイネー
12 ローマ共和政の本質と
　 アウグストゥス
13 ローマ皇帝と帝国の統合
14 「ローマ化」論争
15 ケルト問題
16 ローマ帝政期のギリシア
17 五賢帝時代と「３世紀の危機」
18 剣闘士競技
19 キリスト教の拡大
20 強制国家論の現在
21 ローマ帝国衰亡論
22 ローマ法典と社会
23 古代経済史論争
24 古代の奴隷
25 古代ローマの家族と
　 セクシュアリティ
26 古代人の宗教１：犠牲
27 古代人の宗教２：
　 神話と造形芸術
28 古代人の宗教３：国家と宗教
29 古代の科学：ガレノスを中心に
30 「古代末期」論争
31 ビザンツ帝国史の時代区分
32 ビザンツ皇帝とは何か

Ⅱ　西洋中世史の論点
１ 中世初期国家論
２ カロリング・ルネサンス
３ ピレンヌ・テーゼ
４ 中世農業革命
５ 中世都市成立論
６ ヴァイキングのエスニシティ
７ ノルマン征服
８ 封建革命論
９ 「封建制」をめぐる論争
10 教会改革
11 中世修道会
12 12世紀ルネサンス
13 十字軍
14 レコンキスタ
15 迫害社会の形成
16 13世紀の司牧革命
17 神判から証人尋問へ
18 儀礼とコミュニケーション
19 リテラシー
20 歴史と記憶
21 近代国家生成論
22 スイスの起源
23 タタールのくびき
24 ハンザ
25 14世紀の危機
26 ジャンヌ・ダルク
27 ブルゴーニュ公の宮廷文化
28 イタリア・ルネサンス

Ⅲ　西洋近世史の論点
１ 世界システム論
２ 世界分割（デマルカシオン） 
３ コロンブス交換
４ スペイン帝国論
５ オランダの黄金時代
６ 重商主義論と特権商事会社
７ 資本主義論
８ 東欧の辺境化・後進性
９ ヨーロッパとオスマン帝国
10 人文主義／文芸共和国
11 レス・プブリカ
12 主権／主権国家／主権国家体制
13 宗教改革／対抗宗教改革論

14 宗派化
15 社会的規律化
16 エトノス論
17 複合国家／複合君主政／
　 礫岩国家
18 神聖ローマ帝国論
19 アンシャン・レジーム論
20 17世紀の危機
21 軍事革命
22 三十年戦争
23 イギリス革命
24 科学革命
25 魔女迫害
26 啓蒙主義
27 財政軍事国家論
28 啓蒙改革／啓蒙絶対主義
29 アメリカ革命

Ⅳ　西洋近代史の論点
１ フランス革命
２ イギリス産業革命
３ 生活水準論争
４ 大西洋奴隷貿易
５ 大分岐
６ 民衆運動，民衆文化，
　 モラル・エコノミー
７ 階級論（ジェントルマン論・
　 ミドルクラス論） 
８ 市民結社
　 （ボランタリ・ソサエティ） 
９ 消費社会
10 男女の領域分離
11 19世紀のジェンダーと人種
12 セクシュアリティ
13 アイルランド大飢饉
14 移民史論
15 アリエス論争
16 ボナパルティスム（第二帝政）
17 リソルジメント
18 農奴解放
19 南北戦争
20 第三共和政と改革
21 ナショナリズム論
 　（東欧からのアプローチ） 

22 ナショナリズム論
　 （南北アメリカ・西欧からの
　 アプローチ）
23 帝国論
24 女性参政権
25 「ドイツ特有の道」
26 社会主義

Ⅴ　西洋現代史の論点
１ 帝国主義論
２ 植民地と近代／西洋
３ 植民地と環境
４ 第一次世界大戦原因論
５ ウィルソンとアメリカの
　 国際主義
６ ロシア革命とソ連邦の成立
７ スターリンと農業集団化・
　 工業化
８ 世界恐慌
９ 混合経済と福祉国家
10 革新主義とニューディール
11 ファシズム論
12 ナチズム
13 ホロコースト
14 第二次世界大戦原因論
15 冷戦の起源
16 ハンガリー動乱と「プラハの春」
17 ヴェトナム戦争とその影響
18 デタント
19 欧州統合
20 冷戦の終結
21 新自由主義
22 フェミニズムとジェンダー
23 オリエンタリズムと
　 ポストコロニアリズム
24 「短い20世紀」

欧文参考文献
おわりに
研究者名一覧
人名索引
事項索引
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史教養のための西洋史入門

中井義明／佐藤專次／渋谷 聡／加藤克夫／小澤卓也 著

古代ギリシアから９・11 同時多発テロまで，西洋史
をこれから学ぶ人，教養を身につけたい人に平易に
解説する。

◎ 教養として歴史を知ろうとする読者向け
◎ 年表・参考文献，時代の概要など，使い勝手のよい教科
　 書
◎ 写真や地図を豊富に掲載 A5判美装/328頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）

ISBN 978-4-623-04909-7　2007年5月刊行

はじめに

　第Ⅰ部　古代地中海世界
第１章　古代ギリシアの歴史
　１ 先史時代のギリシア
　２ ギリシアにおける国家の形成と発展
　３ 古典期のギリシア（前480～前338年）
　４ アレクサンドロス大王の東方遠征と
　　 ヘレニズム世界
　コラムⅠ テーマパーク化したスパルタ

第２章　古代ローマの歴史
　１ ローマの起源
　２ 共和政期のローマ
　３ 帝政期のローマ
　コラムⅡ グラディアトール
　　　　　 ―― 剣闘士の名声と悲哀

　第Ⅱ部　ヨーロッパ中世
第３章　ラテン・キリスト教世界の成立
　１ ゲルマン人と部族王国
　２ 地中海世界の動向と東ローマ帝国
　３ フランク王国とメロヴィング朝
　４ カール大帝とキリスト教帝国
　５ カロリング帝国の解体とイングランド
　　 王国の形成
　６ フランク王国の後継国とその周辺の
　　 動向
　コラムⅢ ゲルマン人の宗教とキリスト教

第４章　ラテン・キリスト教世界の成熟　
　　　と膨張
　１ 技術革新と人口の増大
　２ 修道院改革とグレゴリウス改革
　３ ラテン・キリスト教世界の拡大
　４ 12世紀ルネサンスと知的覚醒
　５ バン領主制と農村コミューン
　６ 中世都市の成立
　７ たそがれる中世世界
　コラムⅣ 中世都市と近代的時間の発見

　第Ⅲ部　ヨーロッパ近世
第５章　国際関係としての「ヨーロッパ」　
　　　　の形成
　１ ヨーロッパを取り巻く国際的条件
　２ 国際関係の成立を阻んだ
　　 「普遍主義諸勢力」
　３ 主権国家体制の成立
　コラムⅤ 三十年戦争とウェストファリア
　　　　　  講和条約

第６章　近世ヨーロッパの国家内秩序
　１ 近世国家の内実
　２ 近世国家の権力構造
　コラムⅥ 常備軍将兵の衣食住と規律化

第７章　近世的統治の崩壊と啓蒙思想
　１ 社会における社団的編成の変容
　２ 啓蒙思想
　３ 近世的統治の崩壊へ
　コラムⅦ 18世紀の民衆運動

　第Ⅳ部　ヨーロッパ近現代
第８章　近代の黎明
　１ 工業化社会への胎動
　　 ――イギリス産業革命
　２ フランス革命
　３ ナポレオン帝国とヨーロッパ
　コラムⅧ 生活革命と産業革命
　　　　　 ―― お茶・砂糖・キャラコ
第９章　ヨーロッパの世紀
　１ ウィーン体制と「二重革命」
　２  国民国家形成の進展
　３ 帝国主義
　コラムⅨ 国民国家の歴史

第10章　二つの世界大戦
　１ 第一次世界大戦とヴェルサイユ体制
　２ ファシズムの時代 
　　 ――1930年代のヨーロッパ
　３ 第二次世界大戦
　コラムⅩ ホロコースト

第11章　現代世界とヨーロッパ統合
　１ 戦後の改革と冷戦
 　　――ヤルタ－ポツダム体制
　２ “雪解け”と緊張
　 　――多極化の進展とヨーロッパ統合
　　　　 への胎動
　３ 冷戦の終結
　４ ポスト冷戦――模索する世界
　コラムⅪ ヨーロッパ統合の歴史
　　　　　 ――ＥＵは国民国家を超えられるか

　第Ⅴ部　アメリカ近現代
第12章　植民地からの独立
　１ アメリカ独立戦争の勃発
　２ 南北アメリカの独立
　３ 独立後の南北アメリカ

第13章　ナショナリズムと帝国主義
　１ アメリカ南北戦争
　２ アメリカの発展とその問題
　３ ラテンアメリカの「自由主義」
　４ 汎米主義と反米主義
　コラムⅫ　「国民的英雄」としてのリンカン

第14章　アメリカの覇権と世界大戦
　１ 第一次世界大戦と「14 カ条」
　２ 「黄金の20年時代」の光と影
　３ アメリカの経済危機と新たな世界大戦
　コラム� 国際連盟と国際連合

第15章　冷戦期のアメリカと世界
　１ ヤルタ会談から東西冷戦へ
　２ 核武装の大国と多極化する世界
　３ 揺れる超大国・アメリカ
　４ デタント外交
　５ 冷戦の終結

参考文献
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新しく学ぶ西洋の歴史
―― アジアから考える

南塚信吾／秋田 茂／高澤紀恵 責任編集

◎ 西洋の歴史を「身近な存在」として学べる
◎ 歴史研究の最新成果を明快に記述
◎ 各章が「同時代」的に構成されており，まず日本・
　 アジアから見た当該期の世界史全体とその時代の西
 　洋史を概観した上で，当該期の各地域・各国の歴史を
　 解説

はじめに
第１章　マルコ・ポーロの時代
　　　　――15世紀まで
　序論 世界の一体化の始まり
　総論 ヨーロッパ中世から近世へ
　　　  ――ユーラシア大陸の西の
　　　　　  果てから
　１ 西ヨーロッパ世界の形成
　２ 神聖ローマ帝国と「世界」
　３ 変容する地中海世界
　４ 出会いと抗争のイベリア半島
　５ バルト海世界の政治秩序
　６ ロシアとアジアの交錯
　７ ビザンツからオスマンへ
　Column 1 「マルコ・ポーロ」と日本
　Column 2 都市と商人
　Column 3 書体から見る
　　　　　 「中世とルネサンス」
第２章　フランシスコ・ザビエルの時代
　　　　――16世紀～17世紀前半
　序論 ザビエルとアジア
　総論 大航海時代と「長い16世紀」
　１ 宗教改革と宗派対立
　２ イベロ・アメリカと
　　 「太陽の沈まぬ帝国」
　３ 神聖ローマ帝国の苦悩
　４ イングランド・ネーデルラントの
　　 統合と進出
　５ フランスの危機と再建
　６ バルト海世界の覇権抗争
　７ 三十年戦争
　Column 4 天正遣欧使節と
　　　　　 『安土図屛風』
　Column 5 銀と銅
第３章　エンゲルベルト・ケンペルの
　　　　時代――1648～1763年
　序論 「交易の時代」後のアジアと
　　　 ヨーロッパ人
　総論 主権国家の時代へ
　１ フランス絶対王政とその限界
　２ イギリス帝国の拡大
　３ 「ドナウ帝国」の出現
　４ プロイセン軍事官僚国家の発展
　５ ロシアの拡大と国際化
　６ オスマン帝国のバルカン
　Column 6 啓蒙の世紀
　Column 7 奴隷貿易
　Column 8 東インド会社
第４章　蝦夷の彼方
　　　　――1763～1815年
　序論 シベリアがつなぐ東西
　総論 ヨーロッパの近代へ
　１ アメリカ革命・ハイチ革命

　２ フランス革命とその影響
　３ ナポレオンのヨーロッパ
　４ イギリス財政軍事国家とその帝国
　５ ロシアの膨張と帝国建設
　６ 中央ヨーロッパの再編
　Column 9 革命史研究のスタートとゴール
　Column 10 ロシアの毛皮貿易と
　　            アジア市場
　Column 11 蘭学と近世ヨーロッパの学知
第５章　「アヘン戦争」の時代
　　　　――1815～1848年
　序論 アヘン戦争と世界史
　総論 ウィーン体制のヨーロッパ
　１ 「勝者」イギリスの模索
　２ ロマン主義とオリエンタリズムのフランス
　３ ラテンアメリカの独立とスペイン
　４ 三つの名前をもつ時代のドイツ
　５ ロシアのヨーロッパ協調路線
　６ 東欧・南欧におけるナショナリズムの
　　 萌芽
　７ 1848年革命
　８ 市民社会
　Column 12 自然と人間
　Column 13 ヨーロッパの脅威と海防
第６章　「開国・維新」の時代
　　　　――1848～1873年
　序論 アジアにおける西洋
　総論 開国時の世界
　１ 自由貿易帝国主義のイギリス
　２ 開国日本とフランス
　３ ロシアの「大改革」と東西拡張
　４ イタリア統一と明治維新
　５ ドイツ統一の世界的まなざし
　６ アメリカ大陸諸国の体制変革
　７ ネイション
　Column 14 ルイ・フュレの日本体験
　Column 15 『佳人之奇遇』と
　　            世界の小国史
　Column 16 タンジマート
第７章　日清・日露戦争の時代
　　　　――1873～1910年
　序論 帝国主義の時代
　総論 19世紀末の欧米とアジア
　１ 内憂外患と苦闘するロシア帝国
　２ 共和政フランスの内と外
　３ 世界強国を目指すドイツ
　４ 世紀転換期のヘゲモニー国家
 　　イギリス
　５ オーストリア＝ハンガリー二重君主国
　６ 「金ぴか時代」のアメリカ　
　７ アメリカの移民排斥・移民制限
　８ 「東方問題」と「アフリカ分割」
　Column 17　パレスチナ問題の淵源
　Column 18　シベリアと林業・漁業

第８章　韓国併合から第一次世界大戦へ
　　　　――1908～1914年
　序論　併合から大戦へ
　総論　第一次世界大戦への道
　１ ボスニア＝ヘルツェゴヴィナ併合と
　　 バルカン戦争
　２ 戦争へ向かうドイツ
　３ イタリアの植民地主義とナショナリズム
　４ 大戦前フランスの政争
　５ イギリスの内政と外交
　６ 革新主義期アメリカの移民制限と
　　 人種隔離
　７ 反戦――運動の高揚から挫折まで
　Column 19 スウェーデンから見た
　　　　　　明治・大正の日本
　Column 20 ロシアのイスラーム教徒
　　　　　　から見た戦争
第９章　「21カ条」と「シベリア出兵」
　　　　――1914～1929年
　序論 第一次世界大戦とアジア
　総論 第一次世界大戦・ロシア革命・
　　　 1920年代
　１ 第一次世界大戦
　２ ロシア革命
　３ パリ講和会議
　４ 「平常への復帰」と英仏の帝国拡大
　５ 敗戦国
　６ 「自決」と国際連盟
　７ ソ連の成立
　８ ウィルソン外交と中米・東アジア
　Column 21 アイルランドに見る
　　　　　　植民地と民族問題
　Column 22 ソ連からの亡命者
第10章　「満洲」から第二次世界大戦へ
　　　　――1930～1945年
　序論 1930年代のアジアと世界
　総論 恐慌後の欧米
　１ ファシズムの歴史的諸形態
　２ 日本・アジアから見た
　　 スターリン時代のソ連
　３ 反ファシズム人民戦線の興亡
　４ 未曾有の犠牲を生んだ
　　 第二次世界大戦
　５ レジスタンスとパルチザン戦争
　６ ホロコースト
　Column 23 メキシコ革命と制度的
　　　　　　革命党
　Column 24 バルト三国・ユダヤ人・
　　　　　　杉原千畝
第11章　核の時代の始まり
　　　　――1945～1954年
　序論　原爆・「終戦」・朝鮮戦争
　総論　戦後ヨーロッパとアメリカ

　１ ソ連・東欧・人民民主主義
　２ 冷戦体制への転換
　３ ドイツの分裂
　４ 戦後のイギリスとフランス
　５ ヨーロッパ復興とアメリカ
　６ 国際連合とブレトン・ウッズ体制
　Column 25 ジョージ・ケナンと
　　            冷戦の終焉
第12章　スプートニクの飛翔と安保
　　　　――1954～1968年
　序論 「高度経済成長」・「安保」・アジア
　総論 ヨーロッパの模索
　１ ジュネーヴ会議
　２ スエズ危機
　３ スターリン批判とハンガリー革命
　４ スプートニク・フルシチョフ・
　　 キューバ危機
　５ 戦後西欧の安定とEEC
　６ 軍産複合体のアメリカとベトナム戦争
　７ 植民地と「アフリカの年」
　Column 26 公民権運動の成果と限界
　Column 27 福祉国家とは何か
　Column 28 1968年
第13章　「1968年」後の時代
　　　　――1968～1980年代前半
　序論 アジア・アフリカ・ラテンアメリカ
　　 　から見た 「1968年」後
　総論 「1968年」後のヨーロッパ
　１ デタントのアメリカ
　２ フランスの「新しい社会」から
　　 社会主義政権誕生へ
　３ 東欧社会主義諸国での体制内
　　 改革の試み
　４ 1968年からのソ連
　５ 従属論とピノチェトのラテンアメリカ
　６ 帝国解体後のイギリス
　７ 多文化主義・カナダ・アボリジナル
　８ 石油危機と世界経済の構造変化
第14章　「バブル」期の世界
　　　　――1980年代後半～1990年代
　序論 新自由主義の世界
　総論 1980年代のヨーロッパ
　１ EUと欧州統合の進展
　２ 保守のアメリカ
　３ 東欧の脱社会主義化
　４ ソ連の崩壊とロシアの模索
　５ 移民のヨーロッパ
　６ 湾岸戦争から「9.11」「対テロ戦争」
　　 の時代へ
　Column 29 記憶をめぐるポリティックス
参考文献
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A5判美装/450頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-06681-0　2016年2月刊行

西洋史・日本史・東洋史の第一線の執筆陣によって
書かれた新たな概説書。西洋の歴史を「身近」な存
在として理解し，日本を含むアジアの歴史と西洋の
歴史を連続させて把握できる。
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はじめに――日本と古代ギリシア・ローマ世界
　第Ⅰ部　ギリシア
第１章　アケメネス朝ペルシア
　　　　――世界帝国とギリシア諸都市
　　ギリシア人の「巨大な隣人」
　　アフラマズダ神の代行者
　　ペルセウスの末裔　　
　　自己演出と自意識の二面性
　　アッシリア帝国の滅亡
　　キュロス２世による帝国の創建
　　カンビュセスによるエジプト征服
　　ダレイオス１世による帝国の完成
　　膨張する帝国　
　　対ギリシア遠征（ペルシア戦争）
　　カリアスの和約
　　ペロポネソス戦争への介入　　
　　クナクサの戦い
　　「大王の和約」
　　「大総督反乱」
　　エジプトの独立と再征服　　
　　アレクサンドロスによる東方遠征
　　地上世界の統治者と辺境の住民
第２章　スパルタ――その神話と実像
　　テルモピュライの戦い
　　スパルタの幻影
　　スパルタの成立
　　社会の形成
　　対外勢力の拡大
　　アテナイの台頭と対立
　　ペロポネソス戦争
　　絶頂からの転落
　　衰退要因としての女性
　　転落の軌跡
　　最後の輝き
　　残照
　　スパルタの実像
第３章　アテナイ
　　　　――民主主義，文化・芸術の都
　　アテナイの遺産
　　「ギリシアの学校」アテナイ
　　ポリスアテナイの成立とその領域　　　
　　民主政への歩み
　　民主政運営の仕組み
　　アッティカの住民構成
　　アテナイの経済――交易と貨幣
　　交易ルートの開拓
　　貨幣（硬貨）の鋳造と流通
　　ペイライエウス港の開発
　　デロス同盟の結成
　　デロス同盟下のアテナイの対外政策
　　　――民主政と「帝国」
　　前４世紀のアテナイ
　　ヘレニズム時代のアテナイ
　　アテナイ民主政をめぐる言説とその受容

　　ボイオティア連邦の議会と公職者
　　連邦における市民権
　　連邦における争いの解決
　　連邦と加盟ポリスの独特な関係
　第Ⅱ部　ローマ
第８章　ローマ帝国の形成
　　　　――西洋型帝国の原型
　　東西の帝国
　　ローマの誕生
　　共和政
　　身分闘争
　　ラティウム支配の安定
　　イタリアの統一
　　西地中海世界の覇者へ
　　ヘレニズム世界への進出
　　地中海制覇の完成
　　「正当な」戦争？
　　ローマ社会の攻撃性
　　弱肉強食の地中海世界
　　帝政への道――内乱の１世紀
　　帝国の変質
第９章　元首政期――皇帝を通して見る
　　　　ローマ帝国
　　古代地中海世界と「皇帝」の登場
　　内乱の勝者「オクタウィアヌス」
　　「オクタウィアヌス」の皇帝即位？
　　皇帝の権力――ローマ皇帝とは何か？
　　アウグストゥスによる「帝政」体制の完成
　　ユリウス・クラウディウス朝の皇帝たち⑴
　　　――ティベリウス
　　ユリウス・クラウディウス朝の皇帝たち⑵
　　　――ガイウス　　
　　ユリウス・クラウディウス朝の皇帝たち⑶
　　　――クラウディウス　　　
　　ユリウス・クラウディウス朝の終焉と
　　　フラウィウス朝の創始
　　五賢帝の時代
　　　――人類が最も幸福だった時代
　　皇帝とは何か――別の視点からながめる
　　２世紀のローマ帝国――ペルティナクス
　　セウェルス朝の創始　　
　　「アントニヌス勅法」，そしてあらたな時代へ
第10章　属　州――帝国西部の地方社会
　　属州を学ぶ意義
　　ガリア
　　ヒスパニア
　　ブリタンニア
　　名望家層の野心
　　商工業者たちの絆
　　ライン辺境のローマ軍――駐屯状況
　　地域社会との交わり
　　属州の「ローマ化」について
第11章　ローマの経済
　　　　――食料の生産・輸送・消費
　　古代経済史論争とローマ農業史研究

第４章　古代ギリシアの宗教
　　　　――神 と々人間のコミュニケーション
　　古代ギリシアにおける「宗教」の捉え方
　　「古代ギリシアの宗教」の一般的性格
　　神 と々人間
　　神々の体系――パンテオン
　　神域・神殿・神官
　　供犠
　　誓い・奉納
　　神託・占い
　　秘儀
　　穢れと浄め
　　魔術・呪い
　　ライフサイクル・ジェンダー・家族
　　ポリス共同体と宗教
　　歴史的展開
第５章　マケドニア――バルカンの「巨人」
　　「英雄」アレクサンドロス
　　ヴェルギナの発掘
　　マケドニアの建国伝説
　　ギリシア世界への参入
　　貨幣から見るマケドニアの歴史
　　フィリポス２世のギリシア征服　　　
　　なぜマケドニアはギリシアを征服
　　　できたのか
　　現代の「マケドニア」
第６章　プトレマイオス朝エジプトと
　　　　ヘレニズム世界
　　　　――交錯する権力，伝統，文化
　　アレクサンドロスの東方遠征と
　　　ヘレニズム世界の成立
　　プトレマイオス１世から３世
　　プトレマイオス朝の支配イデオロギー
　　エジプト支配の特徴
　　ファイユーム地方の開発
　　プトレマイオス４世
　　プトレマイオス５世
　　プトレマイオス６世と８世
　　２世紀の領域部――弛緩と統制　
　　プトレマイオス９世，プトレマイオス10世
　　　と母クレオパトラ３世
　　プトレマイオス11世からクレオパトラ７世，
　　　そして滅亡へ
　　ローマ帝国に受け継がれたもの
第７章　ギリシアの連邦
　　　　――創意に満ちた共同体
　　連邦を表す古典ギリシア語
　　現代の連邦との比較
　　連邦の基盤となった集団
　　古典期のボイオティア連邦
　　ヘレニズム時代のアイトリア連邦
　　　とアカイア連邦
　　議会の開催場所
　　アカイア連邦の議会と公職者
　　アイトリア連邦の議会と公職者

　　大農園経営とウィラ
　　奴隷制農園とラティフンディア
　　ブドウ・オリーブの栽培
　　穀物と豆類の栽培
　　ブタの飼育と豚肉
　　ウシ，ヒツジ，ヤギの飼育と利用
　　パスティオ・ウィラティカと水産業
　　食糧の輸送
　　港湾の整備
　　食習慣
　　学際的ローマ経済史研究の進展
第12章　ローマの社会
　　　　――語学のテキストで悪口と借金
　　　　　　を学ぶ社会
　　『偽ドシテウスのヘルメネウマタ』
　　「会話表現集」
　　人をののしる――人の種別
　　警察
　　法廷
　　金を借りる――貸金業
　　生活レベル
　　社会保障
　　「自助」の社会
第13章　ローマ帝国の衰亡と「古代末期」
　　　　の気候変動
　　　　――気まぐれな自然が蝕んだ
　　　　　　帝国の回復力
　　ローマ帝国の変容――「古代末期」
　　ローマ帝国衰亡論と気候の歴史
　　ローマ気候最適期とその終焉
　　アントニヌスの疫病
　　　――165～180年
　　キュプリアヌスの疫病――249～270年
　　　古代末期小氷期の到来と
　　　ユスティニアヌスの疫病
　　　――541～749年　　
　　「古代末期」世界から中世世界へ
第14章　ギリシア・ローマ世界の
　　　　サヴァイヴァル
　　　　――なぜその叡智は我々に
　　　　　　伝わったのか
　　現代に残る古代ギリシア・ローマ
　　古典古代文化（フマニタスhumanitas）
　　　の形成
　　キリスト教世界の中心としてのローマ
　　建築物の運命
　　古代の叡智のゆくえ
　　西欧の状況
　　ビザンツ世界
　　ペルシア・イスラーム世界
　　西洋文明におけるフマニタスのゆくえ
西洋古代史年表／索引

A5判美装/328頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09433-2　2022年10月刊行

本書はオーソドックスな歴史の流れや基本事項をお
さえた上で，西洋古代世界の魅力を伝えるテキスト。
第Ⅰ部「ギリシア」はポリスや王国，第Ⅱ部「ローマ」
は政治や社会生活など，多様なテーマからアプロー
チする。

◎ 西洋古代史の魅力あふれる世界を，「ギリシア」「ロー
　 マ」の２部構成のもと，各著者のとっておきのテーマ
 　を軸に読み解く
◎ 豊富な語句解説・図版，年表など，はじめて学ぶた
 　めの工夫が充実

はじめて学ぶ西洋古代史

長谷川岳男 編著

新　刊
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西
洋
史 大学で学ぶ西洋史［古代・中世］

服部良久／南川高志／山辺規子 編著

日本の西洋史学界の中核を担う世代の執筆陣が，最
新の研究成果を踏まえて西洋の古代と中世の歴史を
平易に解説する。

◎ 西洋古代史と中世史に関する知識を提供する
◎ 大学教育に最適な歴史教材
◎ コラム「歴史の扉」で読者を西洋史世界に誘う
◎ 総説や豊かな参考文献，人名索引も完備 A5判美装/376頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）

ISBN 978-4-623-04592-1　2006年8月刊行

はしがき

　第Ⅰ部　古　代

総 説　西洋古代史研究の伝統と将来

第１章　古代ギリシア
　１ ギリシア・ポリス世界の誕生と発展
　２ ギリシア・ポリス世界の繁栄
　３ 古代ギリシアの社会と生活
　４ ヘレニズム時代の諸相
　５ 古代ギリシアの文化と宗教
　６ 古代オリエント世界とヨーロッパ

第２章　ローマ帝国
　１ 共和政ローマの発展と変容
　２ 元首政期ローマ帝国の繁栄
　３ ローマ帝国の社会と生活
　４ 後期ローマ帝国の歩み
　５ キリスト教の発展と古代末期の世界
　６ ローマ法の歴史

　第Ⅱ部　中　世

総 説  中世ヨーロッパ史から学ぶもの

第３章　ヨーロッパ中世社会の成立
　１ 民族移動と国家建設
　２ カロリング帝国とローマ・カトリック世界
　３ ポスト・カロリング期の西欧

第４章　ヨーロッパ中世社会の発展
　１ 西欧の社会と国家
　２ キリスト教世界の成熟
　３ 都市・商業・市場
　４ 中世の文化
　５ 東欧諸国の発展
　６ ビザンツ帝国の国家と社会
　７ 外部世界とのつながり
　　　　── ヨーロッパ世界の拡大

第５章　ヨーロッパ中世社会の変貌
　１ 社会の危機
　２ 西欧諸国の発展
　３ カトリック教会の危機と改革
　４ ルネサンスの文化と社会

参考文献
人名索引
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A5判美装/424頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）　
ISBN 978-4-623-05938-6　2011年4月刊行

大学で学ぶ西洋史［近現代］

小山 哲／上垣 豊／山田史郎／杉本淑彦 編著

本書は，アメリカ南北両大陸を含めた西洋世界の 15
世紀末から現代までの数百年の歩みを第一線の執筆
陣が最新の研究成果をふまえて解説する。好評の『大
学で学ぶ西洋史［古代・中世］』に続く，歴史を学
ぶすべての人のための待望のテキスト。

◎ 15世紀以降のアメリカ大陸を含む西洋世界の歴史を
 　バランスよくカバーし，大学の教養科目（共通科目）
 　でのテキストに最適
◎ コラム（歴史への扉），地図，図版，参考文献など読 
　者の理解を助ける工夫が満載

はしがき

　第Ⅰ部　ヨーロッパの「近世」

総　説　近世のヨーロッパ

第１章　宗教改革と対抗宗教改革
　１ ドイツの宗教改革
　２ 宗教改革の波紋

［歴史への扉１］宗教改革とジェンダー

第２章　ヨーロッパ世界の拡大と社会の変化
　１ ポルトガル・スペイン
　２ イタリア

［歴史への扉２］シャイロックの居場所
　　――ゲットーの成立とユダヤ人
　３ オランダ

［歴史への扉３］絵画と歴史
　４ フランス
　５ イギリス

［歴史への扉４］反乱か革命か
　　――揺れるピューリタン革命の歴史像

第３章　自由と専制のはざまで
　１ 神聖ローマ帝国とオーストリア

［歴史への扉５］社会的規律化と絶対主義
　２ 近世北欧
　３ 東中欧・ロシア

［歴史への扉６］ポーランド分割をめぐる議論
　４ オスマン朝

［歴史への扉７］オスマン朝の人材養成

　第Ⅱ部　「国民国家」をめざして

総　説　ヨーロッパの世紀

第４章　フランス革命と産業革命
　１ フランス革命

［歴史への扉８］革命・音楽・演劇
　２ ナポレオンとヨーロッパ
　３ ウィーン体制

［歴史への扉９］ハンバッハ祭
　４ 産業革命の進展と社会問題

［歴史への扉 10］アングロ・サクソンとケルト

第５章　ブルジョワ社会の成立と国民統合の進展
　１ ブルジョワ社会の原風景

［歴史への扉 11］大量消費空間，デパートの誕生
　２ イタリアの統一
　３ ドイツの統一と第二帝国

［歴史への扉 12］「市民社会」としての帝政ドイツ
　社会
　４ フランスの共和政と国民統合

［歴史への扉 13］ライシテとは何か

第６章　中・東ヨーロッパの再編と民族問題
　１ オーストリアと中・東ヨーロッパの再編

［歴史への扉 14］ミューシャの町の複合的な社会
　　――ハプスブルク的秩序とその崩壊
　２ ロシアの近代化

［歴史への扉 15］帝国統治と「ロシア化」
　３ トルコの近代化と民族問題

［歴史への扉 16］トルコ系国家としてのオスマン朝
　の特異性

第７章　帝国と植民地
　１ イギリス帝国と移民

［歴史への扉 17］ホワイトネス・スタディーズ
　２ 帝国主義と植民地問題

［歴史への扉 18］国境を越えた娯楽

　第Ⅲ部　南北アメリカの推移

総　説　南北アメリカ史の背景

第８章　植民地から独立・建国へ
　１ ラテンアメリカ

［歴史への扉 19］植民地時代を生きるインカ
　２ 北米植民地とカナダ

［歴史への扉 20］アカディア人の追放
　３ アメリカ合衆国の成立と拡大

［歴史への扉 21］市場革命とセクショナリズム

第９章　現代アメリカの形成
　１ 20世紀前半のアメリカ合衆国

［歴史への扉 22］総力戦とアメリカ民主主義

　２ アメリカ外交の展開
　３ 第二次世界大戦後の南北アメリカ

　第Ⅳ部　現代世界の中の西洋

総　説　対立から協調へ向かう西洋世界

第10章　２つの世界大戦
　１ 第一次世界大戦とロシア革命の衝撃
　２ ファシズムの時代

［歴史への扉 23］２つの人種主義
　３ 第二次世界大戦

［歴史への扉 24］第二次世界大戦と東欧のドイツ
人

第11章　現代国際体制の成立と展開
　１ 冷戦の出現と展開

［歴史への扉 25］キッチン・ディベート
　２ 多極化と冷戦の終焉

［歴史への扉 26］２つの SALT
　３ 冷戦後の世界

［歴史への扉 27］イラク戦争とヨーロッパ
　　――21世紀における民主主義と帝国主義

第12章　ヨーロッパ統合への道
　１ 脱植民地化とヨーロッパ統合
　２ ヨーロッパ統合の拡大

第13章　現代科学技術の光と闇
　１ ノーベル賞から見た 20 世紀の科学

［歴史への扉 28］日本の科学者とノーベル賞
　　――戦前からの歴史
　２ 戦争と科学技術

［歴史への扉 29］先見の明があったポール・バラン
　３ 第二次世界大戦後の環境問題

［歴史への扉 30］環境問題とメディア

参考文献　　
人名索引
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A5判美装/264頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
　ISBN 978-4-623-06376-5　2012年7月刊行

はじめて学ぶイギリスの歴史と文化

指 昭博 編著

中世から近現代のイギリスを一冊で理解できる入門
書。時代順の通史で主要な流れがつかめるとともに，
ファッションや食，音楽や宗教など，数々の魅力あ
ふれるトピックも盛り込み，読者を豊饒なイギリス
史の世界へいざなう。

◎ 編者による一貫した叙述の通史と，多彩な書き手によ
　 るテーマごとのコラム「歴史の扉」で，多角的にイギ
　 リスの歴史と文化が学べる
◎ 豊富な図版とともに，地図・系図・読書案内・年表な
　 ど，はじめて学ぶための工夫が充実

はじめに
イギリスの歴史的な州区画
イギリス王室系図

　第Ⅰ部　中世キリスト教文化の時代
　　　　　――15世紀まで

第１章　中世の政治と社会
　　ローマの支配
　　「七王国」
　　キリスト教の伝播
　　ヴァイキングとノルマン征服
　　ノルマン朝からアンジュー帝国へ
　　エドワード一世の征服戦争
　　百年戦争
　　ばら戦争
　　中世の人びとの生活

第２章　中世の文化
　　アングロ＝サクソン時代の文化
　　教会建築
　　中世の絵画
　　中世の文学
　　歴史の扉１　修道院の文化

　第Ⅱ部　ルネサンスからバロックへ
　　　　　――16〜17世紀

第３章　近代社会の幕開け
　　ヘンリ七世の治世
　　ヘンリ八世と宗教改革
　　メアリとエリザベス
　　ステュアート朝の成立
　　内戦から共和政へ
　　オランダとの戦争
　　ペスト流行
　　ロンドン大火
　　名誉革命
　　歴史の扉２　イギリス人の信仰

第４章　ルネサンスとバロックの文化
　　ルネサンス文化の輸入
　　詩と演劇
　　歴史研究と地誌
　　建築と庭園
　　肖像画とミニアチュール
　　宮廷とバロック文化
　　クリストファ・レン
　　王政復古以降の文芸

　　科学の世紀
　　歴史の扉３　イギリスの音楽
　　歴史の扉４　魔術と魔女狩り

　第Ⅲ部　エレガンスの時代――18世紀

第５章　帝国と工業化
　　スコットランド併合
　　ハノーヴァ朝の成立
　　帝国の形成
　　アメリカ合衆国の独立
　　工業化
　　農業革命
　　国教会と様々な宗派
　　ナポレオン戦争の影響
　　歴史の扉５　世界史につながる食物
　　歴史の扉６　スコットランドの文化と社会

第６章　近代イギリスの社会構造
　　ジェントルマン
　　疑似ジェントルマン
　　非ジェントルマン
　　徒弟・農業労働者・奉公人
　　区別される人びと
　　歴史の扉７　ファッションの時代

第７章　ジェントルマン文化の開花
　　文学とジャーナリズム
　　絵画
　　ジョージ王朝様式
　　中国趣味
　　風景式庭園
　　グランドツアー
　　花開く都市文化
　　繁栄の影

　第Ⅳ部　繁栄の光と影――19世紀

第８章　ヴィクトリア時代の政治と社会
　　工業化のひずみと選挙法改正
　　チャーチスト運動と穀物法廃止
　　ロンドン万博
　　ヴィクトリア女王
　　中国とインド
　　植民地の拡大
　　保守党と自由党
　　世紀末の影
　　歴史の扉８　学校と教育

第９章　市民社会の文化
　　風刺画
　　印刷技術とマスメディアの発達
　　ロマン主義
　　19世紀の文学
　　中世趣味
　　ラファエル前派
　　アーツ・アンド・クラフト運動
　　歴史の扉９　社会思想の展開
　　歴史の扉10　イギリスのスポーツ

　第Ⅴ部　落日の残照――20世紀

第10章　二度の大戦
　　光栄ある孤立の終わり
　　福祉国家の萌芽
　　アイルランド自治法
　　第一次世界大戦
　　戦間期
　　第二次世界大戦
　　戦後のイギリス
　　サッチャーとブレア
　　歴史の扉11　戦争の英雄と戦没者の顕彰
　　歴史の扉12　ナショナル・トラストにみる
　　　　　　　　「イギリスらしさ」

第11章　大衆文化の時代
　　私家版と生活のなかの文字
　　20世紀の文学
　　ブルームズベリ・グループ
　　20世紀の美術
　　映画
　　歴史の扉13　スウィンギング・
　　　　　　　　シックスティーズの文化

読書案内
イギリス史年表
索　引
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大学で学ぶアメリカ史

和田光弘 編著

先住民の世界から植民地時代，建国，幾度の戦争を
経て現代まで，アメリカ合衆国の歴史をたどる最新
の概説書。丁寧な解説，豊富な史料や図版によって，
楽しみながら歴史の流れや基礎知識を学べる，アメ
リカ史初学者必携の一冊。

◎ 研究動向を踏まえた，アメリカ史入門の定番
◎ 豊富な史料・図版，年表やコラム，重要語句を太字に
　 したレイアウトなど，「高校教科書風」のテキストで
　 あり，「アメリカ史」研究を始める学部１～２年生に
　 おすすめ

はじめに
第１章　先住民の世界
　１ 北米大陸文化の黎明
　２ 定住と農耕社会
　３ 地域的多様性
第２章　植民地時代
　１ 近世の大西洋世界と北米植民
　２ 北米植民地の形成過程
　３ 対立と共存――17世紀北米植民地社会の性質
　４ 18世紀における植民地社会の成長
　５ イギリス帝国のなかの植民地
第３章　アメリカ独立革命
　１ 対立の激化
　２ 独立へ
　３ 独立戦争の展開
　４ 合衆国憲法の制定
第４章　新共和国の建設
　１ 新国家機構の整備
　２ 「1800年の革命」
　３ 1812年戦争
第５章　市場革命と領土の拡大
　１ 市場革命
　２ 民主化とジャクソン政治
　３ 西部の拡大と南北の対立
第６章　南北戦争と「再建の時代」
　１ 南北対立の激化と連邦分裂
　２ 南北戦争
　３ 再建政治
　４ 再建の終了
第７章　金ぴか時代から革新主義へ
　１ 金ぴか時代の社会とその動揺
　２ 労働者と農民の夢
　３ 北米大陸征服の完了と海外膨張
　４ 移民・女性・人種「問題」と革新主義

第８章　第一次世界大戦と黄金の1920年代
　１ 革新主義の時代
　２ 第一次世界大戦とアメリカ
　３ 第一次世界大戦後のアメリカ
　４ 第一次世界大戦後のアメリカ外交
　５ 繁栄の1920年代
第９章　ニューディールと第二次世界大戦
　１ 大恐慌
　２ ニューディール政策
　３ 1930年代のアメリカ社会
　４ アメリカと国際危機――第二次世界大戦
　５ 第二次世界大戦中のアメリカ
第10章　第二次世界大戦後から1970年代までの内政と社会
　１ 戦争における勝利と平和の喪失
　２ 物質的豊かさとアメリカ的信条の危機
　３ 小革命の嵐と社会変革のうねり
　４ 大国としての驕りと自信喪失
第11章　冷戦とアメリカ外交
　１ 冷戦の出現
　２ 冷戦の「北」と「南」
　３ 覇権再編の試み
　４ 新冷戦から冷戦の終焉へ
第12章　1980年代から21世紀へ
　１ 1980年代型保守主義の台頭
　２ 21世紀転換期のリベラル政権
　３ ネオ・コンサバティブ政権の誕生
　４ グローバリゼーションのなかのアメリカ
アメリカ史を学ぶためのウェブサイト・文献案内
　１ アメリカ史を学ぶためのウェブサイト案内
　２ アメリカ史を学ぶための文献案内
資料編
図版・史料出典一覧
人名・事項索引
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B5判美装/202頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09197-3　2021年6月刊行

アメリカ史を一冊でまるごと，大航海時代の「新世
界」からトランプ，そしてバイデン政権までのスパ
ンで学ぶ。地図，図版，写真を配置し，理解しやす
く配慮。アメリカの歴史をはじめて学ぶ学生に最適
のテキスト。

◎ コロンブスの「新世界」からトランプ，バイデン政
 　権までを網羅
◎ 本文内容の理解を助ける図版，地図，写真を見開き 
　 で読み切り構成でそれぞれに配置
◎ 高校世界史から大学での学びの橋渡しを念頭に編集

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるアメリカの歴史
梅﨑 透／坂下史子／宮田伊知郎 編著

はじめに

Ⅰ　「新世界」とイギリス植民地社会の
　　発展
　１ 「新世界」と近代世界システムの形成
　２ 北米植民の始まり
　３ 丘の上の町
　コラム　セトラー・コロニアリズム
　コラム　大西洋奴隷貿易と奴隷制の
　　　　　起源
　４ 幸福の追求
　５ フレンチ・インディアン戦争
　６ 革命の始動
　７ 1776年
　８ 独立戦争

Ⅱ　新興国アメリカの建設
　１ 合衆国憲法
　２ フェデラリストと反フェデラリスト
　３ ジェファソニアン・デモクラシー
　４ 1812年戦争
　５ 市場革命
　６ 北部の改革運動
　７ 南部の奴隷制の拡大
　８ モンロー・ドクトリン
　９ ジャクソニアン・デモクラシー
　コラム　アボリショニズムから
　　　　　セネカフォールズへ

Ⅲ　南北の対立・内戦・再建
　１ マニフェスト・デスティニー
　２ アメリカ＝メキシコ戦争
　３ 南北の対立
　コラム　奴隷制下の様々な抵抗
　４ 南北戦争
　５ 奴隷解放宣言
　６ 南北戦争と市民の生活
　７ 再　建
　８ ブラック・コード
　コラム　憲法修正14条

Ⅳ　産業化するアメリカ
　１ 「金ぴか時代」
　２ 工業化と労働者の運動
　３ 都市の発展
　コラム　入国管理と移民
　４ ポピュリズム
　５ 分離すれども平等
　コラム　フロンティアの消滅と先住民
　６ 帝国の拡大
　コラム　科学と文明
　コラム　ヴィクトリア的ジェンダー観
　　　　　の変容

Ⅴ　革新主義の時代
　１ 社会改革の時代
　２ セツルメント
　コラム　ワシントンとデュボイス
　３ 革新主義時代の連邦政治
　４ 革新主義時代の外交
　５ ウィルソンと第１次世界大戦
　６ 憲法修正19条
　７ 怒涛の1920年代
　８ 1924年移民法
　９ ジャズエイジ
　コラム　ハーレム・ルネサンス

Ⅵ　大恐慌，ニューディール，
　　第２次世界大戦
　１ クラッシュから大恐慌へ
　２ 第１次ニューディール
　３ 第２次ニューディール
　４ アメリカの世紀
　５ 第２次世界大戦
　６ ダブル V キャンペーン
　コラム　日系人強制収容
　コラム　原爆投下をめぐる世論

Ⅶ　現代アメリカの形成
　１ 戦後世界秩序と冷戦のはじまり
　２ マッカーシズム
　３ 「豊かな社会」
　４ 公民権運動の展開
　５ 「ニューフロンティア」
　６ 「偉大な社会」
　７ ベトナム戦争
　コラム　カウンターカルチャー
　コラム　ブラックパワー
　８ 第２波フェミニズム
　９ 1968年
　コラム　同性愛者解放運動から
　　　　　性的マイノリティの権利へ
　10 リチャード・ニクソン
　11 70年代の低迷
　コラム　環境主義

Ⅷ　新自由主義のアメリカ
　１ レーガン革命
　２ デタントから「力による平和」へ
　３ ニューライト
　コラム　80年代のポピュラー・
　　　　　カルチャー
　４ 冷戦の終焉と湾岸戦争
　５ 多文化主義
　コラム　新たな移民をめぐる政治と文化
　６ クリントン政権下の「福祉改革」
　コラム　ポスト冷戦のアメリカ
　７ ジョージ・Ｗ・ブッシュと
　　 「対テロ戦争」
　８ 「格差社会」アメリカ
　９ オバマの功罪
　10 「アメリカ・ファースト」
　コラム　21 世紀のジェンダーと人種
　コラム　「分断」をこえる：
　　　　　おわりにかえて

アメリカ史略年表
さくいん

西
洋
史
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「いま」のアメリカを形づくったものは何か。歴史
の源流を遡り，その根源を探るとともに，人種や消
費などのトピックからも追究。現代のアメリカ社会
を多角的にとらえ直し，社会問題の処方箋を考える
テキスト。

◎ 「いま」のアメリカを捉えるために歴史をたどる
◎ 消費文化，民主主義，ジェンダー，マイノリティ，
　 ポピュラー・ミュージック等，アメリカを読み解く
　 ためのテーマ設定
◎ 現代のアメリカ社会が抱える問題の処方箋を考え
　 る

「いま」を考えるアメリカ史

藤永康政／松原宏之 編著

はしがき

　第Ⅰ部　アメリカの基層――歴史で考える
第 1 章　収監と移民・難民管理のアメリカ
　　　　　――現代国家論・政治経済史
　１ 社会の基層としての政治経済史
　２ 新自由主義の歴史的文脈
　３  アメリカ社会の基層を映し出す「監獄国家」
　４  「移民の国アメリカ」の実態と再編
　５ アメリカの「いま」を文脈化するために

第 2 章　理念国家アメリカの誕生とこじれる
　　　　人びと
　　　　――思想史
　１ アメリカ革命――理念国家の誕生
　２ 反民主主義的な革命？
　　 ――共和主義者の攻勢
　３  アメリカ人ならセルフメイドマンであれ
　　 ――ある妥協点
　４ セルフメイドマンの困難
　　 ――19世紀社会の激変
　５ 「自由」を！
　　 
第３章　アメリカ例外主義の遍歴――外交史
　１ 孤立主義のアメリカ
　２ 世界関与へ
　３ 自由主義世界の盟主
　４ 「帝国」アメリカ
　５  例外主義を超えて

第４章　アメリカ文化の四つの地層
　　　　――文化史
　１ 四つの地層としてのアメリカ文化
　２ モデルなき国家の深層
　３ 産業社会の到来とアメリカン・スタイル
　　 の形成
　４ カウンターカルチャーと文化戦争
　５ 疑いと恐怖の文化

　第Ⅱ部　 「いま」をつかみなおす
　　　　――トピックで考える
第５章　草の根公民権運動の抵抗と変革
　　　　――人種・政治
　１ 社会運動を歴史的に理解する
　２  「長い公民権運動」の始まり
　３ 公民権運動の諸相
　４ ブラック・パワー運動
　５  ブラック・ライヴズ・マター運動へ

第６章　「移民の国」を問いなおす
　　　　――移民・多文化主義
　１ 移民からアメリカの「いま」を考える
　２ セトラー・コロニアリズム
　　 ――「移民の国」の前提条件
　３ 出生地主義――偶発的な移民国家化
　４ 多文化主義
　　 ――「多文化のアメリカ史」の探求
　５ 「移民の国」像から「いま」を問いなおす

第 7 章　ジェンダーでみる国際関係史
　　　　――軍事・外交
　１ 外交・軍事史の分析枠組みの変化
　２ 植民地主義から考える沖縄とフィリピン
　３ ビューティーコンテストからみるフィリピン
　　 独立後のアメリカ―フィリピン関係
　４ 沖縄にもち込まれる米比の「兄弟的な絆」
　５ 少数派であっても無力ではない

第８章　投票権をめぐる攻防
　　　　――選挙・民主主義
　１ アメリカはいつから民主主義なのか
　２ 現代アメリカ民主主義の起点としての
　　 1965年投票権法
　３ マイノリティの投票力を抑え込む
　　 口実と手法
　４ 投票権に吹き荒れる大逆風
　５ 2020年選挙が示すアメリカの民主主義の
　　 現在地
　６ 発展途上のアメリカ民主主義

第９章　演じる消費者
　　　　――消費・権力・マイノリティ
　１ 顧客から消費者へ
　　 ――アメリカ消費文化の黎明期

　２ 多様化する消費の場
　　 ――ショッピングモールからオンライン
　　　　 ショッピングまで
　３ 消費文化に利用される／利用する
　　 マイノリティ
　　 ――マイノリティ市場の形成
　４ 消費文化とマイノリティの駆け引き

第10章　変化するメディア
　　　　――ジェンダーとポピュラー・
　　　　　　ミュージック
　１ 現代アメリカにおける女性の活躍と
　　 女性蔑視
　　 ――背景知識
　２ メディア文化とジェンダー規範の関係
　３ ジェンダーからみるアメリカの
　　　ポピュラー・ミュージックの歴史
　４ テイラー・スウィフトのフェミニズム
　５ ポピュラー・フェミニズム，
　　 セレブリティ・フェミニズム

第11章　ブラック・フェミニズムとインター
　　　　セクショナリティ
　　　　　――人種・階級・ジェンダー・
　　　　　　　セクシュアリティ
　１ 黒人女性が経験する重層的差別
　２ 自由を求めた闘いと黒人女性
　３ 「周縁から中心へ」
　　 ――ブラック・フェミニズムの思想的展開
　４ インターセクショナリティという
　　 分析枠組み
　５ 「変化のためのロードマップ」としての
　　 インターセクショナリティ

第12章　宗教の自由のゆくえ
　　　　――アメリカ社会思想・キリスト教
　１  建国の理想と挑戦
　２  「事実上の国教」と不自由の19世紀
　３ 帝国化と自由の輸出の20世紀
　４ 20世紀後半の世俗化と宗教右派
　５ 21世紀の宗教の自由

人名索引／事項索引
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本書は，一冊でアメリカの歴史と文化を概観できる
テキスト。「通史」とともに，宗教や思想，文学，芸術，
先住民文化など，書き手の個性あふれる多彩なコラ
ム「歴史の扉」を通じて，個別テーマを学ぶ楽しさ
を伝える。

◎ アメリカの政治・社会の流れと文化の流れを概観で
　 きるとともに，宗教や思想，文学，芸術，先住民文　 
　 化など，多彩なテーマから歴史にアプローチするこ
　 とで読者の学びを広げる
◎ 豊富な図版，資料，年表など学ぶための工夫が充実。
　 ＱＲコード付で出典元へのアクセスも便利に
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はじめに
　──アメリカの歴史と文化を
　　　はじめて学ぶ人たちへ
地　　図

第１章　アメリカ先住民の世界
　　移住理論
　　最初のアメリカ人
　　農耕の始まり
　　北アメリカの先住民
　　世界史の中のインディアン
　　コロンブスの交換
　　先住民の人口をめぐる議論
歴史の扉１　ラテンアメリカと新世界

第２章　植民地時代
　　スペイン，フランス，オランダの
　　　　北アメリカ進出と先住民
　　イギリスの北アメリカ進出と
　　　　ヴァージニア
　　ニューイングランドにおける
　　　　植民地の形成
　　王政復古と植民地
　　名誉革命体制とイギリス帝国の
　　　　再編成
　　18世紀におけるイギリス植民地の
　　　　発展
　　帝国戦争の再燃
　　　──７年戦争と植民地
歴史の扉２　ピューリタニズムと聖書
歴史の扉３　アフリカ系アメリカ文化
　　　　　　の芽生え

第３章　アメリカ革命
　　アメリカにおける「革命」
　　イギリス帝国の統治改革と
　　　　北米植民地の抵抗
　　独立の選択とその思想的背景
　　独立戦争と人々の経験
　　国家のグランド・デザイン
　　　──憲法制定と連邦体制の成立
歴史の扉４　大西洋船乗りの世界

第４章　船出する共和国の曲折
　　フェデラリストの連邦政府と政党
　　　　対立

　　リパブリカン政権と領土をめぐる政治
　　　　──サン・ドマングの影
　　リパブリカン政権と貿易をめぐる政治
　　　　── 1812年戦争へ
　　戦後の新潮流？
　　　　──ナショナリズムと
　　　　　　「好感情の時代」
　　「好感情」の裏側
　　　──セクションの出現
　　「好感情」の解体
　　　──過渡期の連邦政治
歴史の扉５　北東部の工業化と
　　　　　　女工たちの世界

第５章　大陸国家の出現
　　ジャクソンの民主主義
　　領土の拡大と移民の流入
　　妥協か決裂か
　　太平洋世界への進出
歴史の扉６　デノミネーショナリズム
歴史の扉７　奴隷体験記

第６章　巨大内戦から国民国家統合へ
　　世界の中の南北戦争
　　開戦への道のり
　　戦局と奴隷制度
　　内戦の中の内戦
　　奴隷解放
　　新しい自由の誕生
　　自由から平等への闘い
　　再建期の課題
歴史の扉８　アメリカ絵画の誕生

第７章　金メッキの時代
　　産業社会の勃興
　　「金メッキ時代」の文化と政治
　　「生産者」の反乱
　　エリートの政治浄化運動
　　国民社会の再編
　　動乱の 1890 年代
　　米西戦争と帝国主義論争
歴史の扉９　海外伝道と女性宣教師
　　　　　　　──徳の政治学

第８章　社会改革の時代
　　移民と都市

　　革新主義運動と新しい女性たち
　　革新主義運動の全国化とセオドア・
　　　　ローズヴェルトの登場
　　帝国としてのアメリカ
　　ウッドロー・ウィルソンと
　　　　ニューフリーダム
　　第一次世界大戦と戦時下の社会
　　講和と戦後の国際関係
　　狂騒の1920年代
歴史の扉10　アメリカのダンスが見える
　　　　　　　──モダンダンスと
　　　　　　　　　身体の解放
歴史の扉11　「新しい女性」の登場

第９章　大恐慌と第二次世界大戦
　　大恐慌の始まり
　　「最初の100日」
　　ニューディールの展開
　　ニューディールの行き詰まり
　　1930年代の外交政策
　　第二次世界大戦の始まり
　　二つの戦線での戦い
　　戦時下のアメリカ社会
歴史の扉12　「排日移民法」後の
　　　　　　日米関係

第10章　超大国の出現
　　冷戦の勃発
　　大量消費時代の到来
　　女性たちの葛藤
　　市民権運動の進展
　　1950年代の軍事・外交
歴史の扉13　フォークソングと社会運動

第11章　未完のままの「偉大な社会」
　　ケネディ政権の発足と対ソ連冷戦
　　　　の激化
　　「法の下での平等」の達成と
　　　　新たな課題
　　「偉大な社会」の実現へ
　　「ブラック・パワー」とその波紋
　　若者の対抗文化
　　フェミニズムの高揚
　　持続的経済成長と「ベビーブーム」
　　　　世代の登場
　　ベトナム戦争の「アメリカ化」
　　学生が主導したベトナム反戦運動

　　米中接近とベトナムでの敗北
　　経済的衰退と社会的分断
　　「60年代」の遺産
歴史の扉14　自然・生活環境とアメリカ
歴史の扉15　避妊ピル開発の歴史
　　　　　　──アメリカの覇権と女性
　　　　　　　　解放運動の狭間から

第12章　漂流する超大国
　　サイゴン陥落からパナマ運河の
　　　　返還まで
　　勢いづく保守運動
　　レーガンのネオリベラルな世界
　　「強いアメリカ」と「汚いアメリカ」
　　「新世界秩序」と自由貿易体制の
　　　　拡大
　　「文化戦争」と分極化するアメリカ
　　急激な人口構成の変化と
　　　　「アメリカ」の統合問題
　　20世紀最後の大統領選挙
歴史の扉16　「リトルサイゴン」の形成
　　　　　　と故国喪失の記憶
歴史の扉17　先住民インディアン・
　　　　　　ルネサンス
歴史の扉18　サイレント・マジョリティの
　　　　　　台頭と宗教的アメリカ人

第13章　分断という挑戦を乗り越えて
　　新たな世紀の新たな課題
　　「テロとの戦い」と見えない暴力
　　国境をめぐる政治
　　法と人権のせめぎ合い
　　内なる分断線
　　答えを模索するアメリカ
　　アメリカはどこへ進んでいくのか
歴史の扉19　９・11後の「アメリカ」
　　　　　　文学
歴史の扉20　アメリカのLGBT運動の
　　　　　　現在とこれから

図版出典一覧
史料一覧
歴代大統領・副大統領・国務長官一覧
アメリカ史年表
人名・事項・地名索引
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はじめて学ぶフランスの歴史と文化

上垣 豊 編著

中世から近現代に至るフランスの多様な文化・社会
のトピックを学べるテキスト。通史で主要な流れを
解説，「歴史の扉」では読者にとって関心の高いテ
ーマを取り上げ，学びを広げる入口に。

◎ フランスの政治・社会の流れと文化の流れを概観で
　 きるとともに，芸術や食文化，モードやメディアな
　 どを「歴史の扉」として長めのコラムで取り上げ，
　 読者の学びを広げる
◎ 豊富な図版，年表などはじめて学ぶ人のための工夫
　 が充実

はじめに
　第Ⅰ部　フランスの生成──15世紀まで
第１章　中世フランス王権の歴史的展開

ガリアのキリスト教化とクローヴィスの改宗
カロリング朝とキリスト教の展開
カール大帝（シャルルマーニュ）の統治と帝国
　の分割
カペー朝の始まり
十字軍の時代
カペー王権の伸張
フィリップ美王とアナーニ事件
ヴァロワ朝の開始と百年戦争
シスマとガリカニスム，フランス王国の行方

歴史の扉１　騎士道精神と宮廷風恋愛
第２章　中世フランスの社会と文化

紛争に満ちた中世社会
キリスト教会による霊的な戦い

「神の平和」と「神の休戦」
神判と雪冤宣誓
大開墾運動と農業革命
農村における一年のサイクル
農村での生活
キリスト教と食文化
中世都市の環境と衛生
学校教育と大学
キリスト教会とフランス社会

歴史の扉２　ゴシック美術
　　　　　　 ――パリ，ノートルダム大聖堂とその周辺
　第Ⅱ部　ルネサンスからバロックへ
　　　　　――16～18世紀
第３章　フランス・ルネサンスの光芒

「かくも光に満ちあふれた時代」
国際情勢の揺らぎとイタリアへの野望
領域の統合
王権と社会
新たな改革の息吹
宗教改革から宗教戦争へ
王権の理念

歴史の扉３　祝祭と恩赦
第４章　絶対王政と宮廷社会

王家の内紛とリシュリュー
国家理性の追求
文芸と政治権力
リシュリューの「遺産」
フロンドと文芸の政治化
ルイ14世の親政と「絶対王政」の限界
王権による学芸の保護と統制

ヴェルサイユ宮殿と宮廷社会
落日の太陽王

歴史の扉４　宮廷社会と女性
第５章　啓蒙とロココの世紀

ルイ15世の治世
ロココ美術
啓蒙思想
サロン・アカデミー・フリーメーソン
　――啓蒙期の社交生活
教育熱と学校教育
出版文化の隆盛と作家の専門職化
都市と田園，啓蒙期の感性
アンシャン・レジーム末期の王政改革

歴史の扉５　文学と修辞学の伝統
　第Ⅲ部　革命と国民の時代――19世紀
第６章　フランス革命期の文化，
　　　　フランス革命という文化

四つの革命
立憲王政
共和政と恐怖政治
反動と終焉
革命期の文化について
フランス革命の文化①――近代民主主義
フランス革命の文化②――ナショナリズム
フランス革命の文化③――共和政

歴史の扉６　美術展と美術館
第７章　革命の遺産と国民文化
　　　　――ナポレオン時代から第二帝政まで

ナポレオンの時代
官僚機構の整備とエリート教育の再構築
ブルボン王政復古
七月王政
ロマン主義と歴史への関心
印刷文化の発展と知識の普及
統治の技術と初期社会主義
二月革命から第二帝政の成立まで
第二帝政の繁栄
第二帝政期の文化

歴史の扉７　宗教と社会
歴史の扉８　花の都パリ
第８章　ベル・エポックの輝き
　　　　――第三共和政の成立から
　　　　　　第一次世界大戦勃発まで

第三共和政の成立
フェリー法と国民統合
芸術の都パリ　
中等・高等教育改革
出版文化の黄金時代

世紀末とアヴァンギャルド
都市文化と娯楽
国際化とナショナリズム

「知識人」の誕生とドレフュス事件
大戦前夜

歴史の扉９　食文化
歴史の扉10　モード
歴史の扉11　ブルターニュ
　第Ⅳ部　二つの大戦と欧州再編のなかで
　　　　　――20世紀
第９章　戦争と平和，前衛と古典の間で
　　　　――1914～45年

第一次世界大戦とその傷跡
大戦間期の政治と社会
アヴァンギャルドの黄金時代
芸術における秩序への回帰
知的交流の発展──大戦間期の思想と学術文化
ジャーナリズム・ラジオ・植民地文化
人民戦線の実験

「国民革命」とレジスタンス
歴史の扉12　余暇の過ごし方
歴史の扉13　フランスの映画
歴史の扉14　フランスの音楽文化
第10章　大衆化，メディア化と変容する
　　　　文化国家――1945～80年代　

第四共和政
ド・ゴール時代のフランス
サルトルとアンガージュマン
文化の民主化と文化省
60年代の思想と文化
文化の大衆化とアメリカ化
68年５月
68年の影響と70年代の変化
ミッテラン政権

歴史の扉15　家族と女性
歴史の扉16　メディアとジャーナリズム
終　章　揺れ動くフランスのアイデンティティ
　　　　――20世紀末～21世紀初頭

グローバリゼーション，ＥＵ統合と極右の進出
移民大国フランス
大知識人の死
ポストモダンと「フレンチ・セオリー」
記憶をめぐる戦い
文化政策とフランス人の文化実践
欧州統合と教育改革
マクロン政権と「黄色いベスト運動」

フランス史年表／人名・事項索引
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序　章　フランス近現代史に何を見るか
　　　　――多様にして連接的な共和国
　１ 教養のススメ
　２ 『モンテ・クリスト伯』
　３ 本書の範囲と構成
　４ 政治社会と文化
　５ フランスらしい文化とは？

第１章　ヴェルサイユの光と影
　１ 先王たちの遺産――ルイ14世を生み出したもの
　２ 特権の体系
　３ ルイ14世の治世――特権の再編
　４ ヴェルサイユの輝き
　５ 「偉大なる世紀」のひずみ
　６ 革命の序曲――ブルジョワジーの成長と「世論」
　７ 17世紀の危機，18世紀における拡大と収縮
　　 ――人口と経済

第２章　フランス革命の衝撃
　１ 貴族の革命，地方の熱気
　２ 1789年の衝撃――中央と地方の共振
　３ 「一にして不可分の共和国」の盛衰
　４ 「世論」の独裁とナショナリズムの興隆
　５ 習俗の革命
　６ フランス的工業化モデル
　７ 革命の長期的影響

第３章　ナポレオンとその時代
　１ クーデタへの道
　２ イギリスとの覇権争い
　３ 正負の遺産

第４章　ガストロノミー（美食）の誕生
　１ 美食文化前史
　２ レストランの誕生
　３ 媒介者としてのガストロノーム
　４ ガストロノミーの確立に向けて
　５ 『味覚の生理学』誕生の要因
　６ 共有される美食の価値観

第５章　「モードの国」フランス
　１ 絹とレースの国
　２ 綿織物とフランス
　３ モード都市パリの成立
　４ 世界の中のパリ・モード

第６章　よみがえった王政
　１ 王政への回帰――後退か進歩か
　２ フランス革命の遺産
　３ 「一にして可分」な文化的統合
　４ 威信の回復にむけて

第７章　民主と元首の相剋
　１ 「1848年」と「1870年」のはざまで
　２ 二月革命と第二共和政の成立
　３ ルイ = ナポレオン・ボナパルト
　４ ボナパルティスム
　５ 繁栄の光と影
　６ 帝政の栄光と悲惨

第８章　絵　画
　１ 絵画を飾るふたつのサロン
　　 ――「官展（Salon）」と「客間（salon）」
　２ 絵画における「ピトレスク」――イタリア風景の発見
　３ ロマン派によるオリエントへの夢想
　４ 「伝統」対「現代性」――クールベとマネの登場
　５ 光と色彩のたわむれ――印象派の革命
　６ ベル・エポックから「狂乱の時代」まで
　　 ――絵画表現の新たな展開

第９章　近代都市パリのまちなみ
　１ 世界の中のパリ
　２ 19世紀の整備の進展
　３ パリの近代化に対する批判
　４ 第二次世界大戦後のパリ

第10章　「ベル・エポック」から第一次世界大戦へ
　１ 第三共和政の成立
　２ 共和政の国民統合
　３ 共和政の危機と変容――穏健共和政から急進共和政へ
　４ 世紀転換期の社会
　５ 対外関係と戦争への道

第11章　両大戦間期の社会
　１ 大戦の奈落からの再生
　２ 相対的安定と平和主義
　３ 新たな危機の時代
　４ 反ファシズム人民戦線政府へ
　５ フランスファシズム

第12章　多彩な文学世界
　１ 近代フランス文学の夜明け――ロマン主義とともに
　２ 19世紀の中盤の文学――ロマン主義から写実主義へ
　３ 19世紀末の文学――象徴主義にむかって
　４ 20世紀初頭の文学
　　 ――「ベル・エポック」を謳歌した作家たち
　５ 両大戦間期それ以降のフランス文学

第13章　移民と外国人
　１ 移民の大陸
　２ 近世のフランスとフランス人
　３ 18世紀後半の断絶
　４ 国籍法の近代
　５ 寄せては返す波

第14章　第二次世界大戦下のフランス
　１ 奇妙な平和から奇妙な戦争へ
　２ ヴィシー体制の対独協力
　３ 国民革命――モーラス主義から反ユダヤ政策へ
　４ レジスタンスの展開
　５ 占領期のフランス

第15章　「現代思想」の系譜
　１ 「現代思想」ブームと20世紀フランス思想
　２ サルトルの「主体の哲学」
　３ 「概念の哲学」の系譜――エピステモロジー
　４ 主体と構造――レヴィ= ストロースによるサルトル批判
　５ 主体は概念に屈したのか？――主体の問題の再構成
　６ 闘争する概念，共闘する主体

第16章　復興から新時代へ
　１ パクス = アメリカーナの中へ
　２ 国内経済改革と福祉国家化
　３ 植民地帝国の再建を目指して
　４ 西ヨーロッパの統合を目指して

第17章　知られざる工業大国
　１ フランス産業の今
　２ 産業近代化の礎――体制と担い手
　３ 近代産業のヴィジョンとイノベーション
　４ 第二次世界大戦後の新たな展開

第18章　ドゴールの時代
　１ ゴーリズム
　２ アルジェリア危機とドゴールの再登場
　３ アルジェリアの独立
　４ ドゴール外交
　５ 繁栄の光と影

第19章　文化遺産とツーリズム
　１ 文化遺産の保護制度
　２ 文化遺産の略奪と返還
　３ 旅行のなかの文化遺産
　４ ツーリズムの発展――民主化への道

第20章　ヨーロッパ統合とフランス
　１ 二つの戦後と国民国家の限界
　２ フランスの「栄光の三〇年間」とヨーロッパ
　３ オイルショックとフランスモデルの動揺
　４ 冷戦の終焉とＥＵの発足
　５ グローバリゼーションとＥＵに反発するフランス

人名・事項索引

A5判美装/360頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-07271-2　2015年6月刊行

教養のフランス近現代史

杉本淑彦／竹中幸史 編著

本書は，17～21世紀フランスの政治社会の歴史のみ
ならず，文化史にも目を配った初学者向けテキスト。
図版や写真を豊富に掲載し，学ぶべきポイントを整
理。教養としてのフランス近現代史を通して，学ぶ
よろこびを伝える 1 冊。

◎ 文化史，社会史にも目を配った内容で学ぶべきポイン
　 トを整理した記述
◎ 図版満載で理解を助けながら学べるテキスト



西
洋
史

A5判美装/346頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09015-0　2020年11月刊行

はじめて学ぶドイツの歴史と文化

南 直人／谷口健治／北村昌史／進藤修一 編著

中世～近現代ドイツの歴史と多様な文化・社会のト
ピックを学べる格好のテキスト。第Ⅰ部は通史で主
要な流れを解説し，第Ⅱ部では衣食住や観光，教育
など読者にとって関心の高いテーマを取り上げ，学
びを広げる入口に。

◎ ドイツの政治・社会の流れと文化の流れを概観できる
　 とともに，衣食住や教育，観光などのテーマから歴史
　 にアプローチすることで読者の学びを広げる
◎ 豊富な地図や図版，年表など，はじめて学ぶための工
　 夫が充実

はじめに

　第 I 部　ドイツの歴史をたどる
第１章　民族大移動からハプスブルク家
　　　　復活まで
　　　　──中世
　１ 中世初期──ドイツの生成
　２ 中世盛期──イタリアへの進出
　３ 中世末期──政治的分裂の始まり

第２章　帝国改革からナポレオン戦争まで
　　　　──近世
　１ 16世紀──分断の世紀
　２ 17世紀──戦乱の世紀
　３ 18世紀──啓蒙の世紀

第３章　ウィーン体制から 1848 年革命へ
　　　　── 19世紀初頭～中頃
　１ ナポレオンの時代
　２ ウィーン体制の時代
　３ 1848年革命

第４章　反動の時代から第二帝政期へ
　　　　── 19世紀中頃～20世紀初頭
　１ 1848 年革命の影響
　２ アウスグライヒとドイツ統一
　３ ドイツ帝国の政治と社会

第５章　二つの世界大戦の時代
　　　　──第一次世界大戦～ナチ時代
　１ 「第二の三十年戦争」
　２ ヴァイマル共和国の誕生から終焉まで
　３ ヒトラーの政権獲得から第二次世界
　　 大戦の勃発まで
　４ 第二次世界大戦の勃発から敗戦まで

第６章　東西分断から統一へ
　　　　── 1945年以降
　１ 復興と繁栄── 1945年～1960年代前半

　２ 騒乱と危機
　　 ── 1960年代後半～1980年代前半
　３ 統一と統合── 1980年代後半～現在

　第Ⅱ部　テーマから探るドイツの
　　　　　歴史と文化
第７章　衣からみたドイツ史
　　　　──時代の趨勢を映す鏡
　１ 中世ドイツの服飾
　２ 近世ドイツの服飾
　３ フランス革命から1848年革命時代の
　　 衣服
　４ 19世紀後半から20世紀初頭の服飾
　５ 衣服からみた二つの大戦の時代
　６ 戦後ドイツ社会と衣服

第８章　食からみたドイツ史
　　　　──ジャガイモから健康食まで
　１ ドイツの食文化の基本的特徴
　２ ジャガイモとコーヒーからみた
　　 ドイツの食
　３ 工業化・都市化による食の変容
　４ 二つの世界大戦とドイツの食
　５ 食からみた戦後の二つのドイツ

第９章　住からみたドイツ史
　　　　──木組みの家・賃貸兵舎・
　　　　　　モダニズム建築
　１ 住宅の地域的多様性
　２ 19世紀前半までの住宅
　３ 都市化による影響
　４ 水洗トイレ定着の背景
　５ ライフラインの整備
　６ 21 世紀までの展開

第10章　学校からみたドイツ史
　　　　──社会におけるその機能
　１ 中世から18世紀までの学校
　２ 19世紀の学校
　３ ヴァイマル期とナチス期の学校

　４ 戦後（西）ドイツの学校

第11章　ツーリズムからみたドイツ史
　　　　──「旅行の世界王者」への道
　１ 近代以前の旅
　２ 近代ツーリズムの展開
　３ ヴァイマル期のツーリズム
　４ 第三帝国期のツーリズム
　５ 戦後ドイツにおけるツーリズムの
　　 「民主化」

第12章　「海」からみたドイツ史
　　　　──造船・海軍・ハンザ
　１ 19世紀以前の北海とバルト海
　２ 19世紀前半の北東ドイツにおける
　　 海洋造船技術の発展
　３ ドイツ帝国における海軍・造船（教育）・
　　 ハンザ
　４ 国際市場の中のドイツ造船
　５ 第一次世界大戦以後のドイツ海軍と
　　 艦隊

第13章　大統領たちからみたドイツの
　　　　政治文化
　　　　──国家元首をめぐる100年史
　１ ドイツ国家の国家元首の歴史
　２ ヴァイマル共和国大統領
　３ ドイツ連邦共和国大統領
　４ 歴代連邦大統領たちのプロフィールを
　　 読み解く
　５ 歴代連邦大統領たちの活動

第14章　ドイツにおける貴族の歴史
　　　　──特権身分の生成と消滅
　１ 中世の貴族
　２ 近世の貴族
　３ 近代の貴族

ドイツ史年表／人名・事項索引
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A5判美装/360頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-07270-5　2016年6月刊行

教養のドイツ現代史

田野大輔／柳原伸洋 編著

政治のみならず，文化，社会にも目を配った現代ド
イツ史。映画やマンガ，サブカルチャーの図版，写
真を豊富に掲載。学ぶべきポイントを整理し，歴史
を学ぶ喜びを伝える教養科目向けテキスト。

◎ 文化史，社会史にも目を配った内容。
◎ 図版満載でたのしく学べる。

はしがき
本書で言及する作品

序　章　教養のドイツ現代史を学ぶ
　１ 教養，現代史，そしてドイツとは？ 
　２ 統合と分断のドイツ
　３ 歴史とフィクション

　第Ⅰ部　ビスマルクの帝国
第 1 章　ドイツ帝国の成立
　１ ドイツ帝国の誕生
　２ ビスマルクという政治家
　３ ビスマルク時代の政治と外交
　４ ビスマルクなきドイツ帝国
　５ 帝政期の社会

第２章　ナショナリズムから戦争へ
　１ 階級対立の激化
　２ セクシュアリティと女性
　３ 植民地主義
　４ 帝国主義とナショナリズムの高揚

第３章　第一次世界大戦
　１ 第一次世界大戦の勃発
　２ 総力戦の衝撃
　３ ヨーロッパ大戦から世界大戦へ
　４ 戦時下の食糧事情

　第Ⅱ部　混乱する共和国
第４章　民主制の成立
　１ ドイツ革命とヴァイマール憲法
　２ 守勢に立つ共和国
　３ 大戦の記憶
　４ 合理化と社会国家
　５ 相対的安定期の政治状況

第５章　民主制の危機
　１ 黄金の20年代
　２ ヴァイマールの実験
　３ 束の間の解放
　４ 世界恐慌の到来
　５ 攪拌される共和国

　第Ⅲ部　ヒトラーの独裁
第６章　第三帝国の成立
　１ ヒトラーの台頭
　２ 独裁体制の確立
　３ プロパガンダと動員
　４ 奇跡の経済
　５ 消費社会の幕開け

第７章　人種主義国家
　１ 親衛隊国家とナチスの弾圧装置
　２ ナチス独裁下の人種主義と
　　 迫害政策
　３ ナチス独裁下の性とジェンダー
　４ 戦争への序曲

第８章　第二次世界大戦
　１ ヒトラーの戦争
　２ 前線と銃後，男性と女性
　３ ホロコースト
　４ 社会の急進化

　第Ⅳ部　消費社会・西ドイツ
第９章　占領から復興へ
　１ ドイツの零年
　２ 戦後復興と国際協調
　３ 米ソ冷戦とベルリン封鎖
　４ 奇跡の経済復興
　５ 福祉国家ドイツ

第10章　第二の建国
　１ 1968年の学生運動
　２ ブラントの時代
　３ 豊かな社会と自動車
　４ 新しい社会運動
　５ 過去の克服

　第Ⅴ部　監視社会・東ドイツ
第11章　社会主義の建設
　１ 東ドイツ建国の建前と実情
　２ 1953年の民衆蜂起
　３ 米ソ冷戦とベルリンの壁
　４ 新経済システムと奇跡の経済
　５ 社会主義の夢と子どもたち

第12章　社会主義の動揺
　１ 東西ドイツの接近と遮断
　２ ホーネッカーの福祉国家
　３ 監視下の社会
　４ スポーツ大国
　５ ベルリンの壁崩壊

　第Ⅵ部　再統一されたドイツ
第13章　東西ドイツの再統一
　１ ドイツ統一過程
　２ ドイツ再軍備
　３ 政党文化
　４ ホロコーストの記憶

第14章　統一後のドイツ
　１ 過去への憧憬
　２ 移民問題と極右勢力
　３ 教育制度の変容
　４ 脱原発と地球温暖化対策

人名・事項索引
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ISBN 978-4-623-08021-2　2017年5月刊行

教養のイタリア近現代史

土肥秀行／山手昌樹 編著

政治・経済・社会・芸術の多様な歴史を接続。イタ
リアが，リソルジメント運動による統一後，国民国
家形成に苦慮し，ファシズムを経て，戦後に至る過
程を，写真や図表を多用し，明快に描写する。

◎ 文化史，美術史，社会史にも目を配った内容で
　 学ぶべきポイントを整理した記述
◎ 図版満載で理解を助けながら学べるテキスト

はしがき
現在のイタリア地図／本書関連年表
序　章　教養のイタリア近現代史を学ぶために
　１ 日伊交流450年
　２ 二度の日本からの使節
　３ 交流の中断と前史
第１章　リソルジメントの時代
　１ ナポレオンのイタリア遠征
　２ ウィーン体制
　３ 諸国民の春
　４ サルデーニャ王国のイタリア統一
第２章　偉人像と記念碑
　１ 建国に尽くした愛国者たち
　２ 銅像になった国王
　３ 誰が偉人になったか
第３章　鉄　道
　１ ヴェスヴィオ号出立
　２ 山腹を穿つこと九哩余の大隧道
　３ ファシズムの人民列車
　４ 鉄道のリソルジメント
第４章　国民国家形成の時代
　１ 右派政権の時代
　２ 左派政権の時代
　３ 民衆運動の組織化
　４ クリスピ時代
　５ 世紀末の危機
第５章　アルベルト憲章と議院内閣制
　１ イタリア王国憲章の誕生
　２ アルベルト憲章の基本的特徴
　３ 議院内閣制の成立
　４ 不安定な政権運営
　５ 日伊憲法交流史
第６章　日伊交流
　１ 新しい国同士として
　２ 蚕が結ぶ縁と「お雇い外国人」
　３ 学問の交流
　４ 戦後の両国でのオリンピックにおいて
　５ なおも近い日本とイタリア
第７章　自由主義期の女性運動
　１ アンナ・マリア・モッツォーニ
　２ 世紀転換期の女性運動
　３ 女性労働の問題
第８章　ジョリッティ時代からファシズム運動へ
　１ ジョリッティ時代の政治・経済と
　　 工業労働者の組織化
　２ カトリック情勢と南部問題
　３ 文　化

　４ リビア戦争から第一次世界大戦へ
　５ 赤い二年
　６ ファシズム運動
第９章　ナショナリズムの高揚
　１ 文化的ナショナリズム
　２ ナショナリスト協会の誕生と矛盾
　３ リビア戦争と第一次世界大戦
　４ ファシズムとの統合
第10章　イタリア芸術の半世紀
　１ 《第四身分》
　２ 未来派誕生
　３ 形而上絵画
　４ ノヴェチェント
　５ 体制と芸術
　６ 空間主義
第11章　繊維工業とイタリアン・モード
　１ 自由主義期の経済政策
　２ ファシズムの経済政策
　３ レーヨンの登場とアウタルキー繊維
　４ 化学工業と染料工業の発展
　５ 流行を創る仕組み
第12章　ファシズムの時代
　１ すべては国家のうちに
　２ 信じ，従い，闘え
　３ 人民のなかへ
　４ 祖国に金を
　５ レジスタンスから生まれた共和国
第13章　グラムシの思想と行動
　１ 南部問題とロシア革命のあいだで
　２ 統一戦線と南部問題
　３ 囚われのグラムシ
　４ 『獄中ノート』のリソルジメント解釈
　５ グラムシの遺産
　６ 読書案内
第14章　ファシズムと建築
　１ モダニズムの建築
　２ ファシズムの建築
　３ ドーポラヴォーロの建築
第15章　ファシズムとカトリック教会
　１ ローマ問題から和解へ
　２ ファシズム体制とカトリック教会の思惑
　３ カトリシズム，ナショナリズム，
　　 ファシズムの一体化
第16章　戦後共和制の時代
　１ 第一共和制と共和国憲法
　２ ｢熱い秋｣ と学生運動
　３ アウトノミア運動と歴史的妥協

　４ 新自由主義と第二共和制
　５ グローバルな新自由主義への抵抗
　６ 共有材運動とＥＵの緊縮命令
第17章　戦後経済と「第三のイタリア」
　１ 経済の奇跡
　２ ｢熱い秋｣ と石油ショック
　３ 南北問題
　４ ｢第三のイタリア｣ 出現
　５ ボローニャ，モーデナのスーパーカー産業
第18章　越境する戦後美術
　１ 具象と抽象
　２ アルベルト・ブッリの「袋」
　３ コンセプチュアル・アートの地平
　４ アルテ・ポーヴェラから
　　 トランスアヴァングァルディアへ
第19章　バザーリアと精神保健改革
　１ 闘う精神科医バザーリア
　２ 精神病院という「暴力の施設」
　３ 自治・自知集会のアッセンブレア
　４ トリエステ，改革の再開
　５ 心病める人たちが権利を取り返す
　６ 社会が「狂気」を取り戻す
　７ 改革の現在と日本へのメッセージ
第20章　知の工房としての公共図書館
　１ 民衆図書館の誕生
　２ ネットワークの充実と拡大
　３ 子どもを主役に迎えて
　４ カーザ・ディ・カオウラ
第21章　グローバリゼーションと移民
　１ 10月３日の「悲劇」
　２ ｢悲劇｣ を追悼するランペドゥーザ
　３ 境界スペクタクル
　４ ｢防波堤｣ としてのリビア
　５ ｢悲劇｣ の責任，「悲劇」の原因
　６ 移民の「急襲」，過去の「逆襲」，
　　 グローバルな関係性
人名・事項索引
コラム
　Ⅰ 副王家の一族
　Ⅱ 木靴の樹
　Ⅲ 1900年
　Ⅳ ライフ・イズ・ビューティフル
　Ⅴ 輝ける青春
　Ⅵ 人生，ここにあり！
　Ⅶ ミルコのひかり
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吉澤誠一郎 監修

論点・東洋史学
―― アジア・アフリカへの問い158
石川博樹／太田 淳／太田信宏／小笠原弘幸／
宮宅 潔／四日市康博 編著

本書は，東洋史を広義（概ねアフロ・ユーラシア全
体の歴史から西洋史を除く）で捉え，アジア・アフ
リカの歴史をめぐる論点を背景とともに集成。主体
的な思考を通じて歴史研究の面白さを体感できる待
望のテキスト。

◎ 東洋史学の論点を158項目集成し，背景とともに提示
　 〈探究のポイント〉として，ゼミや講義で議論する際の
　 手がかりを示す
◎ 気鋭の執筆者から重鎮まで，学界の第一線の執筆陣

はじめに

序　説
１ 東洋史学とは何か
２ 言葉と歴史
３ 歴史叙述と文明
４ 歴史研究の客観性とは何か
　 ――宗教を例として
５ 国家とは何か
６ ビッグ・ヒストリーと
 　グローバル・ヒストリー
７ 歴史研究は何のために行うのか

Ⅰ　文明と国家の形成
１ 古代メソポタミアの王権
２ イスラム以前のアラブ
３ ゾロアスター教
４ ピラミッド時代
５ アマルナ革命
６ 無文字社会の歴史
７ インダス文明
８ 扶南・林邑・チャンパ
９ 東南アジアのインド化
10 夏王朝
11 周王朝の封建制と滅亡
12 中華と夷狄
13 秦の始皇帝
14 漢の郡国制
15 漢の冊封体制
16 環境変動と中国古代史
17 均田制
18 魏晋隋唐の兵制
19 拓跋国家
20 ソグド人の活動
21 ５～６世紀の朝鮮半島情勢と倭
22 唐の冊封体制
23 唐宋変革
24 遊牧世界と定住世界
25 遊牧帝国の形成と分裂
26 中央ユーラシアの言語と文字
27 仏教の東伝と定着
28 ｢イスラム世界」という言葉
29 政教一元論
30 ムハンマド
31 カリフ
32 アッバース朝革命
33 ウラマー

Ⅱ　交流するアフロ・ユーラシア
１ 世界史認識
２ スルターン
３ 庇護民（ズィンミー）
４ アンダルス
５ セルジューク朝
６ マムルーク朝
７ トルコ系諸部族
８ インド封建制論
９ インドの王権と国家
10 インドへのイスラム伝来
11 シュリーヴィジャヤ
12 アンコール
13 宋元代の都城と文化
14 宋元代の王族と貴族
15 宋元代の地方エリートと
　 新興豪民
16 宋元代の大運河と海運
17 宋元の社会制度
18 宋元代の多民族社会
19 宋元明移行論
20 漢語文化
21 宋代の儒教
22 道教と民間信仰
23 中世キリスト教圏
24 高麗における自尊の表象
25 チベットと仏教
26 宋元中国の食文化
27 航海をめぐる信仰
28 宋元代のディアスポラ
29 モンゴルの衝撃
30 モンゴルとイスラム
31 モンゴルの覇権と危機
32 ユーラシアにおける銀と貨幣の
 　流通
33 科学の東西交流
34 陶磁器の生産と流通
35 織物と図像の東西伝播

Ⅲ　初期グローバル化の時代
１ オスマン帝国の勃興
２ 近世イスラム国家
３ シーア派政権サファヴィー朝
４ オスマン帝国と地中海世界
５ インド洋海域の発展
６ 西アフリカのイスラム
７ アクバル体制論

８ インド在地社会論
９ ヨーロッパのインド進出
10 インドの植民地化
11 海域史の中の日本
12 海賊と倭寇
13 アジアの中の琉球
14 商業の時代
15 マレー世界の拡大
16 オランダ東インド会社の役割
17 ｢華人の世紀」再考
18 東南アジア大陸部の領域国家と
 　ゾミア
19 明代の皇帝
20 明清時代の農業
21 明清時代のカトリック宣教
22 明清時代のムスリム
23 明清交替と朝鮮
24 清の国家体制
25 清の対外関係
26 清とチベット
27 ポスト・モンゴルの民族
28 中央ユーラシアと周辺文化圏
29 中央ユーラシアのイスラム

Ⅳ　近代世界の形成
１ イスラム世界と軍事上の近代
２ オスマン帝国の非ムスリム
３ オスマン帝国近代の改革
４ オスマン帝国の解体
５ ムハンマド・アリーの
 　エジプト支配
６ 奴隷交易廃止とインド洋交易
７ イギリス帝国における南アフリカ
８ アフリカ植民地支配と労働移動
９ アフリカ植民地支配と医療
10 メディアとアフリカ植民地支配
11 アフリカ人としての民族意識
12 フランスのアフリカ支配
13 インド大反乱
14 オリエンタリズム
15 植民地支配下のインド経済
16 東南アジア植民地経済の展開
17 19 世紀の労働・商業移民
18 アジア域内貿易
19 植民地期東南アジアの社会変容
20 シャムの自立
21 アヘン戦争

22 太平天国
23 朝鮮における開化派
24 中国ナショナリズムの形成
25 辛亥革命
26 新文化運動
27 中国における外国資本
28 近代中国における法制度
29 植民地朝鮮の政治と社会
30 日本植民地下の経済発展
31 中央アジアの近代
32 モンゴルの近代
33 インド国民会議派
34 ガーンディー
35 東南アジアのナショナリズム
36 東南アジアの華僑・華人
37 日本の東南アジア占領

Ⅴ　現代史の展開
１ イスラムとジェンダー
２ イスラムと民主主義
３ パレスチナ問題
４ ｢アラブの春」以降の中東
５ クルド人
６ アパルトヘイト
７ 脱植民地化の中のアフリカ
８ 現代アフリカの紛争
９ 印パ分離独立
10 インドのナショナリズムと
 　地域主義
11 インドの経済発展
12 インド社会とジェンダー
13 近代インド芸能の発展
14 カースト政治
15 東南アジアの国民国家
16 東南アジアの政治と軍隊
17 開発独裁
18 ASEAN と地域協力
19 東南アジアにおける民主化
20 日中戦争の展開
21 国共内戦
22 中国社会主義の形成
23 文化大革命
24 中国経済の躍進

欧文参考文献
人名・事項索引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる中国史
中西竜也／増田知之 編著

ここが
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!!

◎ 初学者向け中国史の入門テキスト
◎ 写真，地図が多数掲載されているので，楽しく学べる
◎ 旧石器時代から現代までを見開きでコンパクトに解説

B5判美装/272頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09196-6　2023年2月刊行

習近平はクビライや王羲之と同じ「中国」の夢を見
るか？　背景の異なる人々が，政治・経済・文化等
を軸に様々に夢想してきた「中国」なる枠組み。そ
の実現・再編の多元的軌跡を捉え，先史時代から現
代までを網羅した「中国史」の入門書。

はじめに

Ⅰ　文明の誕生から初期王朝の形成へ
　１ 中国における文明の誕生
　２ 中原の初期王朝
　３ 周王朝と金文

Ⅱ　春秋・戦国時代から統一秦の時代へ
　１ 春秋・戦国時代の歴史
　２ 春秋・戦国時代の社会変革と新たな文化
　３ 中国古代の「中華」観念
　４ 秦の統一
　コラム　文書行政と簡牘

Ⅲ　漢帝国，その内外
　１ 前漢初期の内外秩序
　２ 漢の武帝と対外政策
　３ 儒教の隆盛と王莽の簒奪
　４ 後漢王朝と対外政策

Ⅳ　胡漢融合，中華再編の時代
　１ 周辺民族の中国流入と自立
　２ 北朝の諸相と胡漢の対立・融合
　３ 南朝の興亡と江南の発展
　４ 魏晋南北朝時代の周辺諸国と冊封
　５ 書芸術の成立と王羲之の登場

Ⅴ　隋唐帝国の形成と周辺民族の動向
　１ 隋の統一と崩壊
　２ 唐と突厥，ウイグル
　３ 唐の国家制度の整備
　４ 唐の国際性
　５ 唐代における王羲之尊重と書文化の
　　 日本への伝播

Ⅵ　唐宋変革と遼
　１ 安史の乱以降の唐朝
　２ 安史の乱と吐蕃
　３ 五代と遼
　４ 遼とは何か

　５ 宋朝の成立
　６ 唐宋変革
　７ 唐宋の仏・道教

Ⅶ　宋・金と周辺諸民族の動向
　１ 宋朝の国家と社会
　２ 宋代における新たな書文化
　３ 金の興起と諸民族の動向
　４ 周辺諸国・諸民族の文字文化の形成
　　 ――契丹・西夏・女真の文字と言語
 　　―付・仮名
　５ 朱子学の登場
　６ 宋と海の道
　コラム　中国と治水

Ⅷ　モンゴル帝国と明
　１ モンゴル帝国の成立
　２ 大元大モンゴル国の中国統治
　３ アフロ・ユーラシアをめぐる人・物・知
　４ モンゴル朝廷と漢字文化
　５ 明朝の成立――洪武帝と永楽帝の時代
　６ 明代前葉の中国と周辺

Ⅸ　16世紀の「中国」
　１ 「北虜」と「南倭」
　２ 普陀山信仰からみた東アジア海域
　３ 江南文化の爛熟
　４ 明代書文化における出版メディアの獲得
　　 ――「法帖」の流通と出版文化
　５ 陽明学とその時代
　６ 中国におけるムスリム社会の成立と展開

Ⅹ　清帝国の盛世
　１ 東北のマンジュ人と東南海域の鄭氏
　２ 明清鼎革
　３ 清の支配拡大と統治構造
　４ 清代前半期の学問と文化・宗教政策
　５ 清朝皇帝による書文化政策の諸相
　６ 「盛世」の終焉

Ⅺ　清の衰退と西洋列強
　１ アヘン戦争以前清朝の通商と外交
　２ アヘン戦争
　３ 太平天国の乱・アロー戦争
　４ フロンティアの拡大――巴県
　５ 回漢対立の激化
　６ 清朝統治の再建と洋務
　７ 辺境の危機と「属国」の喪失
　コラム　知識人の多様性
　　　　　――幕友，訟師，胥吏

Ⅻ　清末の政治改革と近代化への苦闘
　１ 伝統思想の再評価と康有為
　２ 戊戌変法と光緒新政
　３ 変法と革命
　４ 近代化
　５ 辛亥革命
　コラム　身体と近代

ⅩⅢ　中華民国の時代
　１ 中華民国初期の政治状況
　２ 第一次世界大戦の影響
　３ 五四新文化運動
　４ 北伐と中国の再統一
　５ 中国のムスリムにおける近代的覚醒
　コラム　清代後期～現代の書文化の趨勢

ⅩⅣ　抗日戦争と中華人民共和国の成立
　１ 南京国民政府の統治
　２ 抗日戦争
　３ 中華人民共和国の成立
　４ 抗日戦争・国共内戦下のムスリムの動向
　５ 「新中国」における中国文化のゆくえ
　コラム　満洲国の見方

参考文献
各章関連地図・系図
中国史略年表
索引凡例
人名索引／事項索引
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19世紀後半から現代までを射程に，ナショナリズム，
民主主義と権威主義，民族，宗教，メディアなどの
イシューから地域全体としての流れと動きを捉え
る。一冊で東南アジアの政治史，社会史，文化史が
学べる入門書。

◎ 政治史だけでなく経済史，社会史，国際関係史も一
 　冊で学べる入門書
◎ 各国史ではなく，地域全体の動向をテーマにより追
　 い，相互の関連史も学べる

教養の東南アジア現代史

川中 豪／川村晃一 編著

はしがき
東南アジア地図

序　章　東南アジア現代史を学ぶ
　１ 東南アジアとは
　２ 植民地支配と独立
　３ 国民統合，国家建設，
　　 経済発展
　４ 民主化と経済自由化

第１章　植民地支配と
　　　　ナショナリズム
　１ 反植民地ナショナリズムの
　 　起源
　２ 大学の設置された植民地
　３ 大学の設置されなかった
　 　植民地
　４ 制度の中の国民主義
　Column １ ラッフルズ上陸
　 　　　　  200年

第２章　国家建設
　１ 東南アジアにおける国家
　 　建設問題
　２ 植民地統治と国家建設
　３ 開発主義と国家
　４ 未完の国家建設
　Column ２ 創られた国民食
　 　　　　 パッタイ

第３章　経済発展
　１ 経済発展の長期趨勢
　２ 植民地化の始動と貿易の再編
　３ 一次産品輸出の成長と
　 　多角的貿易の発達
　４ 戦後経済成長の開始
　５ 第２次オイルショック不況
　　 から輸出成長へ
　６ アジア金融危機と
　 　東南アジア経済の構造変化
　Column ３ 鉄道の盛衰

第４章　民主主義と権威主義
　１ 民主主義とは，権威主義とは
　２ 独立と民主主義
　３ 民主主義の崩壊，権威主義
　 　の強化
　４ 民主化，権威主義の継続
　５ 民主主義の安定，民主主義
　 　の後退
　Column ４ デモの舞台裏

第５章　法の支配
　１ 近代法の導入と慣習法
　２ 憲　法
　３ 法の支配と人権
　４ 法の支配と司法
　５ 法の支配への挑戦

第６章　軍
　１ 東南アジアの軍を見る視点
　２ 正規軍の誕生
　３ ｢内向き」になる軍
　４ 権威主義体制と軍
　５ 民主化プロセスにおける
　 　取引と協定
　６ 任務の拡大と新たな課題
　Column ５ ビールの泡の向こう
　 　           に見える政治経済の
　 　          新展開

第７章　民　族
　１ 国勢調査から見る11カ国の
　 　民族構成
　２ 民族間関係を左右する
　 　集団の人口規模
　３ 支配的民族が存在する国
　４ 支配的民族は存在しないが
　 　支配的宗教がある国
　５ 支配的民族と支配的宗教の
　 　どちらも存在しない国

第８章　宗　教
　１ 東南アジアにおける宗教
　２ 植民地支配と宗教
　３ 国民統合と宗教
　４ 民主主義と宗教

第９章　地　方
　１ 地方の誕生
　２ 植民地国家のなかの地方，
　 　独立後の混乱のなかの地方
　３ 国民国家のなかの地方
　４ 権威主義・社会主義時代の
　 　地方
　５ 経済自由主義・民主主義
　 　時代の地方
　Column ６ 大きく発展する
　 　          東南アジアの都市

第10章　社会階層・格差
　１ 植民地主義と不平等
　２ 国家建設と不平等
　３ 民主化と中間層
　４ ポピュリズムの時代
　５ 「非自由民主主義」の台頭
　Column ７ 成長真っ只中の
　 　          東南アジアの人口

第11章　メディア
　１ 植民地期のメディア
　２ 国家形成とメディア管理
　３ 民主化とメディアの発展
　４ 権威主義の復活とメディア
　 　の混迷
　５ 技術発展とメディアの変容

第12章　ジェンダー
　１ ジェンダーと家父長制
　２ 独立以前の伝統社会と
　 　植民地期
　３ 独立後の国家建設と女性

　４ ジェンダーの主流化を
　 　目指して
　５ 縮小しないジェンダー格差
　６ 性的マイノリティの人権と
　 　権利擁護
　Column ８ アブラヤシ農園
　 　           拡大の光と影

第13章　人の移動
　１ 人の移動の分類
　２ 東西交易と冊封体制の
　 　下での移動
　３ 植民地システム下の移動
　４ 国民国家システム生成期
　 　における都市化と難民
　５ 国民国家システム下での
　 　移動
　６ 東南アジアにおける人の
　 　移動

第14章　国際関係
　１ 東南アジア国際関係の特徴
　２ 紛争の只中で
　３ ASEAN の拡大と深化
　４ 共同体の構築へ
　５ 東南アジアは「国際」
　 　共同体を越えられるか
　Column ９ 国際スポーツ大会が
　 　          映すもの

第15章　日本と東南アジア
　１ ｢南洋」から「大東亜共栄圏」へ
　２ 賠償交渉と国交正常化
　３ 東南アジアの転換期と日本
　４ 「東南アジア」から
　 　「東アジア」へ
　５ 21世紀の日本と東南アジア

東南アジア現代史年表
人名・事項索引

A5判美装/376頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08667-2　2020年3月刊行
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B5判美装/388頁　定価：3,960円（本体3,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09349-6　2022年8月刊行

論点・日本史学
岩城卓二／上島 享／河西秀哉／
塩出浩之／谷川 穣／告井幸男 編著

これまで注目されてきた様々な論点を網羅すること
で，具体的なかたちで歴史学の魅力を伝える書。各
時代の見取り図を示す〈総論〉に続き，各項目は〈議
論の背景〉〈論点〉〈探究のポイント〉の３パートか
ら構成され，語句説明やクロスリファレンスも充実。

◎ 好評の『論点・西洋史学』『論点・東洋史学』の姉妹編
◎ 日本史学の論点を154項目集成し，議論の背景ととも
　 に提示。〈探究のポイント〉として，ゼミや講義で議論
 　する際の手がかりを示す
◎ 学界が誇る第一線の執筆陣149名による珠玉の論考

はじめに
本書の使い方

Ⅰ　日本古代史の論点
　総 論
　１ 縄文時代
　２ 弥生時代の列島社会
　３ 邪馬台国
　４ 古墳時代とヤマト政権
　５ ヤマト政権と朝鮮
　６ 倭の五王
　７ 磐井の乱
　８ 部民制
　９ 仏教伝来
　10 蘇我氏
　11 大化改新
　12 東アジアの小帝国
　13 壬申の乱
　14 律令国家論
　15 古代の女帝
　16 古代荘園
　17 国家仏教と行基
　18 古代家族論
　19 郡　司
　20 木簡から見える古代の日本
　21 天智系と天武系
　22 平安仏教
　23 古代の社会
　24 十世紀の反乱
　25 阿衡事件
　26 受　領
　27 神仏習合
　28 国風文化
　29 四円寺と六勝寺
　30 平安後期の仏教
　31 武士論

Ⅱ　日本中世史の論点
　総 論
　１ 世界からみた日本中世王権の
　　 特質
　２ 世界の中の日本中世宗教
　３ 摂関政治と院政
　４ 荘園制の成立

　５ 平安後期・鎌倉期の僧侶の
　　 ネットワーク
　６ 治承・寿永内乱
　７ 鎌倉幕府の全国支配
　８ 鎌倉期・南北朝期の朝廷と
　　 公家社会
　９ 鎌倉期の仏教
　10 中国宋・元文化の受容
　11 南北朝動乱の意義
　12 室町幕府と全国秩序
　13 室町期の荘園制
　14 室町期の流通
　15 南北朝・室町期の仏教
　16 応仁の乱の意義
　17 室町・戦国期の天皇・朝廷
　18 戦国期畿内の政治と権力
　19 中世後期の東国の政治と社会
　20 戦国大名の権力と文芸
　21 中世の身分制と差別
　22 中世の都市
　23 中世の村落と信仰・儀礼
　24 中世の神祇・神道
　25 中世史料の多様性
　26 中世の文字文化
　27 中世の合戦
　28 中世城館の機能と特質
　29 中世の「家」と女性
　30 環境史に参画する

Ⅲ　日本近世史の論点
　総 論
　１ 織豊政権
　２ 江戸幕府の全国統治
　３ 村と百姓
　４ 幕藩権力の都市支配
　５ 海禁・日本型華夷秩序
　６ 江戸幕府による朝廷の
　　 位置づけ
　７ 幕藩権力の寺社支配
　８ キリシタンと科学伝来
　９ 江戸幕府の法
　10 参勤交代
　11 幕藩関係
　12 藩財政

　13 儒礼の実践
　14 米市場
　15 地方商人の商取引
　16 江戸の町人社会
　17 地主と小作人
　18 負担と御救
　19 近世後期の村社会
　20 環境変化と農業・漁業
　21 土木技術
　22 武士の帯刀
　23 被差別身分
　24 近世人の仏教信仰
　25 旅と観光
　26 知の形成
　27 女性の役割
　28 大塩事件
　29 幕末の畿内社会
　30 幕末の政治理念
　31 幕末の世界情勢と日本
　32 幕末の天皇・朝廷の論じ方

Ⅳ　日本近現代史の論点
　総 論
　１ 開　国
　２ 明治維新
　３ 文明開化
　４ 条約改正と日清戦争
　５ 自由民権運動
　６ 近代天皇制
　７ ｢武士」の近代
　８ 初期議会の展開
　９ 日露戦争と国際社会
　10 近代都市の形成
　11 ｢地方」の成立
　12 下層社会と貧困
　13 交通の近代化
　14 学校教育
　15 アイヌと沖縄人の近代
　16 移民と帝国日本
　17 新聞・雑誌メディア
　18 ナショナリズム
　19 資本主義の発達
　20 ジェンダーと近現代
　21 ｢近代家族」

　22 植民地台湾
　23 植民地朝鮮
　24 被差別部落
　25 宗教と近代社会
　26 社会主義・マルクス主義
　27 近代科学
　28 労働運動
　29 帝国憲法下の政党政治
　30 大正デモクラシー
　31 大衆消費社会
　32 疾病・医療と社会
　33 近代の農村
　34 国家神道
　35 大戦間期の東アジア国際関係
　36 昭和天皇と宮中
　37 近現代の官僚と政党
　38 軍部と政治
　39 兵士の経験
　40 満洲事変から日中戦争へ　
　41 災害と近現代日本
　42 大東亜共栄圏
　43 日米開戦
　44 戦時下の社会変容
　45 アメリカの占領政策
　46 象徴天皇制
　47 55年体制と自民党支配
　48 在日米軍基地
　49 原子力と核
　50 在日コリアン
　51 高度経済成長
　52 戦後社会とジェンダー
　53 戦後学校教育の展開
　54 平和運動の戦前・戦後
　55 戦後の文化運動
　56 冷戦下の外交
　57 東アジアの戦後処理
　58 公文書と近現代史研究
　59 聞き取り／オーラルヒストリー
　60 環境問題
　61 アメリカにおける日本史研究

人名索引／事項索引
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A5判美装/336頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09245-1　2022年4月刊行

発掘はどのように行われるのか。考古資料はどのよ
うに年代や用途が解釈されるのか。研究の歴史から，
基礎理論，フィールド調査，資料の解釈，報告書刊
行までをわかりやすく解説する。

◎ 理論から調査まで研究の全体像をわかりやすく紹介
◎ 豊富な図版をもとに丁寧に解説

考古学概論
―― 初学者のための基礎理論

山本孝文／青木 敬／城倉正祥／
寺前直人／浜田晋介 著

はじめに
序　章　はじめての考古学学習
　１ 考古学の理論と方法論　
　２ 考古学の学問的な位置付け　
　３ 学習者に求められる姿勢　
　第Ⅰ部　考古学とはどのような学問か
第１章　考古学とは何か――学習の前提知識
　１ 考古学のイメージ　
　２ 考古学は総合科学としての「遺跡学」
　３ 「発見の学」としての考古学　
　４ 遺跡には何が残されているか　
　５ 考古学の守備範囲と限界　
　６ 「類推」と「脈絡」の学問　
　７ 広がる研究の対象・方法と考古学の可能性
第２章　考古学の研究素材
　　　　――考古資料とはどのようなものか
　１ 考古学の範囲と研究素材　
　２ 目に見えるモノ資料　
　３ 目に見えないモノ資料　
　４ 考古資料の特性　
　５ 資料の重要度　
コラム１　実験考古学・使用痕分析　
第３章　考古学研究の始まりと展開
　　　　――世界と日本の学史
　１ 学史・研究史を学ぶ意味　
　２ 過去への関心――考古学成立への前史　
　３ 「考古学的調査研究」誕生の背景　
　４ 発掘の歴史と研究の歴史　
　５ 日本における考古学の成立　
第４章　考古学調査のプロセス
　　　　――フィールド調査から報告書刊行まで
　１ 考古学調査の内容と意義　
　２ 考古学調査の種類と進め方　
　３ 調査計画の立案と調査準備　
　４ 分布調査（踏査）と測量・GPR
　　 （地中レーダー探査）調査　
　５ 発掘調査　
　６ 室内整理作業　
　７ 報告書の刊行　
コラム２　民族考古学　
　第Ⅱ部　考古学による年代決定
第５章　考古学による時代区分
　　　　――時代区分の名称と実態
　１ 考古学の最初期の役割　
　２ 何をもって時代区分の基準とすべきか　

　３ 世界史における考古学的時代区分の諸相　
　４ 時代区分ができあがる過程　
　５ 時代区分の功罪　
第６章　考古資料の分類と型式学
　　　　――資料に秩序を与える意味
　１ 考古資料の特徴――遺構と遺物　
　２ 分類の視点　
　３ モノから時間を知る　
　４ モノから空間を知る　
　５ 型式学の運用
　　 ――名称の決定とわかりやすさ　
コラム３　環境考古学
第７章　考古学における二つの年代
　　　　――相対年代と暦年代
　１ 様々な時間　
　２ 相対年代と暦年代　
　３ 異なる遺物や遺構を組み合わせる相対年代
　４ 年号を有する考古資料を利用した暦年代　
　５ 理化学的分析により暦年代が与えられた
　　 実例　
　６ モノから年代を知る重要性とその限界　
第８章　考古学で検証する年代の順序
　　　　――層位学と遺構の切り合い
　１ 層位とは何か　
　２ 土層の区別（分層）はどのように行うのか
　３ 層序を利用した時間とは　
　４ 遺構の重なりは新旧を確定する手段　
コラム４　災害考古学
第９章　自然科学的方法による年代決定
　　　　――考古学の理系分野
　１ 数値年代を特定する方法　
　２ 放射性炭素年代測定法（炭素14年代法）
　３ 年輪年代法　
　４ 酸素同位体比年輪年代法　
　５ 年縞の利用　
　６ 考古地磁気年代法　
第10章　考古学における年代論争
　　　　――年代論はどこへ行くか
　１ 縄文時代の年代論
　　 ――縄文時代の始まりと「本ノ木論争」
　２ 弥生時代の年代観　
　３ 古墳時代の暦年代　
　４ 古代の年代論　
　５ 年代論の今後　
コラム５　認知考古学　

　第Ⅲ部　考古学研究でわかること
第11章　考古学と文献史学
　　　　――歴史を研究する多様な方法
　１ 考古学と史料　
　２ 木簡の調査と研究　
　３ 漆紙文書・墨書土器・刻書土器　
　４ 金石文と墨書　
　５ 文書行政と硯　
　６ 考古学と文献史学との関わり　
第12章　考古資料の解釈⑴
　　　　――資料分布とその変化は何を表すか
　１ 考古資料の分布とは――資料の空間的位置
　２ 分布の対象と類型　
　３ 遺跡内分布と遺構内分布
　　 ――遺構配置と遺物の原位置　
　４ 「無分布」の意味　
　５ 資料分布は何を表すか　
コラム６　求められる遺物・遺跡の保存・活用とは
第13章　考古資料の解釈⑵――遺構論
　１ 遺構を解釈する基本　
　２ 墓をめぐる解釈　
　３ 建物をめぐる解釈　
　４ 出土遺物をめぐる解釈　
　５ 遺構の解釈のまとめ　
第14章　考古資料の解釈⑶
　　　　――型式差が表す人間集団の正体
　１ 考古学で理解できる人と社会　
　２ 考古資料の集合体から人間・文化集団を
　　 復元する　
　３ 個人を語る　
　４ 物質文化と格差　
　５ 年齢と性別　
　６ 考古資料と家族　
コラム７　考古学者として働く道　
付録１　ブックガイド　
付録２　考古学の学習と文献　
図版出典一覧　
索　引　
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化概説 イギリス文化史

佐久間康夫／中野葉子／太田雅孝 編著

不思議でユニークなイギリス文化を歴史的背景をふ
まえながら，相対的にとらえるための入門書。

◎ 12項目の歴史的概説と4つのキー・トピック，原典から
 　なる
◎ 興味深いコラムを全体に配置。図版も多く掲載
◎ 年表・地図など資料充実 A5判美装/328頁　定価：3,300円（本体3,000円+税）

ISBN 978-4-623-03564-9　2002年4月刊行

はしがき／イギリス略図
Ⅰ　風土と伝統

第１章　４つの文化圏
概説 イギリスのなりたち

１ バラの花咲く丘陵の郷，イングラン
ド／２ 誇りたかきケルトの国，ウェー
ルズ／３ 森と湖の国，スコットランド
／４ みどりの島，北アイルランド

原典をたのしむ
「イギリス的性質についてのノート」
／「はじめて見るイングランド」

第２章　王室と宗教
概説 王室の宗教的変遷

１ イギリス国教会の誕生と発展――ヘ
ンリー８世からエドワード６世へ／２ 血
まみれのメアリと処女王エリザベス／
３ 王権神授説とピューリタン革命／
４ 王政復古から名誉革命へ

原典をたのしむ
『ユートピア』／『欽定訳聖書――山上
の垂訓』／「権利の章典」　　

第３章　貴族の城館と庭園
概説 カントリー・ハウスの誕生と盛衰

１ カントリー・ハウスとナショナル・
トラスト／２ ガーデニングと風景式
庭園／３ 使用人部屋（Below Stairs）
／４ ステイトリー・ホーム・ビジネス
―― 館の一般公開へ

原典をたのしむ
『高慢と偏見』／『日の名残り』
Ⅱ　表象の身ぶり

第４章　われら役者は影法師
概説 中世から19世紀までの劇場と俳優

１ シアター・ロイヤル・ドゥルリー・
レイン／２ ウェスト・エンドの誘惑／
３ 名優はいかに鍛えられたか――アン
ソニー・ホプキンズの演技の秘密

原典をたのしむ
『テンペスト』／「ロンドンの劇場に
寄せて」

第５章　拡がる地平
概説 ２つの革命

１ 鉄道の誕生／２ 鉄道の社会学／３ 
旅とイデオロギー／４ 植民地主義と
博物館

原典をたのしむ
『朝鮮奥地紀行』

第６章　はばたくメディア
概説 ジャーナリズムと出版の進展

１ 文学的ジャーナリズムとコーヒー・
ハウス／２ 近代的出版形態と活字文
化／３ 高級紙と大衆紙／４ オーウェ
ルとプロパガンダ

原典をたのしむ
『スペクテイター』／「チェスター
フィールド伯爵閣下」

Ⅲ　生き方をもとめて
第７章　子どもへのまなざし
概説〈子ども〉の文化史

１ 救貧院・子どもの労働／２ マザー・
グースの唄／３ 〈子ども〉のイメージ
の変遷／４ キャロルとアリスの物語

原典をたのしむ
『不思議の国のアリス』／「マザー・グー
スの唄①②③」

第８章　ジェントルマンのたしなみ
概説 教育――伝統と改革のつづら織り

１ 騎士道からジェントルマン教育へ
／２ はじめにオックスブリッジあり
き／３ パブリック・スクールの功罪／
４ 総合学校システムへの期待

原典をたのしむ
『完璧なる紳士』／『トム・ブラウン
の学生生活』／『オックスフォード』

第９章　問いかける女性たち
概説 〈天使〉たちの旅路

１ もうひとつの女性史――ウーマン・
クエスチョン／２ 束縛のなかから／３ 
長きイバラの道――参政権獲得まで／４ 
女性と文学

原典をたのしむ
『女性の権利の擁護』／『自分だけの部屋』

Ⅳ　変貌する世界観
第10章　「大英帝国」の光と影
概説 「帝国」という意識

１ パクス・ブリタニカ／２ ヴィクト
リアニズム／３ リスペクタビリティ
／４ 世紀末文化

原典をたのしむ
「ロンドン」／『文化と帝国主義』

第11章　パラダイム・シフト――〈存在の鎖〉
から〈モダニズム／ポストモダニズ
ム〉まで

概説 概念史をたどる
１ 〈錬金術〉の文化史／２ 〈山〉の文
化史／３ 〈海〉の文化史／４ 〈ユート
ピア〉の文化史

原典をたのしむ
『トロイラスとクレシダ』／『楽園喪失』
／『第１周年追悼詩』　

第12章　英語世界の万華鏡
概説 ゲルマンの部族語から世界語へ

１ 英語のはじまり／２ アーサー王と中
世ロマンス／３ 処刑された翻訳者――
英訳聖書をめぐって／４ 多様性と階級

原典をたのしむ
古英語による「主の祈り」／『オクタ
ヴィアン』

参考文献／略年表／図版写真出典一覧
人名・作品索引／事項索引
コラム一覧
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A5判美装/296頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）
　ISBN 978-4-623-05436-7　2009年6月刊行

世界文化シリーズ 1

イギリス文化 55のキーワード
木下 卓／窪田憲子／久守和子 編著

シェイクスピアからビートルズ，ロンドン塔からパ
ブ，紳士からスパイまで，文化の織りなす物語。古
くて新しい，新しくて古いイギリス文化を知る必携
の一冊。

◎ 文学作品，美術，映画，言葉などのメディア，政治や
　 歴史的な経緯にも目を配り，イギリス文化の全体像を
　 浮かびあがらせる

まえがき

第１章　イギリス／イギリス人とは
１ グレートブリテン

―― ユニオン・フラッグの物語
２ アイルランド

――虐げられし民の陰鬱の文化
３ ケルト――アイデンティティの模索
４ インド／アフリカ／カナダ／オース

トラリア――世界の中のイギリス
５ 船――陽の沈まない帝国を支えたもの
６ 奴隷――もうひとつのイギリス史
７ 探検――世界の果てまで
８ 万国博覧会――世界に誇る産業技術
９ 世界大戦――戦争と変わりゆくイギリス

第２章　社会制度のウチとソト
10 王室――時代とともに
11 階級――話し方ですべてがわかる
12 ジェントルマン――この曖昧なるもの
13 家事使用人――階下の人々
14 スパイ――イギリス外交戦略の要
15 探偵――名探偵から犯罪者まで
16 スコットランド・ヤード

――治安維持の象徴
17 同性愛――その名を告げられぬ愛
18 ユダヤ人――歴史に翻弄され続けた人々

第３章　暮らしを彩るモノたち
19 紅茶／コーヒー

――人生を楽しくするもの
20 アンティーク／オークション

――趣味，芸術，ビジネス
21 BBC――岐路に立つ国民の宝
22 ギネスブック――驚愕と感動の記録

23 手紙／日記――「私」の声のありか
24 聖書――イギリス文化の一つの原点
25 基地――死を想う身近な生活の場
26 ゴースト（幽霊）

――「この世ならぬ」隣人
27 日本幻想――日英関係の支え役

第４章　誇るべき文化遺産
28 シェイクスピア

――「すべての時代」の文豪
29 ゴシック――畏怖と神秘に満ちた世界
30 ダンディズム――孤高の精神の表象
31 ビートルズ

――ポップ・カルチャーの源流
32 肖像画――恋人にはミニチュア，邸内に

は等身大の油彩を
33 風景画――イギリス的審美眼を映し出す
34 廃墟――〈美〉と結びつく歴史の遺物
35 辞典――終わりなき探求

第５章　青少年と教育システム
36 子ども――文化におけるたしかな存在感
37 パブリック・スクール

――リーダーを送り出す伝統校
38 グランド・ツアー

――教育の仕上げの壮大なる旅
39 オックスブリッジ――知の双璧
40 ガヴァネス

――19世紀の女性の自立の生き証人
41 怒れる若者たち

――今を生きる「怒り」の末裔

第６章　余暇を楽しむノウハウ
42 馬車／自動車／自転車――広がる世界
43 鉄道――市民階級の勝利
44 スポーツ――近代スポーツの歴史と基盤

45 パブ――歴史と文化に酔うところ
46 劇場――イギリスの祝祭空間
47 俳優――綺羅星のごとくに

第７章　都市と田園それぞれのアトラク
ション

48 ロンドン塔――権力の興亡の場
49 テムズ川――その歴史と現在
50 マダム・タッソー蠟人形館

――娯楽の殿堂
51 大英博物館――人類の秘宝を集めて
52 カントリー・ハウス――富の博物館史
53 庭園――造られた理想の風景
54 パストラル

――想いは羊飼いのいる理想郷
55 ナショナル・トラスト

――国民の資産を国民が守る

参考文献／写真・図版出典一覧
索　引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるアメリカ文化史
巽 孝之／宇沢美子 編著

いま，アメリカはアメリカでないものを吸収し，そ
の特異性「アメリカ」を作りあげ，変容させてきて
いる。本書では複数の「形」と「物語」を織り重ね
ていくことで立体的かつ多面的にアメリカ文化図像
を提示する。アメリカ文化史の最新テキスト。

◎ 本書は六部，全22章構成，一項目見開き 2 ページで展開
◎ 各部にはイントロを入れ，学びの入り口を示す
◎ 各章で語られる内容とどこか交差／反映する刺激的でおもし
 　ろい「コラム」を加える
◎ 「日本で書かれている」アメリカ文化史であるという視点や
 　切り口を盛り込む
◎ ハイカルチャーのみならず，ポピュラーカルチャーに注目し
 　積極的に取り上げる

はじめに
地図１　アメリカ全図と地域区分
地図２　1861年当時の自由州と奴隷州
序　アメリカ文化史の変容
　第一部　近代国家以前
　　　　　Early America
１　アメリカとヨーロッパの邂逅
　１ 侵略か植民か
　２ 宗教をめぐって
　３ 植民地文化と性
　コラム１ 『ある産婆の日記』
　　　　　 ――性と医療する女
　コラム２ チャップブック――識字率の向上
２　アメリカの魔女たち
　１ セーラムの魔女狩りとその背景
　２ 魔女狩りとインディアン・コネクション
　３ 魔女狩りと文学表象
　コラム１ ピューリタン共同体の
　　　　　 生活倫理と修辞的言説
　コラム２ 魔女と映像作品
３　18世紀イギリス植民地と独立戦争
　１ ボストン茶会事件
　２ 合衆国憲法とザ・フェデラリスト
　３ ベンジャミン・フランクリンと出版文化
　コラム１ 描かれたアメリカ図像の変遷
　コラム２ ベンジャミン ･ フランクリンの暦
　第二部　南北戦争以前
　　　　　Antebellum America
４　アメリカ固有の文化の誕生
　１ ミンストレル・ショー
　２ 『アンクル ･トムの小屋』とトム ･ ショー
　３ ミュージカルの誕生
　コラム１ ジャズ・シンガー
　コラム２ クーン・ソング
５　アメリカン・ルネサンス
　　――エマソンとホイットマン
　１ 南北戦争前 VS 南北戦争後
　２ ラルフ・ウォルドー・エマソン
　　 ――知識人の作法
　３ ウォルト･ ホイットマンとほめる文化
　コラム１ 出版界のライバル
　　　　　――19世紀のボストンと
　　　　　　　ニューヨーク
　コラム２ ｢明白な運命」とカトリック布教
６　ペーパー・ムーン
　１ ピール対バーナム
　２ 世界の詐欺師バーナムの見世物文化考
　３ 写真と広告――事始め
　コラム１ バーナムとマイケル・ジャクソン
　コラム２ 象のジャンボとオスカー・ワイルド

７　南北戦争とリンカン大統領
　１ リンカンの演説――政治と宗教
　２ 南北戦争（南部）の遺産
　３ 南部再建と「黒人文化」形成
　コラム１ リンカン映画史
　コラム２ フォークナーからみる
　　　　　  南部文学史事始め
８　見えないものをみる方法
　　――（疑似）科学の想像力
　１ 身体を読む（疑似）科学
　　 ――観相学と骨相学
　２ 人種の科学――アメリカ学派民族学
　３ 古代エジプトをめぐる人種戦
　コラム１ Ｘからはじまる目には
　　　　　 見えない光
　　　　　 ――Ｘ線，ラジウム，原子爆弾
　コラム２ エジソンとテスラ（ＳＦ）
９　金鍍金（メッキ）時代
　１ 資本主義と投機
　２ 物質文化と貧困――汚職と戯画の力
　３ マーク・トウェインと翻訳の世界
　コラム１ マーク ･ トウェインの発明品
　コラム２ 鍍金時代の豪邸（ギルデッド
　　　　　 エイジ・マンション）
　第三部　南北戦争以後
　　　　　Postbellum America
10　消費文化
　　――複製，カタログ→消耗から消費へ
　１ 貨幣，紙幣論からみたアメリカ
　２ デパート，ウィンドーショッピング，
　　 カタログ文化
　３ 『オズの魔法使い』のウィンドー・
　　 ドレッシング
　コラム１ これぞ贋金？
　コラム２ 万博とミュージアム，そして
　　　　　 見世物文化
11　流行・食・身体美
　１ 19世紀「アメリカの神経症」大流行
　２ 食べる文化と食べない文化
　３ 健康美，不健康美，筋肉美
　コラム１ 科学的調理法とアメリカの味覚
　コラム２ シャーロット・パーキンス・
　　　　　 ギルマン『黄色い壁紙』
12　新しい女
　１ 社会改革運動から「所感宣言」へ
　２ 女性と宗教
　　 ――スタントン『女性の聖書』をめぐって
　３ 世紀転換期と新しい女性の出現
　４ 高等教育と専門職への道
　コラム１ 幻の女性大統領候補
　コラム２ 避妊と中絶をめぐって

　第四部　20世紀
　　　　　Twentieth Century America
13　移民と階級
　１ すっぱ抜くジャーナリズム
　２ 人種のるつぼからサラダボールへ
　　 ――モデル ･ マイノリティの出現
　３ スポーツとエスニック・アイデンティティ
　コラム１ ミスター・ドゥーリーの
　　　　　 新聞コラム
　コラム２ 『ジャングル』
14　モダニズムとハーレム・ルネサンス
　１ 俳句とモダニズム
　２ キャバレー，ダンス，音楽
　　 （ハーレム身体文化）
　３ ハーレムを越えた「新しい黒人（ニュー・
　　 ニグロ）」のトランスナショナリズム
　コラム１ キング牧師をめぐる記憶と忘却
　コラム２ マルコムＸ
　　　　　 ――変身し続けるセルフ ･
　　　　　　　 メイド ･ マンの物語
15　ポップカルチャー
　１ 音楽――ジャズ／ブルース
　２ ハリウッド映画と作られた西部
　３ ディズニーランドとアメリカ
　４ カルト映画の逆説
　５ ラジオの時間
　６ ｢法と秩序」は永遠に
　　 ――長寿番組からみえてくるアメリカ
　７ インターネット，メディアと読者の変容
　８ 戯画と漫画
　９ ペーパーバックとアメリカ
　10 アメリカの自己啓発文学
　11 ポップカルチャーとしての乗り物
　12 有名人文化と社交界
　コラム１ ハリウッドと日本
　コラム２ 日本人俳優たち
16　冷戦と核とカウンターカルチャー
　１ 赤狩りとマッカーシズム
　２ ビート・ジェネレーションからヒッピーへ
　３ ヴェトナム戦争の記憶とトラウマ
　コラム１ 広島からゴジラへ
　コラム２ 冷戦，9.11，トランプ政権時代
　　　　　 ――『高い城の男』という託宣
17　現代セクシュアリティ
　１ ベティ・フリーダン
　　 ――全米女性機構（ＮＯＷ）創設者の
　　　　 ２つの顔
　２ 性革命と，もう一つの（ヒ）ストーリー
　３ トランスジェンダー
　コラム１ アドリエンヌ・リッチと
　　　　　 「レズビアン連続体｣

　コラム２ ゲイ・イズ・グッドからＬＧＢＴへ
　　　　　 ――ゲイ解放運動の軌跡
　第五部　戦争と環境
　　　　　Intertextual America
18　戦争が作った／壊した「アメリカ」像
　１ メイド･イン･オキュパイド･ジャパン
　　　――占領下の日本製品を集める
　２ ノベルティ産業からみた占領期日米関係
　３ ヴェトナム戦争
　４ キューバ危機
　コラム１ ものから見える世界
　　　　　 ――５W１Ｈの問いかけ
　コラム２ POW/MIA の物語
19　環境をめぐるアメリカの想像力
　１ 〈汚染の言説〉と環境運動
　２ 核汚染を語る
　３ ネイティヴ・ニュークリア・ナラティヴ
　コラム１ ｢インディアンの涙」は「偽物」？
　コラム２ ブラックヒルズの「ウラン・ブーム｣
　第六部　環太平洋的ヴィジョン　　　
　　　　　Trans-Pacific America
20　海とアメリカ捕鯨
　１ ペリーが浦賀にやってきた
　２ 環太平洋と黄禍論
　３ ハーマン・メルヴィルと捕鯨文学
　コラム１ 一枚の絵，アレゴリーとしての
　　　　　 パナマ運河
　コラム２ 他者の顔貌――ペリーとテイラー
21　科学最先端からみるアメリカ
　１ 再生医療
　２ 遺伝子と家族の多様化
　３ 宇宙開発
　コラム１ トランス・サイエンスの壁を
　　　　　 超える
　コラム２ 科学を名づけて，手なずける 
　　　　　 ――新井卓「49 pumpkins」の
　　　　　　　 三つの企み
22　日米比較文化考
　　――広島・長崎の語り方
　１ ノンフィクション・ノヴェルが歴史を作る
　　 ――ジョン・ハーシー『ヒロシマ』
　２ 原爆文学・漫画はグローバル化する
　３ 空から死神が降臨する
　　 ――オバマ大統領広島演説
　コラム１ 原爆乙女
　コラム２ 『ミリキタニの猫』（2006年）
歴史・文化年表／人名索引／事項索引

B5判美装/244頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08840-9　2020年4月刊行
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化 概説 アメリカ文化史

笹田直人／堀 真理子／外岡尚美 編著

文化にアプローチする際の筋道を提示。さらに歴史
的概説によって入門的，背景的知識がわかる好個の
入門書。

◎ 13項目の歴史的概説と 4 つのキー・トピック，原典
 　からなる
◎ アメリカ事情を幅広く理解できるよう精選したコラム
 　を適宜配置
◎ 「グロッサリー」 「歴史文化年表」 など巻末資料充実 A5判美装/370頁　定価：3,300円（本体3,000円+税）

ISBN 978-4-623-03491-8　2002年4月刊行

はしがき
アメリカ全国と地域区分
アメリカ地勢図

第１章　アメリカン・ドリーム
［概　説］アメリカの夢／夢の要請／
アメリカの起源／メタ国家としての
アメリカ／夢の西部／ナショナル・
アイデンティティ／悪夢のアメリカ

［キー・トピック解題］植民地の建設
／アメリカ合衆国憲法／エイブラハ
ム・リンカン／資本家の台頭

［原典紹介］『華麗なるギャッツビー』
／独立宣言

第２章　信仰とアメリカ国民の生活
［概　説］ピューリタニズムの抑圧と
解放／モットーとしての神／キリス
ト教の内訳／そのほかの宗教

［キー・トピック解題］ピルグリム・
ファーザーズ／魔女狩り／大覚醒／
ベンジャミン・フランクリン

［原典紹介］『キリスト教の慈愛の模
範』／『怒れる神の御手の内にいる
罪人』／『ベンジャミン・フランク
リンの自叙伝』

第３章　西部開拓の夢
［概　説］北西部条例／未知なる西部
／西漸運動／ジャクソニアン・デモ
クラシーのインディアン政策／強制
移住法と涙のトレール／「明白なる
天命」の40年代／テキサス併合問題
／米墨戦争／オレゴン問題／米墨戦
争の終結／南北戦争への胎動

［キー・トピック解題］ブーンとクロ
ケット／キット・カーソン／バッファ
ロー・ビル・コーディと女傑たち／
ゴールドラッシュ

［原典紹介］『ルイス＆クラークの日
誌』／『アメリカ史におけるフロン
ティアの意義』

第４章　移民の国アメリカ
［概　説］イー・プルーラバス・ユー
ナム／年度別移民数と移民送出地域
／移民法と移民政策の変遷／排外主
義／移民の国アメリカの課題

［キー・トピック解題］ＷＡＳＰ／メル

ティング・ポットからサラダ・ボウ
ルへ／多民族社会の影／メスティソ・
アメリカ

［原典紹介］『我が心のアメリカ』／『二
世の娘』

第５章　奴隷制とアメリカ南部
［概　説］奴隷制の起源／アメリカ独
立／南部大農園の奴隷／奴隷の反乱
と逃亡／奴隷制度廃止論の興隆／逃
亡奴隷法／南北戦争と奴隷制／再建
期の南部とジム・クロウ法

［キー・トピック解題］アメリカ南部
というアイデンティティ／人種混交
混淆／リンチ／ミンストレル・ショー

［原典紹介］『南部の心』／『数奇な
る奴隷の半生』

第６章　都市と経済
［概　説］フロンティアとしての都市
／工業化の背後で／欲望の鏡として
の都市／脱工業化と大移動／都市再
開発とインナー・シティ／都市と人
種問題／消費都市と不安の制度化

［キー・トピック解題］ニューヨーク
とシカゴ／グレート・マイグレーショ
ン／ゲットー／アファーマティヴ・ア
クション

［原典紹介］『シスター・キャリー』／
「サニーのブルース」

第７章　ハイブラウとロウブラウ
［概　説］エリート文化と大衆文化／
社会体制と文化の形態／ＷＡＳＰと
主流文化／多人種・多民族社会の声
／大量消費社会と文化

［キー・トピック解題］超越クラブと
トランセンデンタリズム／ハリウッド映
画／ハーレム・ルネサンスと音楽／ポス
トモダン・アート

［原典紹介］「ぼく自身の歌」

第８章　冷戦とヴェトナム戦争期の
　　　　対抗文化
［概　説］東西冷戦構造と核の脅威
／マッカーシズムからキューバ危機／
泥沼化するヴェトナム戦争／時代を
分けたケネディ対ニクソン公開討論
テレビ中継／中流家庭の自由主義と

ビート世代の登場／「ニューフロン
ティア」と対抗文化／黒人公民権運
動と学生運動の連携／学園紛争と反
戦運動の1968年／若者文化を表象す
る音楽

［キー・トピック解題］「封じ込め政策」
――アメリカン・ライフの豊かさと
閉塞感／マッカーシズム，20 世紀の
魔女狩り／サンフランシスコ発カウ
ンター・カルチャー／ヴェトナムの
傷を悼むアメリカ

［原典紹介］「吠える―カール・ソロ
モンに捧ぐ」／「戦場からの手紙」

第９章　環境
［概　説］未知の大陸／楽園幻想／
ウィルダネスとしての自然／楽園幻
想の復活／保護される自然／環境と
いうパラダイム／エコロジーの実践
／幻想としての自然

［キー・トピック解題］アメリカ的価
値の源泉としての自然／風景画とピ
クチャレスクの時代／ネイチャーラ
イティング／原生自然法

［原典紹介］『ウォールデン』／『雨
の降らない土地』／「自由と荒野，
荒野と自由」

第10章　文化の変容
［概　説］人形ではない私／奴隷解放
運動への婦人参加／禁酒運動から参
政権運動へ／めざめた女たち／参政
権獲得までの長い道のり／第二波の
フェミニズム運動／同性愛者に対す
る差別の歴史／「差異」を主張する
時代

［キー・トピック解題］セネカフォー
ルズの女性会議／カルチュラル・フェ
ミニズム／ゲイ解放運動／ポスト・
フェミニズムの時代

［原典紹介］『女性と経済』／『エンジェ
ルズ・イン・アメリカ』

第11章　マルチカルチュラリズム
［概　説］同化から文化相対主義へ／
多文化主義の出現／西洋文明のみな
おし／国民の歴史意識と政治的統合
／新たな社会正義／アメリカ多文化
主義の将来

［キー・トピック解題］文化多元主義
／アフリカ中心主義／文化戦争とポ
リティカル・コレクトネス／アイデ
ンティティ・ポリティクス

［原典紹介］『アメリカの分裂――多
文化社会に関する所見』／『一つの
国民，多数の民族――文化的相互依
存性の宣言』（前文）

第12章　犯罪・暴力・抑圧
［概　説］犯罪と貧困／暴力犯罪と
ジェンダー／人種と犯罪／銃と犯罪
／銃と少年犯罪／自己防衛の実態／
組織犯罪／マフィア／移民と組織犯
罪／コカインカルテルと麻薬対策／
犠牲者は誰か

［キー・トピック解題］犯罪と人種・
ジェンダー／銃規制と権利防衛の思
想／アウトローからマフィア，少年
ギャングまで／性暴力・ヘイトクラ
イム・検閲

［原典紹介］「奇妙な果実」／『薄暮：
ロサンゼルス，1992』／「男がつく
るエロスの氾濫に対して：検閲，ポ
ルノグラフィ，平等」　

第13章　身体文化
［概　説］男らしさの神話／ホワイト・
ウェイ／スポーツ界における黒人の
活躍／白人の「男らしい」肉体とは
／モダンダンスの誕生／マドンナと

「見られる身体」／シンディ・シャー
マンとロバート・メープルソープ／
ダイエットとエアロビ・ブーム

［キー・トピック解題］大リーグ／バ
スケのスーパースター，マイケル・
ジョーダン／モダンダンスの旗手
マーサ・グレアム／ポストモダンな
時代の身体

［原典紹介］「奮闘すべき人生」／
『シューレス・ジョー』

グロッサリー
コラムで読むアメリカ事情
参考文献／歴史・文化年表
図版写真出典一覧／索引／コラム一覧
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第１章　国家の創生
　１　アメリカ幻想――新世界へ
　２　宗教――迷信から理性の時代へ
　３　アメリカの「マイノリティ」
　　　――混交する身体，溶解する境界
　４　独立革命――革命の大義とその影
　５　発見の物語――植民地言説の系譜
　６　ヤンキーとサザナー
　　　――葛藤するふたつの相貌　
　７　ギャングとシンジケート
　　　――神話と現実世界　　
　８　暴力――アメリカ史の裏側　
　コラム１　アメリカ国歌
　　　――戦争から生まれた詩　

第２章　アメリカ人になる
　９　アメリカ人（になる）
　　　――アイデンティティの神話　
　10　詐欺師――アメリカ文化の「人気者｣
　11　アダムとイヴ――アメリカの神話
　12　アメリカン・アイドル
　　　――大統領からポパイまで　
　13　キング牧師とマルコムＸ
　　　――造られた対比と二つのアメリカ
　14　エリス島
　　　――「移民の歌」が聞こえた場所
　15　新興宗教――アメリカの寛容と多様性
　16　クレオール――アメリカに潜在する
　　　不安とダイナミズム
　コラム２　アジア系アメリカ人
　　　――アイデンティティの問題

第３章　アメリカ文化の光と影
　17　アメリカン・ゴシック
　　　――自由・平等の国の暗黒面　
　18　モンスター――「異種」から「家族」へ

　19　ジョン・ウェイン
　　　――現実と幻影のカウボーイ　
　20　カウンターカルチャー
　　　――叛逆する世代　　
　21　セクシュアリティ，ＳＭ文化，ラテックス
　　　――アメリカ社会の「クローゼット｣
　22　遊園地
　　　――平等と解放という幻想空間　
　23　フェミニズム――複雑化する争点
　24　ポルノグラフィ
　　　――表現の政治，身体の政治　　
　コラム３　アメリカン・ホラー
　　　――黒い猫と白い鯨の伝統
　　
第４章　モノとイメージのアメリカ
　25　宇宙開発――米ソ冷戦下のフロン
　　　ティアから経済支配の場へ　
　26　鉄道――アメリカ国家の推進力　
　27　自動車――車社会の夢と終焉
　28　モーターサイクル
　　　――鉄の馬のロマンと現実　
　29　ハイブリッド文化
　　　――混淆状態とその変化　　
　30　スーパーマーケット
　　　――豊かなアメリカをめぐって　
　31　ジャンクフード――食と消費の愛郷心
　32　日本幻想――日本体験と世界観の変容
　コラム４　ジーンズ
　　　――忘却されざる象徴性

第５章　社会と制度
　33　アメリカ大統領
　　　――地上の最高権力者の座　　
　34　セレブリティ――名前と顔のマーケット
　35　人種差別――アメリカ最大の宿痾
　36　カリブ世界――クレオール文化の母胎
　37　通信販売システム
　　　――植民地時代からの伝統ビジネス
　38　戦争――継続される記憶の戦争　

　39　9・11――「テロ」の連鎖と監視社会
　40　ミリオネア――あるアメリカの神話
　コラム５　独身文化
　　　――親密性の魅惑と脅威　
　
第６章　自然と風景
　41　ウィルダネス――迷路のなかへ　
　42　国立公園――自然観の変遷を映し出す
　43　生態地域主義
　　　――「アメリカ」を再編する　
　44　動物――「馬」と西部開拓　
　45　都市――そのダイナミズムをみつめて
　46　風景――生きられる風景　　
　47　テーマパーク――アメリカから世
　　　界へ，非日常から日常へ　　
　コラム６　記念碑，墓碑銘
　　　――歴史は石に刻まれる　

第７章　大衆文化
　48　逃亡――ダーク・ヒーローの系譜
　49　ジャズとヒップホップ
　　　――シグニファイングの技芸　　
　50　アメリカン・ルーツ・ミュージック
　　　――アメリカの歴史を体現する音楽
　51　ロックのイデオロギー
　　　――反体制の両義性　　
　52　健康幻想――宗教と科学のあいだで
　53　スポーツ文化
　　　――文学と筋肉美の相関図　　
　54　メディアとコマーシャル――アメリカ
　　　の動脈とそこから生まれるメッセージ
　55　ハリウッド――誕生から現在まで
　コラム７　野球――少年たちの夢
　
参考文献
写真・図版出典一覧
索　引

世界文化シリーズ 3

アメリカ文化 55のキーワード
笹田直人／野田研一／山里勝己 編著

本書は，文学作品，美術，映画，音楽など多様なメ
ディアを介しつつ，親しみやすく，とらえどころの
ないアメリカ文化を，「具体的なモノ・コト」とい
う特定の視点から読み解く。新しい切り口から文化
の本質に迫る一冊。

◎ エッセイ風な味わいを保ちつつ，事典的な性質も兼ね備え
　 ている。１項目４頁構成。図版も豊富に収録
◎ 研究者はもとより大学生・短大生・一般社会人をも読者
　 として想定し，そのため読みやすい記述を心がけている
◎ 大学・短大で教科書や参考書としても最適
◎ 項目ごとにおすすめの参考文献を3 ～5 点挙げている

A5判美装/298頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-06771-8　2013年11月刊行
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A5判美装/304頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）　
ISBN 978-4-623-06015-3　2011年4月刊行

世界文化シリーズ 2

フランス文化 55のキーワード
朝比奈美知子／横山安由美 編著

おしゃれ，自由，個性的――それはなぜ？　文学，
歴史，芸術から，グルメ，恋愛まで楽しくて深い文
化学入門書。

◎ 歴史，思想・学問，文芸思潮，芸術，生活など７つの章に
　 分け，コンパクトな中にフランス文化の全体像を明確
　 に浮かび上がらせる
◎ 図版を多数掲載
◎ バラエティに富んだコラムを収録
◎ １キーワード，４頁構成

まえがき

第１章　フランスがたどった歴史
　１ ケルトの残照・ローマの光芒
　　 ――石と木の文明
　２ ラテン語と大学
　　 ――カルチエ・ラタンで議論して
　３ キリスト教
　　 ――カトリックの長女
　４ ルネサンス――ユマニスムという発想
　５ 絶対王政――朕は国家なり
　６ 啓蒙思想とフランス革命
　　 ――哲学者，民衆，そしてナポレオン
　７ 第二次世界大戦
　　 ――レジスタンスの心意気
　８ ＥＵ―― 一つのヨーロッパ
　コラム１　マリ＝アントワネットの
　　　　　　「お菓子」発言

第２章　フランス的精神
　９ 恋愛――狂気の愛・至純の愛
　10 理性礼賛――我思う，ゆえに我あり
　11 古典主義――良き趣味
　12 ロマン主義
　　 ――個としての文学・芸術表現の発見
　13 近代小説と社会
　　 ――野望，闘争，そして金
　14 異国趣味とジャポニスム
　　 ――未知なる異郷への憧れ
　15 シュルレアリスム――現実に向きあって
　16 現代思想――実存主義から構造主義へ
　17 社会学と歴史学――全体を見る眼
　18 科学と医学
　　 ――デカルト，キュリー，パスツール
　19 書物の諸相――本を愛する
　コラム２　泥棒と監獄

第３章　さまざまな芸術のかたち
　20 教会建築――貧者の聖書
　21 城と庭園――眠れる森の美女はどこに
　22 演劇――ヨーロッパの交差点
　23 オペラ・バレエ
　　 ――オペラ座の怪人はいる？
　24 詩――ＡＥＩＯＵは何色？
　25 印象派――睡蓮に囲まれて
　26 シャンソン――愛の讃歌
　27 写真――パリ市庁舎前のキスは本物？
　28 映画
　　 ――ヌーヴェル・ヴァーグと「フラン
　　　　 ス映画的なもの」
　コラム３　街角の芸術家たち

第４章　生活という名の文化
　29 グルメ――美食を究める
　30 ワイン――ロマネ＝コンティをどうぞ
　31 ファッション――おしゃれは時代の風
　32 ブランド――上流階級の証
　33 カフェ――コーヒー片手に哲学する
　34 マルシェ――「パリの胃袋」と蚤の市
　35 ヴァカンス――何もしないという贅沢
　36 交通機関――ＴＧＶからヴェリブまで
　37 動物――いとおしき伴侶たち
　コラム４　チーズ

第５章　現代社会の諸問題
　38 政治――大統領と中央集権
　39 教育――エリート教育と平等教育の矛盾
　40 ストとデモ――自己主張する国民性
　41 移民――諸問題のるつぼ
　42 女性――人は女に生まれるのではない
　43 カップル・家族――さまざまな絆
　コラム５　異性装

第６章　世界の都パリ
　44 パリを巡る水――セーヌのほとりで
　45 地下鉄――人生の縮図メトロ
　46 都市計画――「壊し屋」オスマン
　47 住宅事情――アパルトマンの窓から
　48 美術館――ルーヴルとオルセー
　49 パリを見下ろすモニュメント
　　 ――ノートル＝ダム，凱旋門，そして
　　　　 エッフェル塔
　50 モンマルトル
　　 ――パリの田舎から芸術と歓楽の街へ
　コラム６　絵本とマンガ

第７章　さまざまな地方の表情
　51 北仏と南仏――山を越えたら晴れ
　52 フランス中東部――美食・文化・歴史
　53 アルザス・ロレーヌ
　　 ――ドイツとの挟間
　54 ノルマンディー・ブルターニュ
　　 ――海の向こうはイギリス
　55 海外県・海外領土
　　 ――植民地主義のなごり
　コラム７　郵便制度

略年表
「世界遺産」一覧
参考文献
写真・図版出典一覧
索　引
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第１章　〈ドイツ〉とは
　　　　――アイデンティティと多様性
　１ ドイツ語
　　 ──造語力に裏打ちされた文化言語
　２ 河川と海──結びつける・隔てる
　３ 森──ドイツ人の心の故郷
　４ 連邦制──中心のない国
　５ 西ドイツと東ドイツ──再統一まで
　６ キリスト教──生活・社会・文化の基盤
　７ カカーニエン
　　 ──諸民族の方舟，オーストリア
　８ ユダヤ人──ドイツ文化の陰画
　９ 移民──多様化する社会と文化
　10 亡命──国を追われた人々
　11 スイス
　　 ──ウィリアム・テルの末裔の国
　コラム１　ソルブ人

第２章　社会制度
　　　　――変わるもの，変わらないもの
　12 家族──近代家族を超えて
　13 幼稚園（キンダーガルテン）

　　 ──「子どもの庭」の社会史
　14 ギムナジウム
　　 ──エリート養成から開かれた教育へ
　15 大学──「学校」からの自由
　16 マイスター制度
　　 ──ドイツのものづくり
　17 郵便
　　 ──ドイツ生まれの情報伝達システム
　18 ポリツァイ──「統治」から「警察」へ
　コラム２　ＥＵのなかのドイツ

第３章　記憶と記録
　19 博物館と美術館
　　 ──収集と秩序づけの空間
　20 図書館──本を愛した領主たちの遺産
　21 記念碑──忘却と想起のあわいで
　22 グリム兄弟──法・言語そして歴史
　23 〈ロマンチック街道〉
　　 ──演出された中世
　24 ヴァイマル──人文的ドイツの光と影
　25 ナチズム──写真集にみるヒトラー
　26 「過去の克服」──戦後ドイツの軌跡
　27 オスタルギー──統一後の苦難，
　　　 東ドイツ時代への郷愁
　コラム３　日独文化交流

第４章　ことばと思考
　28 啓蒙──「律すること」の探求
　29 ロマン主義──合わせ鏡のなかの無限
　30 ゲーテ──「文明」を象徴する人
　31 ニーチェ
　　 ──内側から爆発する「ダイナマイト」
　32 世紀末── 19世紀への反動
　33 暗い時代の人々──危機と救出
　コラム４　詩人の恋
　　　　　　――バッハマン，ツェラン，
　　　　　　　　フリッシュ

第５章　メディアと技芸（クンスト）
　34 中世
　　 ──声と文字の紡ぐ多様な文芸世界
　35 書物──ヨーロッパを分裂させ，
　　　 結びつけた発明
　36 朗読──響く声，耳を澄ます人々
　37 ジャーナリズム──言論とメディア

　38 演劇
　　 ──旅まわり一座の時代から
　　　　 現代の公共劇場制度まで
　39 ウィーン・フィルとベルリン・フィル
　　 ──覇を競う好対照
　40 バイロイト音楽祭──総合芸術の夢
　41 テクノ──闘争の音，ベルリンの壁
　42 ベルリン映画祭──都市の歴史とともに
　43 研究所（インスティテュート）

　　 ──「ドイツ科学」を支えたもの
　44 ドクメンタ──現代アートの断面図
　コラム５　おもちゃの文化史

第６章　暮らしと文化
　45 クリスマスと復活祭
　　 ──冬至の太陽，春の曙
　46 ブンデスリーガ
　　 ──連邦と自治体を結ぶスポーツ文化
　47 アウトバーン──ヒトラーの号令一下
　48 自然療法──もうひとつのドイツ医学
　49 エコロジー
　　 ──歴史とさまざまな取組み
　50 市民農園（クラインガルテン）

　　 ──「小さな庭」の大きな役割
　51 住まい
　　 ──「居心地のよさ」のかたちの変遷
　52 広場
　　 ──ドイツの歴史，文化，
　　　  　そして文学の舞台
　53 ソーセージとケバブ
　　 ──伝統へのこだわりと新しい味の受容
　54 ビール──ドイツの誇りと意地
　55 南への憧れ──ドイツ人とイタリア
　コラム６　スウィーツ

参考文献／写真・図版出典一覧／索引

A5判美装/296頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）　
ISBN 978-4-623-07253-8　2015年3月刊行

世界文化シリーズ 4

ドイツ文化 55のキーワード
宮田眞治／畠山 寛／濱中 春 編著

本書は現在の「ドイツ連邦共和国」のみならず，オー
ストリア，スイスなども含むドイツ語圏の多層的か
つ多様な文化を具体的なモノ・コトから描き出す。
現在の姿を取るにいたった歴史的経緯をわかりやす
く説明する。

◎ １キーワードを４ページで解説
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめるよう工
　 夫
◎ 本文にクロスリファレンスを明記
◎ 第一線で活躍する専門家による執筆
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A5判美装/304頁　定価：3,080円（本体2,800円+税)
ISBN 978-4-623-07268-2　2015年4月刊行

世界文化シリーズ 5

イタリア文化 55のキーワード
和田忠彦 編

近代国家として誕生した19世紀後半を分岐点に据え，
都市国家から国民国家への転換がもたらした矛盾を
浮き彫りにし，この一大転換を準備した多様な文化的
事件を複眼的に見つめ直す。イタリア文化の立体像
を鮮やかに描き出した一冊。

◎ １項目を４ページで構成。わかりやすく， 親し
　 みやすい文体で解説
◎ 半島，地中海，ヴァチカン，ルネサンス，ファシズム，
 　スローフード…具体的なモノ・コトからイタリア文化
　 の全体像を浮かび上がらせる
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめる
　 よう工夫

まえがき

第１章　「複数」のイタリア
　　　　――都市国家のいま
　１ イタリア人とイタリア語
　　 ――150年来の課題
　２ 半島・島・地中海
　　 ――どこまでがイタリアか
　３ 都市国家コムーネ――中世から現代へ
　４ 王国の伝統――誕生から王制廃止へ
　５ カンパニリズモ――故郷への愛着と反撥
　６ 広場と街並
　　 ――文化装置としての都市空間
　７ 南部問題と移民
　　 ――「他者」としての南イタリア
　コラム１　守護聖人の祭

第２章　「単数」のイタリア
　　　　――統一国家のゆくえ
　８ ローマ――幻想としての「永遠の都」
　９ リソルジメント
　　 ――終わりなき祖国回復運動
　10 国旗と国歌
　　 ――トリコローレ，「マメーリの賛歌」
　11 『ピノッキオの冒険』と『クオーレ』
　　 ――児童文学が映す時代と社会
　12 共和国憲法と大統領――国民投票，改憲
　13 大学
　　 ――その誕生から「ボローニャ宣言」へ
　14 イタリアのワールドカップ
　　 ――「カルチョ」の祭典
　コラム２　ピッツア・マルゲリータと三色旗

第３章　日常を彩る文化
　15 カトリックとフォークロア
　　 ――宗教と生活あるいは儀式と祭り
　16 マリアとマンマ――矛盾を包み込む女性像
　17 パスタとカフェ
　　 ――「普遍」であることの新しさ
　18 バカンス――貧しくてもゆたかな休暇

　19 マフィア
　　 ――カトリック社会のもうひとつの顔
　20 ストライキと市民運動
　　 ――イタリア社会の底力
　21 イタリアで暮らす
　　 ――クリエイティヴに生きるということ
　コラム３　「ラウレア（大学卒業）」と
　　　　　　いう人生の節目

第４章　美から醜，醜から美へ
　22 ルネサンス――調和の美をもとめて
　23 バロック――美と醜の反転
　24 ロマン派とオペラ――19世紀劇場芸術
　25 美の理論――デコルムの系脈
　26 「前衛」芸術
　　 ――未来派から「貧しい芸術」へ
　27 デザインとモード――工業製品から
　　 「メイド・イン・イタリー」まで
　28 建築とフォルム―様式美の系譜
　29 職人気質――美しさと美味しさをもとめて
　コラム４　「美しい肌」というステイタス

第５章　内なる「他者」と外からのまなざし
　30 ヴァチカン――聖と俗のはざまで
　31 神話と民話――生の意味をもとめて
　32 ユダヤ系であること
　　 ――イタリアのなかの異人
　33 秘密結社――見えないイタリア史の背骨
　34 特別自治州
　　 ――少数が多様であるための特権と矛盾
　35 ジェンダーと社会運動
　　 ――フェミニズムの軌跡
　36 「南」の発見――ゲーテの見たイタリア
　37 イタリアらしさ
　　 ――「おしゃれで陽気」は神話なのか
　38 スローフード
　　 ――環境と食のあり方の革新へ
　コラム５　「アルバレシュ」という内なる
　　　　　　他者

第６章　異端という天才
　39 ダンテ――『神曲』の世界
　40 レオナルド――天才伝説はつくられたのか
　41 ガリレオ――動詞としての科学
　42 ブルーノ――異端による多中心性の哲学
　43 フェルミとマヨラナ
　　 ――原子物理学をめぐる可能性と謎
　44 カルヴィーノ――あたらしい小説と戦後
　45 フィレンツェと詩人
　　 ――文学のはじまりとおわり
　46 アントニオーニ――「不毛」の映画
　コラム６　放浪という罪

第７章　〈イタリア人〉をつくる
　47 トラスフォルミズモ
　　 ――右派と左派の乗合国家
　48 ファシズムとレジスタンス
　　 ――「解放」という歴史認識
　49 鉛の時代――テロリズムのイタリア
　50 共産党解体とベルルスコニズモ
　　 ――新たな政治家のすがた
　51 汚職――日常を覆す「汚れた手（タンジェン
　　 トーポリ）」と「きれいな手（マーニ・プリーテ）」
　52 移民問題――「ヴクンプラ」から
　　 ボートピープルまで
　53 プレカリアートと人材流失
　　 ――働くとは何か
　54 ＥＵとイタリア
　　 ――平和で豊かな欧州を目指して
　55 イタリアと日本――交流の 700 年
　コラム７　移民をめぐる映画

略年表／参考文献／写真・図版出典一覧／
事項索引／人名索引



ここが

ポイント
!!

文
　
化

A5判美装/298頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-07653-6　2016年4月刊行

世界文化シリーズ 6

中国文化 55のキーワード
武田雅哉／加部勇一郎／田村容子 編著

よく知らない近くの国。中国ってこんなにおもしろ
い！　万里の長城，面子と交際，皇帝と奴隷，芝居見物，
猟奇と驚異…好奇心旺盛な執筆陣が中国文化の精髄
を解き明かす。

◎ 学生や一般読者の興味を引くキーワードを 55 厳選
◎ 異文化に興味を持つ一般読者への文化案内書
◎ 大学での中国文化概説の教科書，中国語の参考書に最適
◎ 中国文化を総合的に把握できる一冊
◎ 一キーワードを４ページで解説し，頭注に複数の図版を掲
　 載

まえがき
第１章　〈中国〉をかたちづくるもの
　１ 中国の，始まり始まり！――12万9600
　　 年の年表
　２ 空間と地理――大地の認識と記録
　３ 国旗掲揚，国歌斉唱！――国の顔を
　　 化粧する
　４ 言語と文字――漢語・漢字の諸相
　５ 漢字と非漢字――異文字に会いにいこう
　６ 領土と統治――台湾・チベット・天安門
　コラム１　ソ連へのあこがれ

第２章　意味ありげな場所とのであい
　７ 楽園と庭園――桃源郷と壺中天
　８ 旅行と探険――到達するところに物語
　　 あり
　９ 都市と広場――城壁を越えて
　10 万里の長城――長けりゃいいってもんさ！ 
　11 記憶と記念――銅像の生き様
　12 異国と域外――北極星・異域情報・
　　 世界像
　13 滞在と移動――宿と乗り物の「万華鏡」
　コラム２　仙界のリーダーは？

第３章　人びとの生活を彩るもの
　14 飲食と宴会――よく喰う口はよく
　　 しゃべる口
　15 酒と麻薬とタバコと――穀物を救え！ 
　16 面子と交際――名誉と人間関係の
　　 原動力
　17 結婚と離婚――「怪談」としての婚姻譚
　18 出産と死亡――人間と霊魂にかかわる
　　 文化的営み
　19 罪と罰――迷信や物語を生みだす酷刑
　20 道具と装置――人を整え，動かすもの
　21 衣服と裸体――着ることと脱ぐことの
　　 攻防

　22 笑いと洒落――中国文化の中のユーモア
　コラム３　子どもとアメと包み紙

第４章　いろいろな人たち
　23 鬼と人――人にあらざるものへの想像力
　24 賢者と愚者――神聖なるものへの
　　 ふたつのアプローチ
　25 中華ヒーロー――人気者，誰がために
　　 戦う
　26 皇帝と奴隷――まわりもちの思想
　27 女帝と女侠――戦うヒロインたち
　28 新青年と女学生――新しい価値観の
　　 誕生
　29 美女と美男，醜女と醜男
　　 ――越境できない美醜の領分
　30 子どもと教育――子だくさんと一人っ子
　コラム４　永遠の少年「三毛」

第５章　不思議なものども
　31 聖獣と珍獣――幸せを呼ぶ動物たち
　32 怪獣と怪物――現代にも息づく伝説の
　　 末裔
　33 神様と発財――人びとのねがいとその
　　 行きつく先
　34 桃とヒョウタン――永遠と無限のシンボル
　35 陰陽と五行――世界を理解するための
　　 枠組み
　36 鏡と夢――ウソかマコトか
　コラム５　ＵＦＯと中国人

第６章　書く・描く・見る・読む・聞く・遊ぶ
　37 書物の興亡――焚いては編んで，本は
　　 つづく
　38 回文詩と図形詩――漢字遊戯の伝統
　39 小説と読み物――手放せない
　　 「小さきもの」
　40 芝居見物――舞台の上の伝統と革命

　41 楽しい見世物――サルまわしから
　　 首吊りまで
　42 音楽とうた――時代・救亡・革命・抒情
　43 銀幕の中国――新しきものと古きもの
　44 絵遊び字遊び――共鳴する「イメージ
　　 と記号」
　45 連環画の世界――現代中国の
　　 無視できないメディア
　46 賭博――運命とのたわむれ
　コラム６　革命バレエ『紅色娘子軍』

第７章　周縁の愉悦
　47 贋物礼賛――世にもまれなるモノと人
　48 エロスの文学と性学――節度を超えた
　　 豊饒の世界
　49 異性装と同性愛――逸脱の想像力
　50 猟奇と驚異――事実は小説よりも奇なり
　51 サブカルチャー――ＳＦ小説とその周辺
　52 江湖と黒社会――侠客と芸能のつながり
　53 日本と日本人――幻想の異人，現実の
　　 隣人
　54 乳房へのまなざし――結んで開いて，
　　 結んで開いて
　55 翔んでる中国人――Il faut aller en 
　　 Chine pour voir cela !　 
　コラム７　洪水との戦い

参考文献
写真・図版出典一覧
事項索引
人名・作品名索引
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「世界遺産」，「漢字」，「文学と絵画」等々，中国の
伝統的な文化 14 テーマを取りあげ，その基本的特
質を学ぶテキスト。コラムでは，さらに10の文化事
象をコンパクトに概観し，読者の理解を助ける。

◎ 「中国文化論」「中国文化学」などのテキストとして最適
◎ 中国の歴史や思想史にも目配りし，豊かな知識を得ら
　 れる

テーマで読み解く中国の文化

湯浅邦弘 編著

序　章　中国文化を学ぶために
　１ 文化とは何か
　２ 本書の構成

第１章　世界遺産
　１ 中国の歴史と文化
　　 ――文化遺産登録のはじまり
　２ 儒教と孔子のふるさと――曲阜三孔
　３ 文字の起源――殷墟
　４ 辺境の文化遺産と課題
　コラム１ 青銅器

第２章　漢　字
　１ 文字文化の黎明と展開
　２ 漢字の一大変革――“隷変”
　３ 多様な書体・書風と美意識
　４ 典型となる書体確立への道
　５ 書芸術と文字文化
　コラム２ 漢字に関する用語解説

第３章　書　籍
　１ 筆記媒体の変遷
　２ 書物の変遷と印刷の歴史
　３ 増大する漢籍とその分類法
　４ 書物の新展開
　コラム３ 印　章

第４章　学　問
　１ 古代の学問・学校
　２ 孔子の学問・教育
　３ 学問論と『論語』
　４ 笑話と『論語』

第５章　法と政治
　１ 法家思想
　２ 伝統中国法・政治と法家思想
　３ 現代中国法・政治と法家思想
　４ 国家統治の道具としての法

　コラム４ 国情・面子

第６章　文学と絵画
　１ 文人と絵画
　２ 六朝時代（魏晋南北朝時代）
　３ 唐代前期
　４ 唐代後期
　５ 宋　代
　６ 「詩画一律」
　７ 文人画の理想

第７章　文学と音楽
　１ 歌謡集『詩経』
　２ 楽府の世界
　３ 唐詩と音楽
　コラム５ 神　話

第８章　故事と歴史
　１ 歴史観と歴史書
　２ 故事集の誕生
　３ 新出土文献の発見
　４ 故事集と歴史書の展開
　コラム６ 武　器

第９章　科　挙
　１ 科挙制度の成立
　２ 科挙制度の完成
　３ 受験生の立場からみた科挙制度
　４ 試験場と試験業務の実態
　５ 科挙制度と中国文化
　コラム７ 成　語

第10章　宗教と民間信仰
　１ 祖先祭祀と儒教
　２ 観音菩薩と中国仏教
　３ 道　教
　４ 中国宗教の性格

　５ 民間信仰世界から見た霊格の種類と
　　 変化
　６ 民間信仰の神界の系統
　コラム８ 年中行事

第11章　卜　筮
　１ 亀卜・骨卜
　２ 易筮（蓍筮）とその諸相
　コラム９ 華夷思想

第12章　医　学
　１ 医学古典の形成
　２ 医学古典の流伝
　３ 医学古典の新展開

第13章　日本漢詩文
　１ 古代・中世の日本漢詩文
　２ 江戸時代の漢詩文
　３ 江戸漢詩における表現の問題
　４ 江戸漢詩の周辺
　５ 明治時代の漢詩文

第14章　東西文化交渉
　１ 東西文化交渉史の概観
　２ ルイ14世の「お雇い」中国人
　　 黄嘉略
　３ 「叩頭問題」の行方を見守った
　　 マーティン
　４ 東西融和の唱道と「典礼論争」の
　　 決着
　コラム 10 貨　幣

あとがき
中国文化史年表
人名・事項索引
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ロシア文化 55のキーワード
沼野充義／沼野恭子／ 平松潤奈／乗松亨平 編著

厳選した 55のキーワードを切り口にして，広大な土
地と長い歴史を持つロシアで発展してきた文化の多
様性や日本人のロシアに対する関心のあり方に迫る。
大学生や一般読者にロシア文化の持つ魅力を伝える
入門・概説書。

◎ 歴史，風土，芸術，文学などロシアの光と闇をあらわ
　 すキーワードを55厳選
◎ ロシアと日本の交流も描きだす
◎ 大学生やロシアに関心のある一般読者を対象にエッセ
 　イ風にわかりやすく解説

まえがき

第１章　ロシアは広すぎる
　１ ロシア魂
　　 ――このあまりにも広く，矛盾に満ちた
　　 　　もの
　２ 多民族帝国――伸縮するロシア人
　３ 東と西――疎外から超克へ
　４ モスクワとサンクト・ペテルブルク
　　 ――対話する「二つの首都」
　５ 母なるヴォルガ
　　 ――ヨーロッパの大河の姿と
　　 　　詩的イメージ
　６ シベリア――内なる他者の住む場所
　７ コーカサスのとりこ――終わりのない幻
　８ 宇宙――無限のフロンティア
　コラム１　コサック

第２章　聖なるロシア
　９ 神々と妖怪――信仰の原初的本性
　10 ロシア正教会
　　 ――「ロシア」を越える「ロシア」の教会
　11 イコン〔聖像画〕
　　 ――ロシア的なイコンとは？
　12 マースレニツァ――ロシアの「謝酪祭」
　13 古儀式派――永遠の反体制派の原型
　14 宗教哲学ルネサンス
　　 ――世界の「全一性」の把握を求めて
　15 神秘思想
　　 ――近代の三人の神秘思想家たち
　コラム２　聖愚者

第３章　ロシア史の光と闇
　16 タタールのくびき
　　 ――モンゴルのロシア支配とは何で
　　 　　 あったのか
　17 皇帝（ツァーリ）
　　 ――ロシアに特徴的な統治システム
　18 農民――植民とミール共同体
　19 祖国戦争
　　 ――ヒトラーにもナポレオンにも負けぬ
　　 　　丈夫な記憶

　20 革命――来し方行く末を振り返る鏡
　21 強制収容所――自己植民地化の極北
　22 女性解放史
　　 ――フェミニズムか，階級闘争か
　23 亡命――越境するロシアの苦難と栄光
　コラム３　チェルノブイリ原発事故

第４章　花開くロシア芸術
　24 ボリショイ劇場とマリインスキー劇場
　　 ――灰燼の中から蘇った双頭の不死鳥
　25 ダンサーとコレオグラファー
　　 ――クラシック・バレエの大本山
　26 国際チャイコフスキー・コンクール
　　 ――米国人の勝利か，ロシアの伝統の
　　 　　勝利か
　27 ソヴィエト・ロック
　　 ――ＤＩＹ精神に満ちた若者たちの軌跡
　28 スタニスラフスキーとメイエルホリド
　　 ――「演出家」の誕生
　29 モンタージュ――断片の詩学
　30 ソ連の娯楽映画
　　 ――もう一つのロシア精神形成史
　31 ソヴィエト・アニメ
　　 ――プロパガンダと親密なアジールの間で
　32 移動展派
　　 ――ロシアのイメージを創り出す
　33 ロシア・アヴァンギャルド
　　 ――実現されかけた芸術革命
　34 スターリン様式
　　 ――モスクワの空と地下を制した建築
　35 マトリョーシカ
　　 ――ロシアとソ連のイメージを背負って
　コラム４　ロシアのサーカス場

第５章　何よりも大事な文学
　36 ロシア語――標準語への道のり
　37 詩人――プーシキンからブロツキーまで
　38 トルストイかドストエフスキーか
　　 ――二者択一を超えて
　39 余計者――19世紀ロシアのニート？
　40 戯曲
　　 ――1920―30年代の劇中劇の魅力

　41 ロシア・フォルマリズム
　　 ――その理論の歴史（性）
　42 社会主義リアリズム
　　 ――ソ連版スーパーヒーローの誕生
　43 ポストモダニズム
　　 ――後期社会主義の文化理論
　44 ユートピアとＳＦ――似ていない双子
　45 声と顔
　　 ――文学と美学と政治における
　　 　　ビザンツ的インパクト
　コラム５　決闘

第６章　日常生活
　46 ロシア料理――現代ロシアの食事情
　47 ウォッカ――酒以上のもの
　48 ダーチャとコムナルカ
　　 ――セカンドハウスと共同住宅の
　　 　　歴史的変遷
　49 ロシア・ファッション――美意識の変遷
　50 スポーツ――国家主義と芸術を土台に
　51 大都市の渋滞対策
　　 ――モスクワで進む都市交通
　　 　　イノベーション
　コラム６　マロース（厳寒）はつらいよ？

第７章　ロシアと日本の深い関係
　52 白系ロシア人
　　 ――日本の庶民が初めて身近に接した
　　 　　外国人
　53 ニコライ堂――東方正教の窓
　54 ジャポニスム――四つの視点から
　55 ハルキ・ムラカミとドストエフスキー
　　 ――近代はいまだ超克されていない
　コラム７　日本語に入ったロシア語，
　　　　　　ロシア語に入った日本語

参考文献
写真・図版出典一覧
人名・作品名索引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるイギリス文学史
浦野 郁／奥村沙矢香 編著

第Ⅰ部ではイギリスの時代思潮と文学の流れ，及び
ジャンルの変遷を通時的にまとめ，第Ⅱ部では名作
に限らず，現代の世相や近年の批評動向を反映した
78作品を取り上げ解説する。イギリス文学史の全体
像を把握できる最新のテキスト。

◎ 本書は２部構成。基本１項目２頁で解説。第Ⅱ部で
 　は作品ごとに見開きで「作家紹介」「作品紹介」「作
 　品からの引用（原文）（邦訳）」「考えてみよう」と展
　 開し解説
◎ 図版を多数掲載し視覚的にも楽しめるよう工夫
◎ 地図や年表も掲載

はじめに
イギリスとアイルランド共和国の地図
イギリスの地方自治体区分図

　Ⅰ イギリス文学の流れ
Ａ　時代背景と文学
　１ 古英語・中英語時代のイギリス：
　　 変遷する言語地図 
　２ 古英語・中英語の文学：
　　 規範の中での創造 
　３ 16世紀のイギリス：
　　 近代国家の誕生とエリザベス朝の繁栄 
　４ 16世紀の文学：
　　 イギリス・ルネサンス
　５ 17世紀のイギリス：
　　 市民革命と王政復古に揺れる時代
　６ 17世紀の文学：内政混乱期の文学
　７ 18世紀のイギリス：
　　 近代社会の形成
　８ 18世紀の文学：
　　 小説が生まれた時代
　９ 19世紀のイギリス：
　　 大英帝国の時代
　10 19世紀の文学：
　　 ロマン主義とヴィクトリア朝の文学
　11 20世紀前半のイギリス：
　　 二つの大戦に揺れる時代 
　12 20世紀前半の文学：
　　 モダニズムの時代
　13 20世紀後半～現代のイギリス：
　　 冷戦，多文化主義からＥＵ離脱へ 
　14 20世紀後半～現代の文学：
　　 多様化する文学

Ｂ　ジャンルの変遷
　　（ここのみ各４ページ構成）
　15 詩の歴史
　16 演劇の歴史
　17 小説の歴史

　Ⅱ イギリス文学作品ガイド
Ａ　古英語・中英語の時代
　１ 『ベオウルフ』 （作者不詳）
　２ 『農夫ピアズ』 
　　 （ウィリアム・ラングランド）
　３ 『カンタベリ物語』
　　 （ジェフリー・チョーサー）
　４ 『アーサー王の死』
　　 （トマス・マロリー）

Ｂ　16・17世紀
　５ 『妖精の女王』 
　　 （エドマンド・スペンサー）

　６ 『フォースタス博士』
　　 （クリストファー・マーロウ）
　７ 『夏の夜の夢』
　　 （ウィリアム・シェイクスピア）
　８ 『ハムレット』
　　 （ウィリアム・シェイクスピア）
　９ 『冬物語』
　　 （ウィリアム・シェイクスピア）
　10 『ソネット集』 
　　 （ウィリアム・シェイクスピア）
　11 『錬金術師』（ベン・ジョンソン）
　12 『ソングズ・アンド・ソネッツ』 
　　 （ジョン・ダン）
　13 『火花散る火打ち石』 
　　 （ヘンリー・ヴォーン）
　14 『楽園の喪失』 （ジョン・ミルトン）
　15 『天路歴程』 （ジョン・バニヤン）

Ｃ　18世紀
　16 『批評論』（アレグザンダー・ポウプ）
　17 『ロビンソン・クルーソー』
　　 （ダニエル・デフォー）
　18 『ガリバー旅行記』
　　 （ジョナサン・スウィフト）
　19 『パミラ』（サミュエル・リチャードソン）
　20 『ロデリック・ランダムの冒険』 
　　 （トバイアス・スモレット）
　21 『トム・ジョウンズ』　　
　　 （ヘンリー・フィールディング）
　22 『トリストラム・シャンディ』
　　 （ロレンス・スターン）
　23 『オトラント城』
　　 （ホレス・ウォルポール）
　24 『無垢と経験の歌』 
　　 （ウィリアム・ブレイク）
　25 「ティンタン寺院より数マイル上流
　　 にて詠める歌」
　　 （ウィリアム・ワーズワース）
　26 「老水夫の歌」
　　 （サミュエル・テイラー・コウルリッジ）

Ｄ　19世紀
　27 『高慢と偏見』
　　 （ジェイン・オースティン）
　28 『ウェイヴァリー』
　　 （ウォルター・スコット）
　29 『貴公子ハロルドの巡礼』
　　 （ジョージ・ゴードン・バイロン）
　30 『フランケンシュタイン』 
　　 （メアリ・シェリー）
　31 「ギリシア古壺のオード」 　　　　
　　 （ジョン・キーツ）

　32 「西風へのオード」
　　 （パーシー・ビッシュ・シェリー）
　33 「シャロットの乙女」 
　　 （アルフレッド・テニスン）
　34 『ジェイン・エア』
　　 （シャーロット・ブロンテ）
　35 『嵐が丘』（エミリ・ブロンテ）
　36 『虚栄の市』 
　　 （ウィリアム・メイクピース・サッカレー）
　37 『デイヴィッド・コパフィールド』
　　 （チャールズ・ディケンズ）
　38 『クランフォード』
　　 （エリザベス・ギャスケル）
　39 『オーロラ・リー』
　　 （エリザベス・バレット・ブラウニング）
　40 『ミドルマーチ』
　　 （ジョージ・エリオット）
　41 『ジーキル博士とハイド氏』
　　 （ロバート・ルイス・スティーヴンソン）
　42 『ダーバヴィル家のテス』
　　 （トマス・ハーディ）
　43 『真面目が肝心』
　　 （オスカー・ワイルド）
　44 『タイムマシン』
　　 （ハーバート・ジョージ・ウェルズ）
　45 『ねじの回転』
　　 （ヘンリー・ジェイムズ）
　46 『闇の奥』（ジョゼフ・コンラッド）

Ｅ　20世紀前半
　47 『キム』（ラドヤード・キプリング）
　48 『ハワーズ・エンド』 
　　 （エドワード・モーガン・フォースター）
　49 『ピグマリオン』
　　 （ジョージ・バナード・ショー）
　50 『荒地』
　　 （トマス・スターンズ・エリオット）
　51 『ユリシーズ』
　　 （ジェイムズ・ジョイス）
　52 『灯台へ』 （ヴァージニア・ウルフ）
　53 『チャタレー夫人の恋人』
　　 （デイヴィッド・ハーバート・ロレンス）
　54 「学童たちの間で」
　　 （ウィリアム・バトラー・イェイツ）
　55 『一握の塵』 （イーヴリン・ウォー）
　56 『パリの家』 （エリザベス・ボウエン）
　57 「美術館」
　　 （ウィスタン・ヒュー・オーデン）
　58 『動物農場』 （ジョージ・オーウェル）

Ｆ　20世紀後半～現代
　59 『情事の終わり』（グレアム・グリーン）
　60 『ゴドーを待ちながら』
　　 （サミュエル・ベケット）
　61 『蠅の王』（ウィリアム・ゴールディング）
　62 『怒りをこめて振り返れ』
　　  （ジョン・オズボーン）
　63 『雨の中の鷹』 （テッド・ヒューズ）
　64 『管理人』（ハロルド・ピンター）
　65 『黄金のノート』（ドリス・レッシング）
　66 『サルガッソーの広い海』
　　  （ジーン・リース）
　67 『ローゼンクランツと
　　 ギルデンスターンは死んだ』
　　  （トム・ストッパード）
　68 『フランス軍中尉の女』
　　 （ジョン・ファウルズ）
　69 『自由の国で』
　　 （ヴィディアダハル・
　　　スラヤプラサド・ナイポール）
　70 『海よ，海』 （アイリス・マードック）
　71 『真夜中の子供たち』
　　 （サルマン・ラシュディ）
　72 『夜ごとのサーカス』 
　　 （アンジェラ・カーター）
　73 『抱擁』 
　　 （アントニア・スーザン・バイアット）
　74 『世界の妻』
　　  （キャロル・アン・ダフィ）
　75 『土曜日』（イアン・マキューアン）
　76 『美について』 （ゼイディ・スミス）
　77 『わたしを離さないで』
　　 （カズオ・イシグロ）
　78 『探偵ブロディの事件ファイル』 
　　 （ケイト・アトキンソン）

特別寄稿（エッセイ）
　① Thoughts from a Rainy Country 
　　 雨の国にて想う（ジョージ・ヒューズ）
　② What Is a Translator ? 　翻訳家とい
　　 う存在（ジョージ・ヒューズ）
　③ Why Do We Read Literature ? 
　　 なぜ文学を読むのか？
　　 （デレック・アトリッジ）
　④ What Is a Poem ? 　詩とはなにか？
　　 （デレック・アトリッジ）

テクスト引用出典一覧 ／イギリス文学
史年表 ／作者の肖像画・顔写真出典／
著作権者一覧 ／ DVD画像出典一覧／ 
人名索引／作品等刊行物索引

B5判美装/250頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08774-7　2020年4月刊行
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シリーズ・はじめて学ぶ文学史 1

はじめて学ぶイギリス文学史
神山妙子 編著

黎明期から現代までの流れを，簡潔に概説し，文学
史全体をつかめるよう随所に細かい工夫を施した一
冊。

◎ 黎明期から現代までのイギリス文学の流れを 10 章に
 　分ける
◎ 各章「時代思潮」 「ジャンル別概説」 「代表的作家と作
 　品」 の三部構成
◎ 代表的作品の原典抜粋を掲載し訳注を付す A5判美装/312頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）

ISBN 978-4-623-01873-4　1989年4月刊行

はしがき
イギリスとアイルランドの地図

プロローグ　イギリス文学の黎明期
時代思潮

イギリス文学の登場／アングロ・
サクソンの侵略／キリスト教の伝
来

詩概説：代表的作品
『ベオウルフ』／「十字架の夢」

散文概説

第１章　チョーサーの時代
　　　　――14・15世紀の文学

時代思潮
ノルマン人の征服／教会と国王の
確執／宗教文化と宮廷文化／中英
語の成立／社会不安

詩概説：代表的作家と作品
ジェフリィ・チョーサー『カンタ
ベリ物語』／ウィリアム・ラング
ランド『農夫ピアズ』／バラッド

「アッシャーズ・ウェルの女」
散文概説：代表的作家と作品

トマス・マロリィ『アーサー王の
死』

劇概説：代表的作品
道徳劇『エヴリマン』

第２章　シェイクスピアの時代
　　　　――16 世紀の文学

時代思潮
近代国家の成立／エリザベス女王
の治世／ルネッサンス／中世と近
代の混淆

詩概説：代表的作家と作品
エドマンド・スペンサー『妖精女
王』／『アモレッティ』／フィリッ
プ・シドニー『アストロフェルと
ステラ』

散文概説：代表的作家と作品
トマス・モア『ユートピア』／フ
ランシス・ベイコン「学問につい
て」

劇概説：代表的作家と作品
クリストファ・マーロウ『フォー
スタス博士』／ウィリアム・シェ
イクスピア『お気に召すまま』／

『ハムレット』

第３章　ミルトンの時代
　　　　―― 17 世紀の文学

時代思潮
王権神授説とピュリタン／議会と
の抗争／ピュリタン革命

詩概説：代表的作家と作品
ジョン・ダン「夜明け」／ロバー
ト・ヘリック「乙女たちに 時間を
大事にするように」／ジョージ・
ハーバート「花」／ジョン・ミル
トン「二十三歳になって」／『失
楽園』／アンドルー・マーヴェル

「はにかむ恋人へ」
散文概説：代表的作家と作品

『欽定訳聖書 : 旧約』／ジョン・
バニヤン『天路歴程』

第４章　ドライデンとポウプの時代
　　　　―― 王政復古～18世紀

  前半の文学
時代思潮

王政復古／名誉革命／繁栄の時代
／古典主義の隆盛／市民社会の成
立／経済的発展

詩概説：代表的作家と作品
ジョン・ドライデン『マック・フ
レクノウ』／アレグザンダー・ポ
ウプ『髪の毛ぬすみ』／『人間論』

散文概説：代表的作家と作品
ジョゥゼフ・アディソン『スペク
テイター』／ダニエル・デフォー

『ロビンソン・クルーソー』／ジョ
ナサン・スウィフト『つつましい
提言』

劇概説：代表的作家と作品
ウィリアム・コングリーヴ『浮世
の習い』

第５章　ジョンソンの時代
　　　　――18 世紀後半の文学

時代思潮
富国強兵／農業の発展／革新の時
代

詩概説：代表的作家と作品
ジェイムズ・トムソン「冬」／ト
マス・グレイ『墓畔の哀歌』／ロ
バート・バーンズ「遠い昔」／ウィ
リアム・ブレイク「虎」

小説・散文概説：代表的作家と作品
サミュエル・リチャードソン『パ

メラ』／ヘンリ・フィールディン
グ『トム・ジョウンズ』／ロレンス・
スターン『トリストラム・シャン
ディの生涯と意見』／サミュエル・
ジョンソン「ポウプ伝」／ジェイ
ムズ・ボズウェル『ジョンソン伝』

第６章　ワーズワスの時代
　　　　――19世紀初期の文学

時代思潮
フランス革命とその影響／工業都
市の出現

詩概説：代表的作家と作品
ウィリアム・ワーズワス「虹」／「駁
論」／サミュエル・テイラー・コ
ウルリッジ「老水夫の歌」／ジョー
ジ・ゴードン・バイロン『チャイ
ルド・ハロルドの巡歴』／パー
シィ・ビシュ・シェリィ「西風の
頌」／ジョン・キーツ「秋に」

小説・散文概説：代表的作家と作品
ウォルター・スコット『ミドロー
ジアンの心臓』／ジェイン・オー
スティン『高慢と偏見』／チャー
ルズ・ラム「夢の中の子供たち」
　　

第７章　テニソンの時代
　　　　――19世紀中期の文学

時代思潮
国力充実の時代／改革の気運／経
済的繁栄／科学的実証主義／宗教
界における改革／ヴィクトリアニ
ズム

詩概説：代表的作家と作品
アルフレッド・テニソン「砂州を
横切り」／ロバート・ブラウニン
グ「望郷の歌」／マシュウ・アー
ノルド「ドーヴァの浜辺」／ダン
テ・ゲイブリエル・ロセッティ「恋
のまなざし」

小説・散文概説：代表的作家と作品
チャールズ・ディケンズ『大いな
る遺産』／ウィリアム・メイク
ピース・サッカレイ『虚栄の市』
／シャーロット・ブロンテ『ジェ
イン・エア』／エミリィ・ブロン
テ『嵐が丘』／ジョージ・エリオッ
ト『フロス川の水車場』／ジョー
ジ・メレディス『エゴイスト』／
ルイス・キャロル『不思議の国の

アリス』／トマス・カーライル『英
雄と英雄崇拝』／ジョン・ラスキ
ン『近代画家論』

第８章　ハーディの時代
――19世紀後期～20世紀
　　初期の文学　

時代思潮
ヴィクトリア朝の凋落／帝国主義
政策／大衆化社会の発生／世紀末
の到来

詩概説：代表的作家と作品
ジェラード・マンリィ・ホプキン
ズ「長元坊」／ウィリアム・バト
ラー・イェイツ「クールの白鳥」

小説・散文概説：代表的作家と作品
サミュエル・バトラー『万人の道』
／トマス・ハーディ『ダーバヴィ
ル家のテス』／ジョウゼフ・コン
ラッド『ロード・ジム』／ジョン・
ゴールズワージィ「小春日和」／
ウォルター・ペイター『ルネッサ
ンス』

劇概説：代表的作家と作品
オスカー・ワイルド『サロメ』／
ジョージ・バーナード・ショー『ピ
グマリオン』

第９章　ジョイスの時代――現代の文学
時代思潮

二つの世界大戦／不安と危機の意
識／怒れる若者たち

詩概説：代表的作家と作品
ウィスタン・ヒュー・オーデン「み
じめな柳の木の下で」／トマス・
スターンズ・エリオット『四つの
四重奏』

小説・散文概説：代表的作家と作品
ジェイムズ・ジョイス『ユリシリー
ズ』／ヴァージニア・ウルフ『ダ
ロウェイ夫人』／デイヴィッド・
ハーバート・ロレンス『虹』／ア
イリス・マードック『鐘』

劇概説：代表的作家と作品
サミュエル・ベケット『ゴドーを待
ちながら』

イギリス文学史略年表
写真・図版出典一覧
人名索引／作品索引
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たのしく読めるイギリス文学
―― 作品ガイド150

中村邦生／木下 卓／大神田丈二 編著

150編を取り上げ，その魅力を十分に味わえるよう
に編集されたユニークなガイドブック。

◎ 各作品を見開き２ページに収めて紹介
◎ 「あらすじ」 「作品の読み方」 「作家の履歴」 「読書案内」
 　さわりの部分の引用を含め立体的に構成

A5判美装/328頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-02360-8　1994年2月刊行

はしがき

　中世から近世までの文学

『ベオウルフ』作者不詳／『ガウェイン卿と緑の
騎士』作者不詳／『農夫ピアズの夢』ラングラ
ンド／『カンタベリ物語』チョーサー／『アー
サー王の死』マロリー／『ユートピア』モア／

『妖精女王』スペンサー／『フォースタス博士』
マーロウ／『ロミオとジュリエット』シェイク
スピア／『夏の夜の夢』シェイクスピア／『ヴェ
ニスの商人』シェイクスピア／『十二夜』シェ
イクスピア／『ハムレット』シェイクスピア／

『オセロー』シェイクスピア／『リア王』シェイ
クスピア／『マクベス』シェイクスピア／『ヴォ
ルポーネ』ジョンソン／『あらし』シェイクス
ピア／『白い悪魔』ウェブスター／『唄とソネッ
ト』ダン／『失楽園』ミルトン／『天路歴程』
バニヤン

　近代の黎明期から19世紀初頭までの文学

『オルノーコ』ベイン／『ロビンソン・クルーソー』
デフォー／『ガリヴァー旅行記』スウィフト／『乞
食のオペラ』ゲイ／『人間論』ポウプ／『パミラ』
リチャードソン／『トム・ジョウンズ』フィー
ルディング／『紳士トリストラム・シャンディ
の生涯と意見』スターン／『オトラント城』ウォ
ルポール／『ヴァセック』ベックフォード／『サ
ミュエル・ジョンソン伝』ボズウェル／『無垢
と経験の歌』ブレイク／『修道士』M. G. ルイ
ス／ ｢老水夫の歌」コウルリッジ／『抒情民謡
詩集』ワーズワース，コウルリッジ／『チャイ
ルド・ハロルドの巡歴』バイロン／『高慢と偏見』
オースティン／『エンディミオン』キーツ／『フ
ランケンシュタイン』M. W. シェリー／『アイ
ヴァンホー』スコット／ ｢西風に寄せるオード」
P. B. シェリー／『放浪者メルモス』マチューリ
ン／『エリア随筆』ラム

　ヴィクトリア朝期の文学

『クリスマス・キャロル』ディケンズ／『ジェイ

ン・エア』C. ブロンテ／『嵐が丘』E. ブロンテ
／『虚栄の市』サッカレイ／『デイヴィッド・
コパフィールド』ディケンズ／『序曲』ワーズワー
ス／『イン・メモリアム』テニスン／『クラン
フォード』ギャスケル／『ふしぎの国のアリス』
キャロル／『月の石』コリンズ／『ミドルマー
チ』G. エリオット／『エレホン』バトラー／ ｢
天翔る鷹」ホプキンズ／『エゴイスト』メレディ
ス／『エピクロス主義者マリウス』ペイター／

『ジーキル博士とハイド氏』スティーヴンソン／
『緋色の研究』ドイル／『ボートの三人男』ジェ
ローム／『ダーバヴィル家のテス』ハーディ／

『ユートピアだより』モリス／『ドリアン・グレ
イの肖像』ワイルド／『ジャングル・ブック』キッ
プリング／『エスター・ウォーターズ』ムア／『サ
ロメ』ワイルド／『リリス』マクドナルド／『タ
イム・マシン』ウェルズ／『ドラキュラ』ストー
カー／『ロード・ジム』コンラッド

　20世紀初頭から第２次世界大戦までの文学

『砂の妖精』ネズビット／『フォーサイト家物語』
ゴールズワージィ／『西の地の伊達男』シング／

『老妻物語』ベネット／『木曜の男』チェスタト
ン／『楽しい川べ』グレアム／『ピーター・パン』
バリ／『息子と恋人』D. H. ロレンス／『ピグマ
リオン』ショー／『人間の絆』モーム／『ヴィク
トリア朝の著名人たち』ストレイチー／『荒地』
T. S. エリオット／『ユリシーズ』ジョイス／『園
遊会，その他』マンスフィールド／『インドへの
道』フォースター／『ジューノと孔雀』オケーシー
／『ダロウェイ夫人』ウルフ／『アクロイド殺し』
クリスティー／『知恵の七柱』T. E. ロレンス／『ク
マのプーさん』ミルン／『恋愛対位法』ハックス
リ／『塔』イエイツ／『生活の設計』カワード／『パ
リの家』ボウエン／『レベッカ』デュ・モーリア
／｢1939年９月１日」オーデン

　戦後の文学　

『飛行士たちの話』ダール／『動物農場』オーウェ
ル／ ｢ファーン・ヒル」トマス／『ブライズヘッ

ドふたたび』ウォー／『タイタス・グローン』
ピーク／『活火山の下』ラウリー／『事件の核
心』グリーン／ ｢悪い仲間」ウィルソン／『ナ
ルニア国年代記』C. S. ルイス／『地球幼年期の
終わり』クラーク／『急いで下りろ』ウェイン
／『ラッキー・ジム』エイミス／『ゴドーを待
ちながら』ベケット／『蠅の王』ゴールディン
グ／『指輪物語』トールキン／『怒りをこめて
ふり返れ』オズボーン／『年上の女』ブレイン
／『渚にて』シュート／『ヴォス』ホワイト／『ア
レキサンドリア四重奏』ダレル／『鐘』マードッ
ク／『トムは真夜中の庭で』ピアス／ ｢カマス」
ヒューズ／『長距離ランナーの孤独』シリトー
／『死を忘れるな』スパーク／『カントリー・ガー
ル』E. オブライエン／『管理人』ピンター

　新しい文学　

『時計じかけのオレンジ』バージェス／『黄金の
ノート』レッシング／『コレクター』ファウル
ズ／『碾臼』ドラブル／『広い藻の海』リース
／『ローゼンクランツとギルデンスターンは死
んだ』ストパード／『魔法の玩具店』カーター
／『第三の警官』F. オブライエン／『風のよう
な物語』ヴァン・デル・ポスト／『解放された
フランケンシュタイン』オールディス／『エク
ウス』シェーファー／『女友だち』ウェルドン
／『スクールボーイ閣下』ル・カレ／『夢幻会社』
バラード／『戦死の抱擁』ゴーディマ／『真夜
中の子供たち』ラシュディ／『オスカー・ワイ
ルドの遺言』アクロイド／『秋のホテル』ブルッ
クナー／『小さな世界』ロッジ／『死の味』P. D. 
ジェイムズ／『超哲学者マンソンジュ氏』ブラッ
ドベリ／『10 1/2章で書かれた世界の歴史』バー
ンズ／『日の名残り』イシグロ／『イノセント』
マキューアン

文献案内／図版・写真出典一覧
作家索引／作品索引
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シリーズ・はじめて学ぶ文学史 2

はじめて学ぶアメリカ文学史
板橋好枝／髙田賢一 編著

アメリカ文学史の入門書として，時代思潮，ジャン
ル別概説，代表的作家と作品をコンパクトに解説す
る。

◎ アメリカ文学の流れを 7 章に分ける
◎ 各章，「時代思潮」 「ジャンル別概説」 「代表的作家と作
　 品」の三部構成
◎ 代表的作品の原典抜粋を掲載し，訳注を付す

A5判美装/376頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-02105-5　1991年5月刊行

はしがき／アメリカの地図
序　章　アメリカ文学の背景
第１章　植民地時代の文学

――17・18世紀（1607―1800年）
時代思潮
散文概説：代表的作家と作品

コットン・マザー『アメリカにおけるキリ
ストの大いなる御業』／ジョナサン・エド
ワーズ「恐れる神の手のなかにある罪人た
ち」／ベンジャミン・フランクリン『自叙伝』

詩概説：代表的作家と作品
アン・ブラッドストリート「わが愛するや
さしい夫へ」／エドワード・テイラー「経験」

第２章　アメリカ文学の独立期
――19世紀初期（1800―1830年）

時代思潮
小説・散文概説：代表的作家と作品

チ ャ ー ル ズ・ ブ ロ ッ ク デ ン・ ブ ラ ウ ン
『ウィーランド』／ワシントン・アーヴィ
ング「リップ・ヴァン・ウィンクル」／ジェ
イムズ・フェニモア・クーパー『大草原』

詩概説：代表的作家と作品
フィリップ・フレノー「インディアンの埋
葬地」／ウィリアム・カレン・ブライアン
ト「大草原（プレアリー）」

演劇概説：代表的作家と作品
ロイアル・タイラー『コントラスト』

第３章　アメリカ文学の開花
――19世紀中期（1830―1865年）

時代思潮
小説・散文概説：代表的作家と作品

ラルフ・ウォルド・エマソン「アメリカの学者」
／ヘンリー・デイヴィッド・ソロー『ウォー
ルデン』／エドガー・アラン・ポー「アッシャー
家の崩壊」／ナサニエル・ホーソーン『緋
文字』／ハーマン・メルヴィル『白鯨』

詩概説：代表的作家と作品
ヘンリー・ウォズワス・ロングフェロウ「日
が暮れて」／ウォルト・ホイットマン「自
分自身をぼくは歌う」「戸を閉ざすな」「ル
イジアナで一本のライヴ・オークが……」
／エミリー・ディキンソン「魂は自分の友
を選ぶ――」「『死』のために停まってやる
ことができずにいたら――」

演劇概説：代表的作家と作品
ダイオン・ブーシコー『オクトルーン』

第４章　リアリズムと自然主義の文学
――19世紀後期―20世紀初頭（1865―
　　1917年）

時代思潮
小説・散文概説：代表的作家と作品

マーク・トウェイン『ハックルベリー・フィ
ンの冒険』／ウィリアム・ディーン・ハウ
エルズ『サイラス・ラパムの向上』／ヘン
リー・ジェイムズ『ある貴婦人の肖像』／
スティーヴン・クレイン『勇気の赤い勲章』
／フランク・ノリス『マクティーグ』／ケ
イト・ショパン『めざめ』／ウィラ・キャ
ザー『私のアントニーア』／セオドア・ド
ライサー『アメリカの悲劇』

詩概説：代表的作家と作品
エドガー・リー・マスターズ「サーシー・フッ
ト」／カール・サンドバーグ「ローマ人の子」
／ロバート・フロスト「消えよ，消えよ――」

演劇概説：代表的作家と作品
ウィリアム・ヴォーン・ムーディ『大分水嶺』

第５章　アメリカ文学の成熟
――1920年代―30年代（1917―1940年）

時代思潮
小説・散文概説：代表的作家と作品

シャーウッド・アンダソン『オハイオ州ワ
インズバーグ』／ F．スコット・フィツジェ
ラルド『偉大なるギャッツビー』／アーネ
スト・ヘミングウェイ『武器よさらば』／
ウィリアム・フォークナー『アブサロム，
アブサロム！』／ジョン・ドス・パソス

『U.S.A』／トマス・ウルフ『時と河について』
／ジョン・スタインベック『怒りのぶどう』

詩概説：代表的作家と作品
エズラ・パウンド『大祓』／ T．S．エリオッ
ト『荒地』／ウィリアム・カーロス・ウィ
リアムズ「ナンタケット」「壁の間に」／
ウォーレス・スティーヴンズ「壺について
の逸話」／ハート・クレイン「黒いタンバ
リン」

演劇概説：代表的作家と作品
ユージーン・オニール『楡の木陰の欲望』
／クリフォード・オデッツ『醒めて唄え！』

第６章　第二次大戦後の文学
――1940 年代―50 年代（1940―1960 年）

時代思潮
小説・散文概説：代表的作家と作品

ノーマン・メイラー『裸者と死者』／ソー
ル・ベロー『宙ぶらりんの男』／バーナー

ド・マラマッド「天使レヴィン」／ J．D．
サリンジャー『ライ麦畑でつかまえて』／
キャサリン・アン・ポーター「振られたウェ
ザロール婆ちゃん」／フラナリー・オコナー

「善人はなかなか見つからない」／トルー
マン・カポーティ「美しい子供」／ウォー
カー・パーシー『映画ファン』／ラルフ・
エリスン『見えない人間』／ジェイムズ・
ボールドウィン『もう一つの国』

詩概説：代表的作家と作品
ロバート・ロウエル「ドルフィン」／チャー
ルズ・オルスン「私 グロスターのマクシマ
スから君へ」／アレン・ギンズバーグ「カ
リフォルニアのスーパーマーケット」／ゲ
イリー・スナイダー「斧の柄」

演劇概説：代表的作家と作品
テネシー・ウィリアムズ『欲望という名の
電車』／アーサー・ミラー『セールスマン
の死』

第７章　アメリカ文学の現在
――1960年代―80年代（1960年―現在）

時代思潮
小説・散文概説：代表的作家と作品

ジョン・バース『酔いどれ草の仲買人』／
カート・ヴォネガット『チャンピオンたち
の朝食』／ウィリアム・バロウズ『ソフト・
マシーン』／ジョン・ホークス『ヴィルジ
ニー』／ドナルド・バーセルミ「ガラスの
山」／トマス・ピンチョン『競売ナンバー
49 の叫び』／トニ・モリスン『青い目がほ
しい』／アリス・ウォーカー『カラー・パー
プル』／ジョン・アーヴィング『熊を放つ』
／レイモンド・カーヴァー「ダンスしない
か」／アン・ビーティ『ラヴ・オールウェ
イズ』

詩概説：代表的作家と作品
ロバート・ブライ「ラッキパール川へのド
ライヴ」／シルヴィア・プラス「エアリエル」
／ジョン・アシュベリー「詩とは何か」

演劇概説：代表的作家と作品
エドワード・オールビー『動物園物語』／
ニール・サイモン『サンシャイン・ボーイズ』
／サム・シェパード『埋められた子供』

コラム一覧／文献案内
アメリカ文学史略年表
アメリカ作家グラフィック年表
写真・図版出典一覧
人名索引／作品・事項索引
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新版 アメリカ文学史
―― コロニアルからポストコロニアルまで

別府恵子／渡辺和子 編著

各ジャンル別作家，作品の特色をコンパクトに解説
する。

◎ 新大陸の発見から現代の現代史的動向まで
◎ 各時代の社会・文化・政治などの流れを背景に小説・
　 詩・散文・劇・批評の各ジャンル別作家，作品の特色
　 をコンパクトに解説

A5判美装/372頁　定価：3,300円（本体3,000円+税）
ISBN 978-4-623-03198-6　2000年3月刊行

新版『アメリカ文学史：コロニアルからポ
ストコロニアルまで』出版にさいして
はしがき――序にかえて
地　図

Ⅰ　1492―1820
〈時代思潮〉
第１章　散　文
〈概　説〉
１ 16世紀――先住民の時代
２ 17世紀前半
　　―― 新大陸探険とピューリタニズム
　　　　  の時代
３ 17世紀後半――ピューリタニズムの衰退
４ 18世紀前半――理性の時代
５ 18世紀後半――アメリカ独立の時代

第２章　詩
〈概説〉
１ 17世紀―― 植民地時代
２ 18世紀―― 共和国形成時代

Ⅱ　1820―1865
〈時代思潮〉
第１章　散　文
〈概説〉
１ 超越主義の時代（Ⅰ）
２ 超越主義の時代（Ⅱ）

第２章　小　説
〈概説〉
１ ロマン主義時代（Ⅰ）
２ ロマン主義時代（Ⅱ）

第３章　詩
〈概説〉
１ ロマン主義時代（Ⅰ）
２ ロマン主義時代（Ⅱ）

Ⅲ　1865―1914
〈時代思潮〉
第１章　小　説
〈概説〉
１ リアリズム文学の時代（Ⅰ）
２ リアリズム文学の時代（Ⅱ）
３ 自然主義文学の時代

第２章　劇
〈概説〉
１ アメリカ演劇の先駆者たち
２ マッケイとムーディ

Ⅳ　1914―1945
〈時代思潮〉
第１章　小　説
〈概説〉
１ モダニズムの時代
２ 1920年代
３ 1930年代

第２章　詩
〈概説〉
１ アメリカ詩確立の時代
２ モダニズムの時代
３ モダニズム展開の時代

第３章　劇
〈概説〉
１ 1920年代
２ 1930年代

Ⅴ　1945―現代
〈時代思潮〉
第１章　小　説
〈概説〉
１ 1945年から1960年頃まで
２ 1960年頃から1970年代半ば頃まで
３ 1970年代半ば頃から現代まで

第２章　詩
〈概説〉
１ 1945年から1960年頃まで
２ 1960年から80年代まで
３ 80年代以降，90年代

第３章　劇
〈概説〉
１ 1950年代
２ 1960年代
３ 1970年代
４ 80年代，90年代

第４章　批　評
〈概説〉
１ 構造主義以前
２ 構造主義とその後

アメリカ作家年表
アメリカ文学作品年表
人名・作品索引／事項索引



ここが

ポイント
!!

文
　
学

B5判美装/256頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-09077-8　2021年4月刊行

矛盾と葛藤が遍在するアメリカになぜ〈文学〉は生
まれ，どのように紡がれてきたのか。アメリカ文学
をその源流から説き起こし，歴史／文化とともに展
開していく世界を紹介する。新たな文学史，文学研
究への視角をひらく刺激的なガイドブック。

◎ アメリカ文学史の流れを歴史と文化の形成や発展のな
　 かで説明
◎ 「作家紹介」「作品紹介」「引用」「邦訳」「解釈」「問い」
の構成で55作品を見開き 2 ページで解説
◎ 作品の人物関係図を巻末に収録
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめる

シリーズ・世界の文学をひらく 3

深まりゆくアメリカ文学
―― 源流と展開

　竹内理矢／山本洋平 編著

はじめに──日本でアメリカ文学を学ぶ意義

　第Ⅰ部　アメリカ文学のコンテクスト
　　　　　──時代と社会
　１ ピューリタン文学・啓蒙主義
　　 ──信仰から道徳へ
　２ ロマン主義
　　 ──拡張する領土と越境する想像力
　３ 超越主義──アメリカの知的独立宣言
　４ アメリカン・ルネサンス
　　 ──新興国家の「文芸復興（ルネサンス）」
　５ 地方色文学──ローカルカラーの作家たち
　６ リアリズム
　　 ──ロマン主義と自然主義のはざまで
　７ 自然主義──「内面」にさようなら
　８ モダニズム前夜──〈他者〉の復権
　９ モダニズム（詩）──伝統と革新
　10 モダニズム（小説）
　　 ──客観的真実から主観的世界構築へ
　11 失われた世代──離脱と帰還
　12 サザン・ルネサンス
　　 ──故郷という桎梏へ，弁明と解放
　13 1930年代社会派小説
　　 ──世界大恐慌の時代における文学的営み
　14 黒人文学──言葉と音声のアート
　15 ハーレム・ルネサンス
　　 ──アフリカ系アメリカ人初の芸術文化運動
　16 ユダヤ系アメリカ文学──定義をめぐる冒険
　17 ビート・ジェネレーション
　　 ──反逆児たちの革新的精神
　18 ポストモダニズム（詩）
　　 ──既存の社会への対抗と新しい社会の創造
　19 ポストモダニズム（小説）
　　 「何でもあり」の世界？
　20 ネイチャーライティング──自然体験の文学
　21 現代文学
　　 ──物語の作り手を取り巻くふたつの「9.11」から
　22 日系・中国系・コリア系文学
　　 ──その歴史と現在
　23 先住民文学
　　 ──部族社会とアメリカ社会の往還

　第Ⅱ部　アメリカ文学のテクスト
　　　　　──作家と作品
　１ アン・ブラッドストリート
　　 「愛しい優しい夫へ」
　２ チャールズ・ブロックデン・ブラウン　
　　 『ウィーランド』
　３ ワシントン・アーヴィング
　　 『スケッチ・ブック』
　４ ジェイムズ・フェニモア・クーパー
　　 『モヒカン族の最後』
　５ エドガー・アラン・ポー
　　 「アッシャー家の没落」
　６ ラルフ・ウォルドー・エマソン『自然』
　７ ヘンリー・デイヴィッド・ソロー
　　 『ウォールデン　森の生活』
　８ ナサニエル・ホーソーン『緋文字』
　９ ハーマン・メルヴィル『白鯨』
　10 ハーマン・メルヴィル「書記バートルビー」

　11 フレデリック・ダグラス
　　 『フレデリック・ダグラス自伝──アメリカの奴隷』
　12 ハリエット・ビーチャー・ストウ
　　 『アンクル・トムの小屋』
　13 ヘンリー・ワズワース・ロングフェロー
　　 「二番苅り」
　14 ウォルト・ホイットマン『草の葉』
　15 エミリ・ディキンスン
　　 「これは世界にむけた私の手紙です」
　16 マーク・トウェイン
　　 『ハックルベリー・フィンの冒険』
　17 ヘンリー・ジェイムズ『大使たち』
　18 ケイト・ショパン『目覚め』
　19 スティーヴン・クレイン『街の女マギー』
　20 ロバート・フロスト
　　 「雪の夜　森に立ち止まって」
　21 セオドア・ドライサー『アメリカの悲劇』
　22 イーディス・ウォートン『無垢の時代』
　23 ウィラ・キャザー『教授の家』
　24 シンクレア・ルイス『メイン・ストリート』
　25 シャーウッド・アンダーソン
　　 『ワインズバーグ・オハイオ』
　26 T・S・エリオット
　　 『プルーフロックとその他の観察』
　27 エズラ・パウンド「地下鉄の駅にて」，「協定」
　28 ハート・クレイン『橋』
　29 エレン・グラスゴー『不毛の大地』
　30 トマス・ウルフ『天使よ故郷を見よ』
　31 F・スコット・フィッツジェラルド
　　 『グレート・ギャツビー』
　32 アーネスト・ヘミングウェイ『われらの時代』
　33 ウィリアム・フォークナー『響きと怒り』
　34 ウィリアム・フォークナー『八月の光』
　35 ジョン・スタインベック『怒りの葡萄』
　36 ユードラ・ウェルティ『デルタの結婚式』
　37 ゾラ・ニール・ハーストン
　　 『彼らの目は神を見ていた』
　38 リチャード・ライト『アメリカの息子』
　39 ラルフ・エリソン『見えない人間』
　40 テネシー・ウィリアムズ
　　 『欲望という名の電車』
　41 アーサー・ミラー『セールスマンの死』
　42 トルーマン・カポーティ『遠い声，遠い部屋』
　43 J・D・サリンジャー
　　 『キャッチャー・イン・ザ・ライ』
　44 バーナード・マラマッド「白痴が先だ」
　45 レイモンド・カーヴァー「大聖堂」
　46 カーソン・マッカラーズ
　　 『結婚式のメンバー』
　47 フラナリー・オコナー「火の中の輪」
　48 ヴラジーミル・ナボコフ『淡い焔』
　49 ジェイムズ・ボールドウィン
　　 「サニーのブルース」
　50 トニ・モリスン『ビラヴィド』
　51 トマス・ピンチョン
　　 『競売ナンバー49の叫び』
　52 ポール・オースター『ムーン・パレス』
　53 レスリー・マーモン・シルコウ『儀式』
　54 コーマック・マッカーシー
　　 『ブラッド・メリディアン──西部の夕暮れの赤』

　55 ゲーリー・スナイダー『終わりなき山河』

　第Ⅲ部　アメリカ文学への新視点
　　　　　──豊穣な世界へ
一　人間の一生とアメリカ文学
　１ 子ども
　　 ──アメリカのセルフイメージとのかかわり
　２ ジェンダー
　　 ──文学と社会のインターフェイス
　３ 愛
　　 ──『グレート・ギャツビー』における
　　 　　〈異性愛〉と〈非・異性愛〉
　４ 友情
　　 ──アメリカ文学を特徴づける理想的な絆
　５ 感傷──抑圧の回帰
　６ 結婚──文明化のくびき
　７ 家族──「あの夕陽」，告白
　８ 老い
　　 ──「若さ」に執着するアメリカを
　　 　　逆照射する視点

二　社会／文化とアメリカ文学
　１ 人種──他者と贖罪
　２ 階級──階層上昇の夢と現実
　３ お金──この流動的で信用ならないもの
　４ 都市──時代と共に変化する姿
　５ 近代──光と影，『響きと怒り』
　６ 戦争
　　 ──民主主義国家の戦争という深刻な矛盾
　７ 宗教
　　 ──アメリカ文学の根底に流れる思考の枠組み
　８ スピリチュアリズム──霊との交信と社会改革

三　動植物とアメリカ文学
　１ 動物──文学に描かれた不条理な生
　２ 植物──時空を超えるライラックの香り

四　表象文化とアメリカ文学
　１ 絵画──アメリカ風景論の出発点
　２ 映画──原作との共鳴，新たな発見
　３ 音楽──文学と生活者の接地点
　４ 写真──リアリズムの座標軸

五　世界文学とアメリカ文学
　１ イギリス文学から見た視点
　 　──アメリカ臭の出所とは？
　２ フランス文学から見た視点
　　 ──フォークナーの光
　３ ドイツ文学から見た視点
　　 ──大空のもとの自由と孤独
　４ ラテンアメリカ文学から見た視点
　　 ──もう一つの〈アメリカ〉
　５ 中国文学から見た視点
　　 ──アメリカン・ドリームと「中国夢」
　６ 日本文学から見た視点──影響から交流へ

おわりに──これからのアメリカ文学研究
人物関係図／文献案内
事項索引／人名・作品（著作）名索引
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B5判美装/258頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-09076-1　2021年4月刊行

古代から現代まで，歴史ものや恋愛小説，詩または
哲学書など，多種多様な55作品を厳選し，作品の面
白さを紹介するとともに，作品の背後に広がる奥深
い世界へ誘う。フランス文学とは何なのか，何が面
白いのかと考えるすべての人に届けたい一冊。

◎ 第Ⅰ部と第Ⅱ部が有機的かつ複層的につながっている
　 のが本書の最大の特徴
◎ フランス文学のひろがりを地図「本書をめぐる旅」で
　 表す
◎ 55作品を見開き 2 ページで明快に解説。「これは読ん
でみたい！」と思う作品に必ず出会える
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめる

シリーズ・世界の文学をひらく 2

フランス文学の楽しみかた
―― ウェルギリウスからル・クレジオまで

　永井敦子／畠山 達／黒岩 卓 編著

はじめに
地図──本書をめぐる旅

　第Ⅰ部　ここが面白いフランス文学
　　　　　──作品・作家紹介
　第Ⅰ部へようこそ
一　古　代
　１ ウェルギリウス『アエネーイス』

二　中　世
　２ 『ローランの歌』
　３ トマ『トリスタンとイズー』
　４ 『アーサー王の死』
　５ 『ジャンヌ・ダルク処刑裁判』
　６ フランソワ・ヴィヨン『形見』

三　16世紀
　７ フランソワ・ラブレー『ガルガンチュア物語』
　８ ジャン・カルヴァン『キリスト教綱要』
　９ ピエール・ド・ロンサール『恋愛詩集』
　10 ミシェル・ド・モンテーニュ『エセー』

四　17世紀
　11 ルネ・デカルト『方法序説』
　12 ブレーズ・パスカル『パンセ』
　13 ピエール・コルネイユ『噓つき男』
　14 モリエール『お嫁さんの学校』
　15 ジャン・ラシーヌ『アンドロマック』
　16 ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ『寓話集』
　17 シャルル・ペロー『昔話集』

五　18世紀
　18 アベ・プレヴォー『マノン・レスコー』
　19 ヴォルテール『カンディードまたは最善説』
　20 ドゥニ・ディドロ『ラモーの甥』
　21 ジャン＝ジャック・ルソー
　　 『孤独な散歩者の夢想』
　22 レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ『パリの夜』
　23 マルキ・ド・サド『閨房哲学』

六　19世紀
　24 スタンダール『パルムの僧院』
　25 オノレ・ド・バルザック『ゴリオ爺さん』
　26 ヴィクトル・ユゴー
　　 『ノートル＝ダム・ド・パリ』

　27 アレクサンドル・デュマ
　　 『モンテ＝クリスト伯』
　28 テオフィル・ゴーティエ
　　 「死霊の恋」他幻想短編集
　29 アレクサンドル・デュマ・フィス『椿姫』
　30 ジェラール・ド・ネルヴァル『火の娘たち』
　31 シャルル・ボードレール『悪の華』
　32 ギュスタヴ・フローベール
　　 『ボヴァリー夫人』
　33 ジュール・ヴェルヌ『地底旅行』
　34 エミール・ゾラ『ボヌール・デ・ダム百貨店』
　35 アルチュール・ランボー
　　 『イリュミナシオン』
　36 ステファヌ・マラルメ『サイコロの一振り』
　37 ジョリ＝カルル・ユイスマンス『彼方』
　38 オスカー・ワイルド『サロメ』
　39 ジョルジュ・ローデンバック
　　 『死都ブリュージュ』

七　20世紀
　40 ポール・ヴァレリー「テスト氏との一夜」
　41 モーリス・ルブラン『奇岩城』
　42 マルセル・プルースト
　　 『失われた時を求めて』
　43 アンドレ・ジッド『贋金つくり』
　44 フランソワ・モーリヤック
　　 『テレーズ・デスケルー』
　45 ジョルジュ・ベルナノス『田舎司祭の日記』
　46 ルイ＝フェルディナン・セリーヌ
　　 『夜の果ての旅』
　47 アンドレ・マルロー『人間の条件』
　48 アンドレ・ブルトン『ナジャ』
　49 ジャン＝ポール・サルトル『文学とは何か』
　50 アルベール・カミュ『ペスト』
　51 ジャン・ジュネ『薔薇の奇跡』
　52 エメ・セゼール『帰郷ノート』
　53 アラン・ロブ＝グリエ『消しゴム』
　54 マルグリット・デュラス『愛人』
　55 J.M.G. ル・クレジオ『砂漠』

　第Ⅱ部　その一歩先へ
　　　　　──文学のあり方とさまざまなテーマ
　第Ⅱ部へようこそ
一　フランス語・フランス文学の変遷と日本
　１ フランス文学と日本

　２ 「フランス文学史」の誕生
　３ 日本におけるフランス文学の翻訳
　４ フランス語の形成と辞書の歴史
　コラム１ 地方語

二　世界に働きかける文学
　１ 文学は「役に立つ」のか
　２ 闘争としての文学
　３ 英雄像の変遷
　４ ジャーナリズムの誕生
　５ 神の探究
　コラム２ 文筆家とスポンサー

三　フランス語で書く人々とその背景
　１ ヨーロッパのフランス語圏文学
　２ 旧植民地のフランス語圏文学
　３ ラテン語とフランス語
　４ 旅行者
　５ パリ
　コラム３ カフェ

四　多様な芸術との関わり
　１ 絵画・美術批評
　２ オペラ・バレエ
　３ 演劇
　４ 映画
　５ 建築・庭園
　６ 料理
　コラム４ 宝塚歌劇とフランス

五　人間をとらえるさまざまな視点
　１ 自己
　２ ファム・ファタルとオム・ファタル
　３ 結婚とその外
　４ 同性愛
　５ 狂気・ドラッグ
　６ 牢獄
　コラム５ 日記

読書案内／人名・作品名索引
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ドイツ文学にはなかなかスゴイ作品がある！　読ん
で楽しめる70作品を厳選し，作品の魅力や読むこと
の意味を提示するとともに，ドイツ文学の歴史と広
がりを明快に解説。思い思いに「ドイツ文学」を描
いてもらいたい，すべての人にひらかれた一冊。

◎ ドイツらしさを伝える16テーマを 4 ページでショー
　 トストーリー風に語る
◎ 70作品を見開き２ページで明快に解説
◎ ドイツ文学と他の国の文学との交流を描く
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめる
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ドイツ文学の道しるべ
―― ニーベルンゲンから多和田葉子まで

　畠山 寛／吉中俊貴／岡本和子 編著

はじめに──若きドイツ文学の悩み
　第Ⅰ部　なかなかスゴイ！
　　　　　こころを揺さぶるドイツ文学
　１ 『ニーベルンゲンの歌』
　２ 『ティル・オイレンシュピーゲル』
　３ 『若きウェルテルの悩み』
　 　ヨーハン・ヴォルフガング・ゲーテ
　４ 『賢者ナータン』
　 　ゴットホルト・エフライム・レッシング
　５ 『ドン・カルロス』フリードリヒ・シラー
　６ 『アントン・ライザー』
　 　カール・フィリップ・モーリッツ
　７ 『永遠平和のために』イマニュエル・カント
　８ 『金髪のエックベルト』ルートヴィヒ・ティーク
　９ 『ジーベンケース』ジャン・パウル
　10 『ルツィンデ』フリードリヒ・シュレーゲル
　11 『パンと葡萄酒』フリードリヒ・ヘルダーリン
　12 『青い花』
　 　ノヴァーリス／フリードリヒ・フォン・ハルデンベルク
　13 『チリの地震』ハインリヒ・フォン・クライスト
　14 『少年の魔法の角笛』
　 　アヒム・フォン・アルニム／クレメンス・ブレンターノ
　15 『ドイツ炉辺ばなし集』
　 　ヨーハン・ペーター・ヘーベル
　16 『グリム童話集』
　 　ヤーコプ・グリム／ヴィルヘルム・グリム
　17 『砂男』
　 　エルンスト・テオドール・アマデウス・ホフマン
　18 『歌の本』ハインリヒ・ハイネ
　19 悲劇『ファウスト』
　 　ヨーハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ
　20 『レンツ』ゲオルク・ビューヒナー
　21 『ヴォイツェク』ゲオルク・ビューヒナー
　22 『石さまざま』（「水晶」）
　 　アーダルベルト・シュティフター
　23 『村のロメオとユリア』ゴットフリート・ケラー
　24 『毛皮を着たヴィーナス』ザッハー・マゾッホ
　25 『悲劇の誕生』
　 　フリードリヒ・ヴィルヘルム・ニーチェ
　26 『ハイジ』ヨハンナ・シュピーリ
　27 『ツァラトゥストラはこう語った』
　 　フリードリヒ・ヴィルヘルム・ニーチェ
　28 『白馬の騎手』テオドール・シュトルム
　29 『踏切番ティール』ゲアハルト・ハウプトマン
　30 『エフィ・ブリースト』
　 　テオドール・フォンターネ
　31 『魂の年』シュテファン・ゲオルゲ
　32 『グストル少尉』アルトゥル・シュニッツラー
　33 『チャンドス卿の手紙』
　 　フーゴー・フォン・ホーフマンスタール

　34 『ある神経病者の回想録』
　 　ダニエル・パウル・シュレーバー
　35 『トニオ・クレーガー』トーマス・マン
　36 『モラルと犯罪』カール・クラウス
　37 『マルテの手記』ライナー・マリア・リルケ
　38 『みつばちマーヤの冒険』
　 　ヴァルデマール・ボンゼルス
　39 『モルグとその他の詩』ゴットフリート・ベン
　40 『変身』フランツ・カフカ
　41 「深い淵の底から」ゲオルク・トラークル
　42 『訴訟』フランツ・カフカ
　43 『不気味なもの』ジークムント・フロイト
　44 『デーミアン』ヘルマン・ヘッセ
　45 『ドゥイノの悲歌』ライナー・マリア・リルケ
　46 『魔の山』トーマス・マン
　47 『盗賊』ローベルト・ヴァルザー
　48 『三文オペラ』ベルトルト・ブレヒト
　49 『ベルリン・アレクサンダー広場』
　 　アルフレート・デーブリーン
　50 『総動員』エルンスト・ユンガー
　51 『ファービアン』エーリヒ・ケストナー
　52 『特性のない男』ローベルト・ムージル
　53 『ピネベルク，明日はどうする !?』
　 　ハンス・ファラダ
　54 『ラデツキー行進曲』ヨーゼフ・ロート
　55 『複製技術時代の芸術作品』
　 　ヴァルター・ベンヤミン
　56 『一九〇〇年頃のベルリンの幼年時代』
　 　ヴァルター・ベンヤミン
　57 『昨日の世界』シュテファン・ツヴァイク
　58 『ウェルギリウスの死』ヘルマン・ブロッホ
　59 『老貴婦人の訪問』
　 　フリードリヒ・デュレンマット
　60 『ブリキの太鼓』ギュンター・グラス
　61 『群衆と権力』エリアス・カネッティ
　62 『三十歳』インゲボルク・バッハマン
　63 『誰でもない者の薔薇』パウル・ツェラン
　64 『ペナルティキックを受けるゴールキーパー
　 　の不安』ペーター・ハントケ
　65 『モモ』ミヒャエル・エンデ
　66 『ハムレットマシーン』ハイナー・ミュラー
　67 『消去』トーマス・ベルンハルト
　68 『空襲と文学』W・G・ゼーバルト
　69 『光なし』エルフリーデ・イェリネ
　70 『献灯使』多和田葉子
　第Ⅱ部　ドイツ文学の森を散策しよう
一　講義の前に
　１ ドイツの歴史を大づかみにスケッチ
　２ 座談会企画──ウィーン vs ベルリン
　コラム１ バロック

二　拠りどころを求めて
　１ 神なき時代のドイツ文学
　　 ──文学の源泉としてのニヒリズム
　２ 憧れに彩られた幻の故郷「古代ギリシア」
　３ ドイツ近代の文学
　 　──芸術における中世の受容
　４ 異国から見たドイツ
　 　──旅，移住，亡命がひらく新たな文学
　５ 翻訳というジャンル
　 　──文化をはぐくみ豊かにするチャレンジ
　コラム２ 科学者たち
　 　──科学と文学の間にはたらく親和力
三　もがき苦しんでGefunden?!
　１ 批評文学の系譜
　 　──レッシングからアドルノまで
　２ 幻想文学 vs. 推理小説
　３ 反省の達人
　 　──戦後・現代ドイツの文化史講義
　コラム３ 教養小説──「自分探し」の精神史
四　戦争と制度
　１ 戦争とドイツ文学
　２ 検閲と焚書
　３ ギムナジウム（学校）と文学
　コラム４ 歌うドイツ語
五　愛され願望？
　１ 「ゲーテと…」
　　 ──詩人たちを結んだ友情と愛憎
　２ 音と言葉──詩人と作曲家の微妙な関係
　３ ドイツ文学恋愛事情
　コラム５ わたしたちのイチオシ！
　第Ⅲ部　世界との交流
　１ 日本のドイツ文学者
　　 ──文化移入の歴史とその行方
　２ 日本語文学から見たドイツ文学
　　 ──教養主義から大衆化，アヴァンギャルドへ
　３ 中国文学から見たドイツ文学
　　 ──沈鐘派の内省から〈共苦〉へ
　４ ロシア文学から見たドイツ文学
　　 ──吹雪の国の熱血教師
　５ アメリカ文学から見たドイツ文学
　　 ──フランツ・カフカと村上春樹
　６ イスパノアメリカ文学から見たドイツ文学
　　 ──夜の鏡
　７ イギリス文学から見たドイツ文学
　　 ──魔法と悪魔と『クラバート』
　８ フランス文学から見たドイツ文学
　　 ──隣人の教え
読書案内／第Ⅰ部の肖像・サイン出典一覧
人名・作品名索引／事項索引
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B5判美装/266頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09283-3　2022年2月刊行

いく千年にもわたる膨大な作品の山から，苦渋の果
てに72作品を厳選し，作品の面白さを伝えるととも
に，ユニークな視点や切り口から中国文学の様々な
読み方を提案。読んで味わえる刺激的なガイド。「コ
ラム」や「読書案内」等も収録。

◎ 各項目見開きページで解説
◎ コラムでは一癖ありそうな人物を厳選して紹介
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめる
◎ 読書案内や年表など巻末資料も充実
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中国文学をつまみ食い
―― 『詩経』から『三体』まで

　武田雅哉／加部勇一郎／田村容子 編著

はじめに──そそられたものから，どうぞ
地　図

　第Ⅰ部　主
メインディッシュ

菜──作者と作品
一　先秦・漢魏六朝
　先秦・漢魏六朝の文学の流れ
　１ 『詩経』
　２ 楚辞
　３ 『荘子』
　４ 『史記』
　５ 『山海経』
　６ 『捜神記』
　７ 『世説新語』
　８ 陶淵明
　９ 『列子』
　10 『文選』
　11 『玉台新詠』
　12 漢訳仏典
　13 神話と伝説

二　隋・唐・宋
　隋・唐・宋の文学の流れ
　14 唐宋の伝奇と志怪
　15 張鷟『遊仙窟』
　16 李白・杜甫
　17 韓愈・柳宗元
　18 白居易・李商隠
　19 宋詩・宋詞
　20 蘇東坡

三　元・明・清
　元・明・清の文学の流れ
　21 王実甫『西廂記』
　22 高明『琵琶記』
　23 瞿佑『剪灯新話』
　24 『三国演義』
　25 『水滸伝』
　26 『西遊記』
　27 『金瓶梅』
　28 『封神演義』
　29 『楊家将演義』
　30 三言二拍
　31 董若雨『西遊補』
　32 李漁『十二楼』
　33 蒲松齢『聊斎志異』
　34 洪昇『長生殿』・孔尚仁『桃花扇』
　35 呉敬梓『儒林外史』
　36 曹雪芹『紅楼夢』
　37 袁枚『子不語』

　38 紀昀『閲微草堂筆記』
　39 沈復『浮生六記』
　40 李汝珍『鏡花縁』
　41 韓邦慶『海上花列伝』
　42 李伯元『官場現形記』
　43 劉鶚『老残遊記』

四　中華民国
　中華民国の文学の流れ
　44 魯迅『阿Ｑ正伝』
　45 周作人『周作人読書雑記』
　46 郁達夫『沈淪』
　47 張天翼『大林と小林』
　48 廃名『橋』
　49 巴金『家』
　50 茅盾『子夜』
　51 沈従文『辺城』
　52 曹禺『雷雨』
　53 蕭紅『生死の場』
　54 老舎『駱駝祥子』
　55 丁玲『霞村にいた時』
　56 張愛玲『沈香屑 第一炉香』
　57 趙樹理『小二黒の結婚』
　58 銭鍾書『囲城』
　59 民国期の詩──蝶の詩史（上）

五　1949年以降
　1949年以降の文学の流れ
　60 袁珂『中国古代神話』
　61 金庸の武俠小説
　62 汪曾祺「受戒」
　63 莫言『赤い高粱』
　64 中華人民共和国期の詩──蝶の詩史（下）
　65 高行健『逃亡』
　66 王安憶『おじさんの物語』
　67 閻連科『炸裂志』
　68 余華『兄弟』
　69 残雪『暗夜』
　70 劉慈欣『三体』
　71 白先勇（台湾の文学）
　72 頼声川（台湾の演劇）

　第Ⅱ部　小
スナック

吃──中国文学への多様なアプローチ
一　何語で書くか，何文字で書くか
　１ 文言と白話
　２ 中国の方言文学
　３ 域外の中国文学（台湾・香港・マレーシア）
　４ 非中国語で書かれた中国文学（少数民族）

　５ 非中国語で書かれた中国文学（日本語）
　６ 非中国語で書かれた中国文学（英語）
　コラム１ 世界は舌先三寸に──王婆
　コラム２ 好きなんだから仕方ない──潘金蓮

二　ヴィジュアルとのコラボレーション
　１ 絵画
　２ 芝居と語り物
　３ 映画とテレビ
　４ 漫画
　５ アニメーション
　コラム３ 美少女戦士の元祖──聶隠娘
　コラム４ 美女二様──林黛玉と薛宝釵

三　さまざまなジャンルと形態
　１ どこでも行っちゃう──旅行文学
　２ なんでも記録する──筆記小説
　３ 犯罪と謎解き──ミステリー小説
　４ 科学と幻想──ＳＦ小説
　５ 花よ蝶よ鴛鴦よ──鴛鴦蝴蝶派小説
　６ 語る，聞く，記録する──民話
　７ 通俗小説に作者はいるの？
　８ 文学を整理する──類書・叢書・全集
　９ みんなで読めば大勝利！──御用文学
　10 終わらせたくない病──後・続・新の小説
　11 ポルノグラフィ──思い邪無し
　12 男と女を越えて──異性装と同性愛の文学
　13 清末の画報──志怪の伝統と画文一致の快楽
　コラム５ とりあえずなんか食おう──猪八戒
　コラム６ この世もあの世も裁いちゃう──包公

四　世界から見た中国文学
　１ ヨーロッパ19世紀以前
　２ ヨーロッパ19世紀以後
　３ アメリカ
　４ ロシア
　５ 朝鮮・韓国
　６ ベトナム
　７ 日本
　コラム７ 不正があれば呼んでくれ──済公
　コラム８ なんでも聞いておくれ──厳君平と張華
　コラム９ まわりがやってくれるから──劉備・三蔵
　コラム10 半匿名性の主人公？──張三李四

読書案内
歴史・文化年表
事項索引
人名・作品名索引



ここが

ポイント
!!

文
　
学

はじめに──ロシア文学の「現場」から始まる旅へ
地　図
序
　１ ロシア文学の時間
　２ ロシア文学の空間
　３ ロシア文学の言語

第Ⅰ部　テクスト──ロシア文学の作家と作品
Ａ　中世文学
　イントロダクション　中世文学
　１ 『ボリスとグレープの物語』
　２ 『イーゴリ軍記』
　３ 『アヴァークム自伝』
Ｂ　19世紀の文学
　イントロダクション　19世紀のロシア文学
　１ ニコライ・カラムジン『哀れなリーザ』
　２ アレクサンドル・プーシキン『ベールキン物語』
　３ アレクサンドル・プーシキン『青銅の騎士』
　４ ニコライ・ゴーゴリ『査察官』（『検察官』）
　５ ミハイル・レールモントフ『現代の英雄』
　６ ニコライ・ゴーゴリ『外套』
　７ イワン・ツルゲーネフ『猟人日記』
　８ イワン・ゴンチャローフ『オブローモフ』
　９ イワン・ツルゲーネフ『その前夜』
　10 フョードル・ドストエフスキー『罪と罰』
　11 アレクサンドル・ゲルツェン『過去と思索』
　12 フョードル・ドストエフスキー『白痴』
　13 レフ・トルストイ『戦争と平和』
　14 ミハイル・サルトゥイコフ = シチェドリン
　　 『ある町の歴史』
　15 ニコライ・レスコフ『魅せられた旅人』
　16 ニコライ・ネクラーソフ
　　 『ロシアは誰に住みよいか』
　17 レフ・トルストイ『アンナ・カレーニナ』
　18 アレクサンドル・オストロフスキー
　　 『持参金のない娘』
　19 フセヴォロド・ガルシン『赤い花』
　20 フョードル・ソログープ『光と影』
　21 マクシム・ゴーリキー『チェルカッシ』
　22 アントン・チェーホフ『谷間にて』
　23 アントン・チェーホフ『三人姉妹』
　24 マクシム・ゴーリキー『どん底』
Ｃ　20世紀の文学
　イントロダクション　20 世紀のロシア文学
　１ アレクセイ・レーミゾフ
　　 『お陽さまを追って（ポーソロニ）』
　２ アンドレイ・ベールイ『銀の鳩』

　３ ヴェリミール・フレーブニコフ『カー』
　４ アレクサンドル・ブローク『十二』
　５ マリーナ・ツヴェターエワ『私の軽やかな歩み』
　６ エヴゲーニー・ザミャーチン『われら』
　７ ユーリー・オレーシャ『羨望』
　８ ウラジーミル・マヤコフスキー『南京虫』
　９ ニコライ・オストロフスキー
　　 『鋼鉄はいかに鍛えられたか』
　10 アンドレイ・プラトーノフ『ジャン』
　11 アンナ・アフマートワ『レクイエム』
　12 イサーク・バーベリ『ディ・グラッソ』
　13 イワン・ブーニン
　　 『アルセーニエフの人生　青春』
　14 ミハイル・ブルガーコフ『巨匠とマルガリータ』
　15 ミハイル・ショーロホフ『静かなドン』
　16 アレクセイ・トルストイ『苦悩の中を行く』
　17 ミハイル・ゾーシチェンコ『日の出前』
　18 ウラジーミル・ナボコフ『賜物』
　19 ボリス・パステルナーク『ドクトル・ジヴァゴ』
　20 ワシーリー・グロスマン『人生と運命』
　21 アレクサンドル・ソルジェニーツィン
　　 『イワン・デニーソヴィチの一日』
　22 ヴェネディクト・エロフェーエフ
　　 『酔どれ列車，モスクワ発ペトゥシキ行』
　23 アンドレイ・ビートフ『プーシキンの家』
　24 サーシャ・ソコロフ『馬鹿たちの学校』
　25 ワレンチン・ラスプーチン
　　 『生きよ，そして記憶せよ』
　26 アンドレイ・シニャフスキー／
 　　アブラム・テルツ『おやすみなさい』
　27 ファジーリ・イスカンデル
　　 『チェゲムのサンドロおじさん』
Ｄ　現代の文学
　イントロダクション　現代のロシア文学
　１ スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチ
　　 『戦争は女の顔をしていない』
　２ セルゲイ・ドヴラートフ『かばん』
　３ ヨシフ・ブロツキー『私人』
　４ リュドミラ・ウリツカヤ『ソーネチカ』
　５ ヴィクトル・ペレーヴィン
　　 『チャパーエフと空虚』
　６ ボリス・アクーニン『堕天使殺人事件』
　７ ウラジーミル・ソローキン『青い脂』
　８ リュドミラ・ペトルシェフスカヤ
　　 『私のいた場所』
Ｅ　ロシアの詩
　イントロダクション　ロシアの詩
　１ ロシア詩の黎明

　２ プーシキンとその時代
　３ 市民詩と純粋芸術詩の時代
　４ 象徴主義とアクメイズム
　５ アヴァンギャルドとオベリウ
　６ ソ連中─後期の詩

第Ⅱ部　コンテクスト──ロシア文学とその周辺
Ａ　ロシアの思想・批評
　１ 西欧派とスラヴ派
　２ ニヒリストと革命的民主主義者
　３ ナロードニキ思想とマルクス主義
　４ ロシア・コスミズム
　５ ロシア・フォルマリズム
　６ バフチンとその周辺
　７ モスクワ = タルトゥー学派
Ｂ　ロシアの心象地理
　１ 自己表象としてのペテルブルク神話
　２ 他者表象としてのコーカサス
　３ 原風景としての中部ロシア
　４ 境界上のウクライナ
Ｃ　ロシア文学の周辺
　１ ロシア正教・古儀式派（分離派）・セクト
　２ コサック
　３ ユダヤ人
　４ ナロードとインテリゲンツィア
　５ メディアと読者
　６ 亡命文学
　７ ソ連多民族文化
　８ 絵画
　９ 映画
　10 演劇
　11 音楽
D　世界の中のロシア文学
　１ ロシア文学とフランス文学
　２ ロシア文学とドイツ文学
　３ ロシア文学とイギリス文学
　４ ロシア文学と日本文学
　５ ロシア文学とアメリカ文学
　６ ロシア文学と中国文学
　７ ロシア文学とラテンアメリカ文学
読書案内
人名索引
作品（著作）名索引
事項索引
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ロシア文学からの旅
―― 交錯する人と言葉

中村唯史／坂庭淳史／小椋 彩 編著

B5判美装/256頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09400-4　2022年5月刊行

民族や国家の枠組みを超え，交錯する人と言葉を軸
に，ロシア文学の「現場」へ誘う。最新の知見にも
とづき作家・作品研究とテーマ研究を見開き２頁で
解説。「ロシア」を世界へ，「文学」を時代や状況へ
とひらく新しいテキスト。

◎ 各項目の冒頭に作品やテーマの鍵となる原文と日本語訳を掲げる
◎ 第Ⅰ部の各項目は言葉から作品へ，作品から作家へ，そして作
　 家を取り巻く思潮や社会状況へと，見開き 2 頁で解説
◎ 作家と作家，作品やテーマ間の相互関係をクロスレファレンスで
　 示す
◎ 図版を豊富に掲載しビジュアルでも楽しめる
◎ 巻末には学びを深めるための読書案内を収録
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B5判美装/266頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09284-0　2022年2月刊行

日本文学を学ぶ上で重要なテーマを扱った第Ⅰ部と
いまを軸に作家・作品を75項目厳選し，現代から古
代の順に配列した第Ⅱ部の二部構成。最新の知見に
基づきわかりやすく解説する。日本文学の地図・見
取り図を提供する新しい一冊。

◎ 初学者から日本文学に関心のある一般読者を対象
◎ 第一線で活躍する専門家による執筆
◎ レポート課題や卒論に役立つ
◎ 事典的な使い方もできる，一項目読み切り型
◎ 図版を豊富に掲載し，ビジュアルでも楽しめる
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日本文学の見取り図
―― 宮崎駿から古事記まで

　千葉一幹／西川貴子／松田 浩／中丸貴史 編著

はじめに
序──日本文学をひらくために

　第Ⅰ部　日本文学の今を知る
　　　　　──テーマ・話題

一　超時代編
　１ メディア──古典：
　　 日本古典文学を伝えた
　　 メディア
　２ メディア──近現代：
　　 「作家」という職業
　３ 異界──古典
　４ 異界──近現代
　５ ジェンダー──古典
　６ ジェンダー──近現代：
　　 村上春樹「納屋を焼く」
　　 と男性性の不協和音
　７ 戦争──古典
　８ 戦争──近現代
　９ 政治と文学──古典：
　　 文章経国思想
　10 政治と文学──近現代：
　　 立身出世
　11 旅──古典（古代・中世）
　12 旅──古典（近世）
　13 旅──近現代：
　　 風景／観光

二　古典編
　１ 神話と正史
　２ 和歌
　３ 勅撰和歌集の思想
　４ 物語
　５ 日記
　６ 注釈
　７ 仏教
　８ 説話

　９ 芸能
　10 絵画（絵巻・絵本）
　11 国学

三　近現代編
　１ 恋愛
　２ 資本主義
　３ 子ども
　４ 病
　５ 精神分析／家族
　６ 日本語
　７ 探偵小説
　８ 文芸批評
　９ 社会と文学
　10 占領下・検閲

　第Ⅱ部　日本文学史を彩る
　　　　　（作った）名作・
　　　　　作家たち

一　現　代
　１ 宮崎　駿
　２ 村上春樹
　３ 大江健三郎
　４ 川上未映子
　５ 吉本ばなな
　６ 目取真　俊
　７ 多和田葉子
　８ 川上弘美
　９ 松浦理英子
　10 笙野頼子
　11 リービ英雄
　12 津島佑子
　13 中上健次
　14 石牟礼道子
　15 松本清張

二　近　代
　16 三島由紀夫
　17 織田作之助
　18 太宰　治
　19 坂口安吾
　20 小林多喜二
　21 梶井基次郎
　22 川端康成
　23 宮沢賢治
　24 吉屋信子
　25 江戸川乱歩
　26 芥川龍之介
　27 石川啄木
　28 岡本かの子
　29 谷崎潤一郎
　30 萩原朔太郎
　31 志賀直哉
　32 有島武郎
　33 与謝野晶子
　34 柳田國男
　35 泉　鏡花
　36 島崎藤村
　37 田山花袋
　38 樋口一葉
　39 尾崎紅葉
　40 徳冨蘆花
　41 幸田露伴
　42 夏目漱石
　43 正岡子規
　44 二葉亭四迷
　45 森　鷗外

三　近　世
　46 『南総里見八犬伝』
　47 『東海道四谷怪談』
　48 菅　茶山──江戸漢詩

　49 『雨月物語』
　50 『曾根崎心中』
　51 『奥の細道』
　52 『好色一代男』

四　中　世
　53 『新撰菟玖波集』
　54 『風姿花伝』
　55 五山文学
　56 『徒然草』
　57 『平家物語』
　58 『小倉百人一首』
　59 『新古今和歌集』
　60 『今昔物語集』
　61 『俊頼髄脳』

五　古代後期
　62 『栄花物語』『大鏡』
　63 『本朝文粋』
　64 『源氏物語』
　65 『和漢朗詠集』
　66 『枕草子』
　67 『土左日記』
　68 『伊勢物語』
　69 『古今和歌集』
　70 『竹取物語』
　71 『菅家文草』『菅家後集』
　72 勅撰三集

六　古代前期
　73 『万葉集』
　74 『日本書紀』
　75 『古事記』

人名・作品名索引
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はじめて学ぶラテン文学史
高橋宏幸 編著

ギリシア文学の継承者にして，中世近世ヨーロッパ文
学の母胎でもあるラテン文学を，叙事詩，抒情詩，喜
劇，悲劇，諷刺詩，恋愛詩，弁論・修辞学，教訓文学，
書簡文学，歴史など，ジャンル・形式別区分けという
斬新な視点から現代に甦らせる画期的テキスト。

◎ 古典を現代に甦らせるために
◎ ジャンル・形式別章立て
◎ 特徴的原文と邦訳の並記

A5判美装/312頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-05253-0　2008年10月刊行

はじめに――ラテン文学とは？

序　章　ラテン文学通史
１ 時代区分／２ 初期ラテン⑴ 前史／３ 
初期ラテン⑵ 黎明／４ 初期ラテン⑶ プラ
ウトゥス，テレンティウス／５ 初期ラテ
ン⑷ その他の作品／６ 共和政末期⑴ 激動
の時代／７ 共和政末期⑵ キケローとフー
マーニタース （Humanitas）／８ 共和政末
期⑶ アレクサンドリアニズム／９ 共和政
末期⑷ 歴史作品／ 10 黄金時代⑴ ローマ
の平和／ 11 黄金時代⑵ 内乱の記憶と詩人
たちの選択／ 12 黄金時代⑶ 多様なジャン
ル／ 13 黄金時代⑷ ローマ国民詩／ 14 黄
金時代⑸ 歴史作品／ 15 黄金時代⑹ その
他の作品／ 16 白銀時代⑴ 帝国の拡大と恐
怖政治／ 17 白銀時代⑵ 伝統への反逆／ 18 
白銀時代⑶ マンネリズム／ 19 白銀時代⑷ 
国民意識から個人的関心へ　

［コラム］ラテン語の発音

第１章　叙事詩⑴ 黄金期まで
１ ジャンルの定義／２ ラテン文学におけ
る展開／３ 主要作品　⑴ リーウィナス・ア
ンドローニクス『オディッシーア』，⑵ ナエウ
イウス『ポエニー戦争』，⑶ エンニウス『年代記』，
⑷ ウェルギリウス『アエネーイス』，⑸ オウイ
ディウス『変身物語』

［コラム］叙事詩と映像性

第２章　喜　劇
１ ローマ喜劇の始まり／２ パッリアータ
劇とギリシア新喜劇／３ 上演と舞台／４ 
代表的作家と作品⑴ プラウトゥス，⑵ テレ
ンティウス

［コラム］後世への影響（シェイクスピアとモリ
エール）

第３章　悲　劇
１ ローマ悲劇の起源とギリシア悲劇／２ 
代表的作家と作品⑴ ナエウイウス，⑵ エン
ニウス，⑶ パークウイウス，⑷ アッキウス，
⑸ アッキウスとセネカの間の作家と作品，⑹ 
小セネカ　

［コラム］セネカの悲劇の後世への影響

第４章　弁論・修辞学
１ 弁論・修辞学の歴史的概観――古代ギリ
シアからローマ時代後期／２ 弁　論／３ 修
辞学書⑴ キケロー，⑵ 大セネカ，⑶ タキ
トゥス『弁論家についての対話』，⑷ クイ
ンティリアーヌス『弁論家の教育』

［コラム］法廷弁論，古代ローマと現代日本

第５章　恋愛詩
１ ラテン文学における恋愛詩の展開／２ 
恋愛詩のはじまり　カトゥッルス／３ 恋
愛エレゲイア詩の完成⑴ティブッルス／４ 
恋愛エレゲイア詩の完成⑵プロペルティウ
ス／５ 恋愛エレゲイア詩の変容⑴オウィ
ディウス『恋の歌』／６ 恋愛エレゲイア
詩の変容⑵オウィディウス『恋愛術』『恋
愛療治』

第６章　抒情詩
１ ジャンルの概観／２ 抒情詩の試み⑴ カ
トゥッルス／３ 抒情詩の試み⑵ ホラー
ティウス『エポーディー』／４ ホラーティ
ウス『カルミナ』第１– ３巻／５ ホラーティ
ウス『カルミナ』第４巻

第７章　牧歌・小叙事詩
１ 文学形式としての牧歌／２ ウェルギリ
ウス『牧歌』／３ 牧歌と小叙事詩／４ 小
叙事詩としてのカトゥッルス『詩集』第
64歌／５ 古代における牧歌の継承

第８章　教訓文学
１ 教訓文学の諸ジャンル　⑴ 教訓叙事詩，
⑵ 縁起詩とエレゲイア詩形による教訓詩／⑶ 
散文での展開／２ 主要作品　⑴ ウェルギリ
ウス『農耕詩』，⑵ ルクレーティウス『事物の
本性について』，⑶ マーニーリウス『天文詩』，
⑷ プロペルティウス『詩集』第４巻，⑸ オカウィ
ディウス『祭暦』，⑹ 大カトー『農業論』，⑺ウァッ
ロー『ラテン語考』，⑻ 大プリーニウス『博物誌』

第９章　書簡文学
１ キケロー書簡集／２ エレゲイア詩にお
ける展開⑴ カトゥッルス／３ エレゲイア

詩における展開⑵ プロペルティウス／４ 
エレゲイア詩における展開⑶ オウィディウ
ス『名高き女たちの手紙』／５ エレゲイア
詩における展開⑷ オウィディウス『悲しみ
の歌』『黒海からの手紙』／６ ホラーティ
ウス『書簡詩』⑴ 第１巻／７ ホラーティ
ウス『書簡詩』⑵ 第２巻／８ 小セネカ『倫
理書簡集』／９ 小プリーニウス『書簡』

第10章　歴　史
１ 文学ジャンルとしての歴史とローマに
おける歴史著述の始まり／２ 歴史書の分
類／３ 代表的作家と作品　⑴ キケロー『国
家について』，⑵ カエサル『ガリア戦記』『内乱
記』，⑶ サッルーステイウス『カティリーナ戦記』

『ユゲルタ戦記』，⑷ ネポース『英雄伝』，⑸ リー
ウィウス『ローマ建国以来の歴史』，⑹ ウェッ
レイウス・パテルクルス『ローマ世界の歴史』
／⑺ タキトゥス／⑻ スエートーニウス

第11章　叙事詩⑵ 白銀時代
１ ルーカーヌス『内乱』／２ スターティ
ウス『テーバイス』『アキッレーイス』／
３ ウァレリウス・フラックス『アルゴナ
ウティカ』／４ シーリウス・イタリクス

『プーニカ（ポエニー戦記）』

第12章　風刺詩
１ 風刺詩とは？／２ ホラーティウス『風
刺詩』／３ ペルシウス『風刺詩集』／４ 
ユウェナーリス『風刺詩集』／５ ユウェ
ナーリス以降の風刺詩／６ エピグラム（寸
鉄詩）／７ マルティアーリス

第13章　小　説
１ 古代ギリシア・ローマの小説／２ ペト
ローニウス『サテュリコン』／３ アープ
レイウス『黄金のロバ』

［コラム］「クピードー（アモル）とプシューケー」
の後代への影響

参考文献
引用原典テキスト一覧
書名索引・人名索引
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たのしく読める英米児童文学
―― 作品ガイド120

本多英明／桂 宥子／小峰和子 編著

19 世紀頃からの英語圏の児童文学作品 120 編を厳選
し，その魅力を味わえるように編集。

◎ 各作品を見開き２ページに収め収録
◎ 「あらすじ」 「読み方」 「作家の履歴」 「読書案内」原文引
　 用を含め立体的に構成
◎ 文学史的アプローチを主旨としたコラムを配置 A5判美装/296頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）

　ISBN 978-4-623-03156-6　2000年3月刊行

はしがき
第１章　英米児童文学の誕生　
『ロビンソン・クルーソー』D. デフォー／『ガ
リバー旅行記』J. スウィフト／『シェイクス
ピア物語』C&M. ラム／『スケッチ・ブック』W. 
アーヴィング／『モヒカン族の最後』J. F. クー
パー／『クリスマス・キャロル』C. ディケン
ズ／『ナンセンスの本』E. リア／『黄金の川
の王さま』J. ラスキン／『ワンダー・ブック』
N. ホーソーン／『アンクル・トムの小屋』H.B. 
ストウ／『バラと指輪』W. M. サッカレー／『ト
ム・ブラウンの学校生活』T. ヒューズ／『そ
らいろの童話集』A. ラング／『オックスフォー
ド版ナーサリー・ライム集』I&P. オーピー

第２章　イギリス児童文学の古典　
『水の子』C. キングズリー／『不思議の国の
アリス』L. キャロル／『北風のうしろの国』G. 
マクドナルド／『フランダースの犬』ウィー
ダ／『黒馬物語』A. シュウェル／『宝島』R.L. 
スティーブンソン／『ジャングル・ブック』R. 
キップリング／『宝さがしの子どもたち』E. 
ネズビット／『夢を追う子』W. H. ハドソン
／『魔よけ物語』E. ネズビット／『たのしい
川べ』K. グレアム／『ピーター・パン』J. M. 
バリ／『ドリトル先生アフリカゆき』H. ロフ
ティング／『クマのプーさん』A. A. ミルン

第３章　アメリカ児童文学の古典　
『ボロ着のディック』H. アルジャー／『若草
物語』L. M. オルコット／『すてきなケティ』
S. クーリッジ／『トム・ソーヤーの冒険』M. ト
ウェイン／『ウサギどんキツネどん』J. C. ハ
リス／『ハックルベリー・フィンの冒険』M. ト
ウェイン／『小公子』F. H. バーネット／『銀
のうでのオットー』H. パイル／『オズの魔法
使い』L. F. ボーム／『少女レベッカ』K. D. ウィ
ギン／『秘密の花園』F. H. バーネット／『あ
しながおじさん』J. ウェブスター／『少女パ
レアナ』E. H. ポーター／『名犬ラッド』A. P. 
ターヒューン

第４章　イギリス児童文学の発展
『ツバメ号とアマゾン号』A. ランサム／『メ
アリー・ポピンズ』P. L. トラヴァース／『バ
レエ・シューズ』N. ストレットフィールド／

『ホビットの冒険』J. R. R. トールキン／『時
の旅人』A. アトリー／『人形の家』R. ゴッ
デン／《ナルニア国ものがたり》C. S. ルイス
／『床下の小人たち』M. ノートン／『グリー
ン・ノウの子どもたち』L. M. ボストン／『第
九軍団のワシ』R. サトクリフ／『ムギと王さ
ま』E. ファージョン／『トムは真夜中の庭で』
P. ピアス／『マリアンヌの夢』C. ストー／『く
まのパディントン』M. ボンド／『ウィロビー
館のオオカミ』J. エイキン／『チョコレート
工場の秘密』R. ダール／《フランバーズ屋敷
の人々》K. M. ペイトン／『ふくろう模様の皿』
A. ガーナー

第５章　アメリカ児童文学の発展　
『大草原の小さな家』L. I. ワイルダー／『赤
い小馬』J. スタインベック／『子鹿物語』M. 
K. ローリングズ／『ゆびぬきの夏』E. エンラ
イト／『元気なモファットきょうだい』E. エ
スティス／『あらしの前』D. ド・ヨング／『た
くさんのお月さま』J. サーバー／『エルマー
とりゅう』R. S. ガネット／『シャーロットの
おくりもの』E. B. ホワイト／『七つの人形の
恋物語』P. ギャリコ／『からすが池の魔女』E. 
G. スピア／『青いイルカの島』S. オデル／『惑
星カマゾツ』M. レングル／『はるかなるわが
ラスカル』S. ノース／『スパイになりたいハ
リエットのいじめ解決法』L. フィッツヒュー
／《プリデイン物語》L. アリグザンダー／『光
の六つのしるし』S. クーパー

第６章　英米以外の英語圏の児童文学　
『まほうのプディング』N. リンゼイ／『タン
ガラ : 再出発しよう』N. チョーンシー／『青
さぎ牧場』H. F. ブリンズミード／『燃えるアッ
シュ・ロード』I. サウスオール／『ミセス・タッ
カーと小人ニムビン』P. ライトソン／『タロ
ンガ』V. ケラハー／『めざめれば魔女』M. マー
ヒー／『私が知っている野生動物』A. T. シー

トン／『野生の一族』C. G. D. ロバーツ／『赤
毛のアン』L. M. モンゴメリ／『ぼくとくら
したフクロウたち』F. モワット／『リングラ
イズ，リングセット』M. ヒューズ

第７章　新しい児童文学　
『砂』W. メイン／『クローディアの秘密』E. L.
カニグズバーグ／《ゲド戦記》４部作 U. K. ル
= グィン／『アーノルドのはげしい夏』J. R. タ
ウンゼンド／『少年鼓手』L. ガーフィールド
／『焼けあとの雑草』J. P. ウォルシュ／『顔
のない男』I. ホランド／『ウォーターシップ・
ダウンのうさぎたち』R. アダムス／『偉大な
るＭ・Ｃ』V. ハミルトン／『チョコレート・
ウォー』R. コーミア／『“機関銃要塞”の少
年たち』R. ウェストール／『ペパーミント・
ピッグのジョニー』N. ボーデン／『テラビシ
アにかける橋』K. パターソン／『大地の子エ
イラ』J. アウル／『それぞれの出発（たびだち）』
G. ポールセン／『ディアノーバディ』B. ドハ
ティ／『メイおばちゃんの庭』C. ライラント
／『ザ・ギバー』L. ロウリー／『めぐりめぐ
る月』S. クリーチ

第８章　英米絵本の収穫　
エヴァンズの使徒たち――R. コールデコット，
W. クレイン，K. グリーナウェイ／『ピーターラ
ビットのおはなし』B. ポター／『100 まん
びきのねこ』W. ガアグ／『アンガスとあひる』
M. フラック／『チムとゆうかんなせんちょう
さん』E. アーディゾーニ／『げんきなマドレー
ヌ』L. ベーメルマンス／『かもさんおとおり』
R. マックロスキー／『ちいさいおうち』V. L. 
バートン／『あおくんときいろちゃん』L. レ
オーニ／『ゆきのひ』E. J. キーツ／『かいじゅ
うたちのいるところ』M. センダック／『風が
吹くとき』R. ブリッグズ

図版・写真出典一覧
文献案内／作家索引／作品索引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる言語学
窪薗晴夫 編著

私たちが日々使っている「ことば」って何だろう？
初学者，一般読者に向けて，第一線の執筆陣が日本
語や英語の具体的な例をあげながら言語学・言語研
究のおもしろさ，ことばの不思議さを伝える入門書。

◎ 大津由紀雄氏（慶應義塾大学名誉教授）　推薦！
◎ 大学生に，また言語学に関心を持つ他分野の研究者や
　 一般読者に，言語学・言語研究の面白さと言葉の不思
　 議さを伝える格好の入門書
◎ 日本語や英語の具体的な例を豊富に盛り込み，日常生
　 活に潜む言葉の法則を解き明かす

はじめに

序　言語学とは何か
　１ 言語研究の諸分野
　２ 音声と形態
　３ 文法と意味
　４ 言語研究の多様な
　　 アプローチ
　５ 言語研究の新しい視点

　第Ⅰ部　音声と形態
１　音声・音韻
　１ 母音と子音
　２ 母音の有標性
　３ 音声素性と母音融合
　４ 子音の発音
　５ 子音の有標性
　６ 音素と異音
　７ 連濁とライマンの法則
　８ 連濁と形態音素交替
　９ モーラの役割
　10 音節構造（日本語）
　11 音節構造（英語）
　12 語の韻律構造
　13 アクセントの類型
　14 アクセントの規則
　15 音韻構造と統語・意味構造
　16  リズム

２　形態論・語形成
　１ 複雑語のまとまり
　２ 複雑語の構造
　３ 語形成の生産性と心内辞書
　４ 規則活用と不規則活用
　５ 新しい動詞の作られ方
　６ 複合名詞の意味
　７ 動詞由来複合語

　８ 派生名詞の多義
　９ 語のまとまりを超える
　　 語形成

　第Ⅱ部　文法と意味
３　機能文法
　１ 語彙的使役と迂言的使役
　２ 「～ている」構文
　３ 「～てある」構文
　４ 「ろくな…ない」構文
　５ 「ＶかけのＮ」構文
　６ 日英語の談話省略と情報の
　　 新旧
　７ 英語の命令文
　８ 相互動詞と受身文
　９ anyの使い方
　10 構成素否定と文否定

４　生成文法
　１ 統語論とは何か
　２ 文の構造
　３ 文の構造と「移動」
　４ 移動の制約
　５ 繰り上げ構文
　６ 繰り上げ構文と
　　 コントロール構文

５　認知言語学・日本語文法
　１ 全称量化と存在量化
　２ 世界のデフォルト状態
　３ 事物のカテゴリ化
　４ 文法化
　５ デキゴト表現
　６  きもちの文法
　７ 体験と知識
　８ 並列標識の偏った現れ

６　語用論
　１ ことばの意味と話し手の
　　 意味
　２ コミュニケーションの
　　 スタート地点
　３ 文脈によることばの
　　 意味調整
　４ ことばのウラを読む
　５ 発話解釈は選択的投資
　６ 発話解釈の鍵は関連性
　７ 世間話の意味
　８ 心の理論と語用論
　９ 語用障害

　第Ⅲ部　言語研究の
　　　　　多様なアプローチ
７　歴史言語学
　１ 動詞の活用
　２ 動詞の複合
　３ 主格助詞「が」
　４ 使役文
　５ 丁寧語

８　方言・社会言語学
　１ 地域方言
　２ 社会方言
　３ 言語接触
　４ スタイル
　５ インターアクション

９　心理言語学
　１ 音素の特定・モーラの
　　 切り出し
　２ 多義性とガーデンパス
　３ 文法の個別性と文処理
　　 装置の普遍性
　４ 文処理で使われる情報
　　 いろいろ

　５ 音のきまりの獲得
　６ 語の獲得
　７ 文法の獲得
　８ 第二言語の獲得

10　実験言語学
　１ 実験言語学とは何か
　２ 痕跡位置における
　　 プライミング効果
　３ 文脈と語順
　４ 役割語の脳内処理
　５ ブロッキング

　第Ⅳ部　言語研究の
　　　　　新しい視点
11　言語類型論
　１ 語族・類型・文字
　２ 言語普遍性
　３ 語順類型論
　４ アラインメント
　５ 意味類型論

12　オノマトペ
　１ 世界のオノマトペの分布
　２ 音象徴
　３ 形態の類像性
　４ オノマトペと「と」の分布
　５ 言語のオノマトペ起源説

13　手話言語
　１ 手話単語の音韻パラメータ
　２ ＮＭ（非手指）表現
　３ 手話のモダリティ表現
　４ 手話のバリエーション
　５ 手話の発達・習得

さくいん

B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-08674-0　2019年10月刊行



ここが

ポイント
!!

言
語
学

A5判美装/352頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
　ISBN 978-4-623-05580-7　2009年10月刊行

はじめて学ぶ言語学
―― ことばの世界をさぐる17章

大津由紀雄 編著

◎ ことばの学問の主要テーマを第一線の執筆陣がわかりやす
 　く解説
◎ 言語教育，コミュニケーション，バイリンガリズム，脳と
 　ことば，心とことばの関係など，最新動向も充実
◎ この章で学ぶこと，キーワード，練習問題，読書案内，コ
 　ラム，といった初めて学ぶ人のための工夫が満載

現代言語学の主要領域をカバーし，その奥深さ，楽
しさを同時に学べる，言語学・英語学を学ぶすべて
の人のための書。「言語学概論」「英語学概論」など
のテキストとして最適。

はじめに
序　章　ことばの世界をさぐる

１ 「ことば」ということば
２ 生成文法，内部言語（ I–言語），言語機能，
　 普遍文法
３ 認知科学における言語研究の意義
４ 言語研究の諸領域
５ 自分の頭で考える

［コラム］手話

第１章　発音の仕組みをさぐる
１ 「青空」と「青い空」
２ 同化と有標性
３ 語種制約
４ ライマンの法則
５ 意味制約
６ 枝分かれ制約
７ 例外の例外

［コラム］長さの制約――エロ本とエッチ本

第２章　語の仕組みをさぐる
１ 語の作り方
２ 外から見た語――語のまとまり
３ 内から見た語――語の成り立ち
４ 語はどこにあるか――心的レキシコン

［コラム］語の複雑さと言語のタイポロジー

第３章　文を作る仕組みをさぐる
１ 人間のことば
２ 句構造
３ 文の構造と言語の普遍性・多様性
４ 文の構造と補文標識

［コラム］分離CP仮説

第４章　ことばの意味と法則をさぐる
１ 意味の諸相――語の意味と意味関係
２ 意味の構成性と意味役割
３ 意味の合成と一般的制約
４ 意味とスコープ
５ 文の焦点と音調

［コラム］子どもの発話と創造性

第 5 章　発話解釈能力をさぐる
１ 言語能力と言語使用
２ コミュニケーションとは何か
３ コミュニケーションと心を読む能力
４ 発話解釈能力とコードモデル
５ 発話解釈能力と推論モデル
　 ――関連性理論

［コラム］食事に招待された客は料理に何を
　　　　 期待するか

第 6 章　コミュニケーションをさぐる
１ コミュニケーションで伝わる意味
２ コミュニケーションでの対人関係的気配り
３ 日本語の敬語
４ 対人関係の危機管理としての
 　コミュニケーション
５ コミュニケーションの情報伝達的側面
６ ノンバーバルコミュニケーション
７ 異文化間コミュニケーション

［コラム］ 二人称としてのオタク

第７章　言語獲得のメカニズムをさぐる
１ 言語の獲得とそのメカニズム
２ 普遍文法（UG）
３ 言語獲得に対する普遍文法の関与
４ 外国語獲得に対する普遍文法の関与
５ 「こころ」を探る言語獲得研究

［コラム］ 言語経験の重要性
　　　　 ――ジーニーの不幸な事例から

第８章　バイリンガリズムをさぐる
１ バイリンガルはだれのことか
２ どうしたら，バイリンガルになれるのか
３ バイリンガリズムはいいことか？

［コラム］ 日米のファイナル・ボキャブラリー

第９章　ことばの理解のメカニズムをさぐる
１ 統語解析
　 ――言語理解研究および言語心理学の
 　　　一分野
２ 文法的なのに理解しにくい文
３ 英語の統語解析
　 ――あいまい文と袋小路文
４ 日本語の統語解析
 　――英語にはない特徴に着目して
５ まとめと今後の展望

［コラム］言語理解研究と記憶研究

第10章　発話のメカニズムをさぐる
１ 発話研究の基礎
２ 発話モデルの組み立て
 　――言い間違いデータの面白さ
３ 発話処理の進行
 　――統語プライミング実験
４ 動詞に要素が２つ後続する構文
５ 発話研究のこれから

［コラム］個人名がついている言い間違い

第11章　比喩の世界をさぐる
１ 比喩と知のメカニズム
２ 比喩の２つの類型――直喩と隠喩
３ 音の象徴性と比喩
４ 比喩と意味変化
５ 比喩と構文の拡張
６ 言語発達と根源的比喩
７ 比喩研究の展望

［コラム］擬人化と擬物化

第12章　言語を生み出す脳をさぐる
１ 脳の構成と地図
２ 人間言語と構造依存性
３ 言語機能と脳機能イメージング
４ 第二言語の熟達度と脳活動の変化
５ 脳科学と言語学

［コラム］骨相学と横隔膜

第13章　起源と進化をさぐる
１ 進化と言語の起源・進化
２ 言語の起源・進化研究小史
３ 言語の起源・進化研究の特徴
４ 最新のトピックス

［コラム］『種の起源』

第14章　方言の多様性をさぐる
１ 方言の定義と位置づけ
２ 共通語化とさまざまな方言
３ 方言の地理的分布と歴史　

［コラム］ 方言イメージ

第15章　ことばの歴史をさぐる
１ 時代区分と言語資料
２ 用例の収集
３ データ分析
４ 可能表現
５ 準体助詞「ノ」

［コラム］ 文法化

第16章　ことばと教育の関連をさぐる
１ ことばについて考える
２ 基本的な概念の整理
３ ことばの気づきに根ざした言語教育
４ 言語教育の実践例
５ さらなる広がりを求めて

［コラム］ 小学校英語

さらに言語学を学びたい人のために
索　引
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ことばを人間の「心の働き」に支えられて成り立つ
ものと見なして探究する認知言語学。本書は，認知
言語学の視点からことばの様々な側面にアプローチ
し，ことばを学ぶ面白さ，奥深さを発見できるテキ
スト。

◎ 大学生，ことばに関心を持つ一般読者を対象に，認知
　 言語学の面白さ，魅力をわかりやすく解説
◎ 日本語や英語の具体的な例を分析する形で，人間の認
　 知のメカニズムがいかにしてことばに影響を与えてい
　 るかを読み解く

はじめて学ぶ認知言語学
　――ことばの世界をイメージする14章

児玉一宏／谷口一美／深田 智 編著

はじめに

序　章　認知言語学への招待
　１ 認知言語学の言語観
　　 ――心の表れとしてのことば
　２ 認知言語学の研究スコープ
　３ 情報テクノロジーの進化と研究手法の
　　 多様化
　４ 認知言語学のさらなる発展に向けて

第１章　ことばの世界
　１ 「言語学」とは？
　２ 「認知」とは？
　３ 「認知言語学」
　　 ――「認知」からみることばのメカニズム
　４ 言語と「心」をめぐる２つの立場
　　 ――認知言語学と生成文法
　５ ことばの意味と「捉え方｣
　６ 意味のひろがりと比喩
　７ これから認知言語学を学ぶ皆さんへ
　［コラム］言語とマルチモダリティ

第２章　文法の世界
　１ 文法知識，言語知識とは？
　２ 事態認知とプロファイル
　３ 主語と目的語
　４ 品　詞
　５ 文法としての「構文｣
　［コラム］ダメよ，ダメダメ

第３章　音韻の世界
　１ 音韻論とは何か
　２ 音声・音素・異音
　３ 音素と音声の体系
　４ 音の交替（連濁）
　５ 観察と分析から考える
　［コラム］普通のこと

第４章　語彙の世界
　１ カテゴリー化
　２ プロトタイプと階層構造
　３ ことばと文脈
　４ ことばと身体性
　５ 比喩と理解
　［コラム］ことばの力

第５章　意味の世界
　１ メンタル・スペース理論
　２ 概念ブレンディング理論
　［コラム］代名詞照応と概念ブレンディング

第６章　談話と文脈の世界
　１ ダイクシス
　２ 人称ダイクシス
　３ 空間ダイクシス
　４ 時間ダイクシス
　［コラム］生き生きとした「語り」の文

第７章　コミュニケーションの世界
　１ 推論ゲームとしての発話解釈
　２ 認知語用論的推論モデル
　３ 社会認知語用論
　［コラム］含意と欺瞞

第８章　認知類型の世界
　１ 認知言語類型論とは
　２ 日本語の「形容詞」と英語の
　　 （形容詞）’
　３ 英語の「認知モード」と日本語の
　　‘adjective 「認知モード」
　［コラム］パラダイムの問題
　　　　  　――言語学と哲学の関係

第９章　言語習得の世界
　１ ことばが生まれるまでの発達的基盤
　２ ことばという表現手段の獲得と進展
　３ 言語習得のプロセスを解明するための
　　 様々な試み
　［コラム］メタファーの能力とオノマトペ

第10章　コーパスの世界
　１ コーパスとコーパス言語学
　２ コーパスを捉える視点⑴
　　 ――コーパスの構成
　３ コーパスを捉える視点⑵
　　 ――コーパスの種別
　４ コーパスを使う
　５ 認知言語学とコーパス
　６ コーパス利用における留意点
　［コラム］コーパスの語源

第11章　日本語教育への活用
　１ 日本語教育という分野
　２ 言語の説明に認知言語学を取り入れる
　３ 実際の会話を教える
　４ 認知の仕組みと学習
　５ さらなる広がりを求めて
　［コラム］「これはペンです」を教えることの意味

第12章　英語教育への活用
　１ 構文の交替
　２ 動詞の意味と与格交替
　３ 構文文法と与格交替
　４ 英語教育への展望
　［コラム］なぜ pull は二重目的語構文では
　　　　　  使用されないのか

第13章　認知言語学の可能性
　１ ことばと認知プロセス
　２ 言語現象と認知プロセスの諸相
　３ 認知言語学の関連分野への適用可能性
　４ 認知言語学のさらなる展開

索　引　
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる翻訳通訳学
鳥飼玖美子 編著

本書は，翻訳通訳の魅力的な世界を存分に味わえる，
本邦初の入門書である。大学の講義用テキストとし
て翻訳通訳学の全体像が把握できるよう工夫。また，
翻訳や通訳について知りたい，通訳者や翻訳者に興
味のある人に最適な書。

◎ 第一人者である鳥飼先生による編集
◎ 本邦初，翻訳学通訳学の入門書
◎ 「翻訳」「通訳」の講義用テキストとして最適

はじめに
翻訳と通訳を学ぶにあたって必要な用語

　第１部　翻訳とは？　通訳とは？
　１ 翻訳通訳と異文化コミュニケーション
　２ ３種類の ｢翻訳｣
　３ 声と文字
　４ グローバリゼーションと翻訳
　５ グローバリゼーションと通訳

　第２部　翻訳と通訳の歴史
Ⅰ　日本の翻訳通訳史
　１ 古代日本の通訳
　２ 長崎通詞
　３ 翻訳と明治の近代化①：
　　 近代科学の発展と翻訳
　４ 翻訳と明治の近代化②：欧文脈
　５ 東京裁判
　６ 戦後外交と同時通訳
　７ アポロ宇宙中継と同時通訳
　８ 日本の多言語化とコミュニティ通訳

Ⅱ　世界の通訳史
　１ 新大陸の通訳者
　２ 中国の通訳
　３ 会議通訳の誕生：パリ講和会議
　４ 同時通訳の誕生：ニュルンベルク裁判

Ⅲ　世界の翻訳史
　１ 西欧翻訳史と聖書翻訳
　２ 中国翻訳史と仏典翻訳

　第３部　社会における翻訳と通訳
Ⅳ　翻訳／通訳者の役割
　１ 翻訳者の役割
　２ 通訳者の役割
　３ 翻訳者・通訳者の倫理規定
　４ 透明性，中立性

Ⅴ　通訳の種類
　１ 同時通訳／逐次通訳（ウィスパリング／
　　 サイト・トランスレーション）
　２ 対話通訳／手話通訳

Ⅵ　職業としての通訳
　１ 会議通訳
　２ ビジネス通訳
　３ 放送通訳
　４ 司法通訳／法廷通訳
　５ コミュニティ通訳（医療／教育） 
　６ 通訳案内士（通訳ガイド）

Ⅶ　翻訳とテクノロジー
　１ ローカリゼーション
　２ 翻訳メモリ
　３ 機械翻訳（プリ＆ポストエディット）

Ⅷ　職業としての翻訳
　１ 文学翻訳
　２ 産業翻訳
　３ 法務／特許／医学／行政翻訳
　４ コミュニティ翻訳／クラウドソーシング
　　 翻訳
　５ 視聴覚翻訳
　６ 翻訳者・通訳者団体

Ⅸ　メディアと翻訳通訳
　１ ジャーナリズムとニュース翻訳
　２ 国際紛争と翻訳
　３ 紛争と通訳
　４ ドキュメンタリー翻訳

Ⅹ　教育
　１ 適性と資格
　２ 翻訳者コンピタンスと訓練
　３ 通訳者コンピタンスと訓練
　４ 高等教育機関での翻訳者・通訳者養成
　５ 外国語教育への応用①：
　　 文法訳読と翻訳
　６ 外国語教育への応用②：
　　 コミュニケーション能力育成と通訳訓練
　７ 外国語教育への応用③：
　　 シャドーイングと言語教育

　第４部　翻訳通訳研究へのアプローチ
XI　翻訳学
　１ 翻訳学とは何か

　２ 西洋の古典的翻訳理論
　３ 翻訳学の「マップ」
　４ 言葉の意味と翻訳の不確定性
　５ 等価
　６ シフトと方略
　７ 機能主義的アプローチ（スコポス理論）
　８ 翻訳のテクストタイプ
　９ 翻訳的行為
　10 多元システム理論
　11 記述的翻訳研究と翻訳規範
　12 普遍的特性
　13 ドイツの翻訳論
　14 異質化と受容化（翻訳者の不可視性）
　15 植民地支配と翻訳
　16 翻訳と権力・イデオロギー
　17 文化の翻訳
　18 少数言語と翻訳
　19 翻訳とジェンダー
　20 中国の翻訳論：厳復の ｢信達雅｣
　21 日本：明治・大正の翻訳論
　22 日本：昭和・平成の翻訳論
　23 近年の研究の動向

XII　通訳学
　１ 通訳学とは何か
　２ 「意味の理論」
　３ 「努力モデル」
　４ 通訳者の役割とアイデンティティ

XⅢ　隣接分野
　１ 言語人類学
　２ 社会言語学
　３ 語用論
　４ 社会学／国際関係論
　５ 認知科学①：意味の捉え方と訳出処理
　６ 認知科学②：記憶・作動記憶

おわりに
おすすめ文献
さくいん



ここが

ポイント
!! 「英語という外国のことば」の何をどう教えるのか。

英語教育学の専門知識をわかりやすく解説し，英語
教育のあり方を考える材料を提供する。これからの
主体的な英語教育者の育成をめざす，理論と実践を
往還した待望のテキスト。

◎ 英語教員をめざす学生・院生，研究者，現職の教員（小・
　 中・高・大学），予備校・英語学校・英語塾などの指導
 　者，小学校英語教育の民間指導者，および外国語に関
　 心のある一般読者に必携の書
◎ 英語教育学の全体像が把握できる本邦初のテキスト
◎ 全90項目を見開き２ページでわかりやすく解説

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる英語教育学
鳥飼玖美子／鈴木希明／綾部保志／榎本剛士 編著

はじめに
英語教育学を学ぶにあたっておさえておきたい
用語

　第１部　英語教育学とは？
Ⅰ　英語教育学を学ぶ前に
　１ 学ぶ立場から教える立場へ
　２ 「コミュニケーション能力」とは何か
　３ 理論と実践

Ⅱ　世界と英語
　１ グローバル化から新型コロナ禍へ：
　　 揺れる英語教育
　２ 英語教育と異文化コミュニケーション
　３ 母語と第二言語，ＥＳＬ（第二言語としての
　　 英語）とＥＦＬ（外国語としての英語）

　第２部　言語習得についての研究
Ⅰ　第一言語（母語）の獲得
　１ 言語の生得性と学習
　２ 幼児はどうやって言語を学ぶのか
　３ 言語と思考

Ⅱ　第二言語の習得
　１ 第二言語習得に関する研究
　２ バイリンガリズム研究
　３ 第二言語習得の年齢
　４ 動機付け（モチベーション）
　５ 学習方略と自律性
　６ 情動（不安）
　７ 自己効力感

　第３部　外国語を教えるということ
Ⅰ　外国語教授法の変遷
　１ 文法訳読法
　２ 直接法
　３ オーディオリンガル・メソッド
　４ ナチュラル・アプローチ

Ⅱ　近年の外国語教授法
　１ コミュニカティブ・アプローチ
　２ 内容重視アプローチ
　３ 内容と言語統合学習（ＣＬＩＬ）
　４ 協同学習
　５ 言語教育における通訳翻訳の役割

Ⅲ　「４技能」から「７技能」へ
　１ 「４技能」とは何か
　２ 「４技能」の総合的な指導

　３ 評価，測定，テスト作成
　４ ＣＥＦＲ⑴：欧州評議会の複言語・
　　 複文化主義
　５ ＣＥＦＲ⑵：2001年版
　６ ＣＥＦＲ⑶：増補版
　７ ＣＥＦＲ⑷：能力記述
　８ 日本の英語教育におけるＣＥＦＲ受容
　９ 日本の英語教育がＣＥＦＲから学ぶこと

　第４部　社会・文化の中の言語と
　　　　　コミュニケーション
Ⅰ　ことばと社会・文化のつながり
　１ 言語と権力，アイデンティティ
　２ 英語と社会・文化
　３ 英語帝国主義

Ⅱ　コミュニケーションと社会・文化のつながり
　１ コミュニケーションの定義
　２ 行為としてのことば／ことばとコンテクスト
　３ ハイムズの「コミュニケーション能力」
　　 （communicative competence）
　４ ＷＴＣ（Willingness to Communicate）
　５ 非言語コミュニケーション
　６ 教室内コミュニケーション

Ⅲ　日本の社会・文化における英語教育
　〈ａ 社会は英語教育に何を求めてきたのか〉
　１ 幕末―明治―大正―昭和初期
　２ 戦時中の英語教育から戦後の英語ブームへ
　３ 学校英語教育改革への動き
　４ 政治と経済主導の教育改革
　５ メディア英語講座と英語教育
　〈ｂ 社会制度としての英語教育〉
　１ 学習指導要領とは何か
　２ 学習指導要領  英語  小学校
　３ 学習指導要領と学習評価
　４ 学習指導要領  英語  中学校
　５ 学習指導要領  英語  高等学校
　６ 検定教科書  小学校
　７ 検定教科書  中学校
　８ 検定教科書  高等学校
　９ 小学校教員養成課程  外国語（英語）コア・
　　 カリキュラム
　10 英語教員免許に関連する制度
　11 教職課程  中学校・高等学校コア・
　　 カリキュラム ⑴

　12 教職課程  中学校・高等学校コア・
　　 カリキュラム ⑵
　13 大学入試改革（英語民間試験導入）
　14 大学における英語教育

　第５部　指導上の課題
Ⅰ　接続と連携
　１ 小中接続
　２ 中高接続
　３ 高大接続
　４ 国語教育との連携

Ⅱ　授　業
　１ 教室内での使用言語
　２ 「形式」への焦点化 ⑴
　３ 「形式」への焦点化 ⑵
　４ オンライン授業
　５ 文学作品の活用

Ⅲ　授業を振り返る
　１ リフレクション（省察）
　２ どうフィードバックを与えるか
　３ 学習者の個人差
　４ 教員の信条，学習者の信条

　第６部　これからの英語教育
Ⅰ　ＡＩ時代に必要な力
　１ ＡＩと英語教育
　２ 「読む力」と「コミュニケーション力」
　３ 主体性
　４ 日本人に適した英語教育の創造

Ⅱ　理論研究から学ぶ
　１ 言語に関わる研究 ⑴
　２ 言語に関わる研究 ⑵
　３ 認知に関わる研究
　４ 意味に関わる研究
　５ 文化に関わる研究
　６ コミュニケーションに関わる研究
　７ 心理に関わる研究
　８ 教育に関わる研究
　９ 哲学に関わる研究
　10 音声に関わる研究
　11 テストに関わる研究

おわりに
索　　引

B5判美装/210頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09108-9　2021年2月刊行
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B5判美装/予200頁　予価：2,750円（本体予価2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09620-6　2024年3月刊行予定

本書は，日本語学の奥深く豊饒な世界を堪能できる
入門書。日本語の定義から，音声，形態，語彙，統語・
意味，表現，言語行動，日本語史まで，第一線で活
躍する執筆陣がやさしく，楽しく学べるように解説
する。

◎ 日本語学関係の諸分野（日本語学，言語学，方言学，
　 日本語教育ほか）を専攻する大学生，関心を持つ他分
　 野の研究者や一般読者に，日本語・言語研究の面白さ
　 と言葉の不思議さを伝える
◎ 第一線で活躍する研究者が，それぞれの項目について
　 研究の最前線のエッセンスをやさしく，楽しく解説

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ　

よくわかる日本語学
金水 敏 編著

ここが

ポイント
!!

本チラシの情報は2023年9月時点のものです

はじめに

第１章　日本語の定義
　１ 標準語・共通語
　２ 日本語が話される地域
　３ 日本語の話者
　４ 日本語の方言・日本系言語
　５ 日本語の近隣の言語

第２章　音声・音韻と表記
　１ 音声・音韻概説
　２ 母　音
　３ 子　音
　４ 音節構造（シラブル・モーラ）
　５ 日本語の語アクセント
　６ イントネーション
　７ 日本語の表記

第３章　形態論
　１ 動　詞
　２ 形容詞
　３ 名詞述語・形容動詞

第４章　語彙論
　１ 語　種
　２ 和　語
　３ 漢　語
　４ 外来語
　５ 混種語
　６ 品詞と語彙
　７ オノマトペ
　８ 指示詞・代名詞
　９ 新語・流行語

第５章　統語論・文の意味論
　１ 統語論概説
　２ 語順とかき混ぜ，省略
　３ 主節と従属節
　４ 条件節
　５ 連体修飾節・準体節
　６ 格と格助詞
　７ 主題・焦点
　８ 動詞文
　９ 形容詞・形容動詞文
　10 名詞述語文
　11 取り立て
　12 受身文
　13 自発・可能
　14 使役文
　15 アスペクト
　16 テンス
　17 ムード・モダリティ
　18 終助詞と文末イントネーション
　19 疑問文

第６章　文章・文体・表現論
　１ 口語体・文語体
　２ 話し言葉と書き言葉
　３ 位相・位相差
　４ 話し言葉・書き言葉のスタイル
　５ 役割語とキャラクター
　６ ヴァーチャル方言
　７ やさしい日本語

第７章　言語行動・社会言語学・
　　　　応用日本語学
　１ 敬語とポライトネス
　２ 命令と依頼

　３ さまざまなヴァリエーション
　４ 言語変化
　５ 方言と共通語化
　６ 日本語教育
　７ 国語教育

第８章　日本語の歴史
　１ 日本語の起源・系統
　２ 日本語史の時代区分
　３ 古代日本語の資料
　４ 中世日本語の資料
　　 （キリシタン資料）
　５ 中世日本語の資料
 　　（除キリシタン資料）
　６ 近世日本語の資料
　７ 近代・現代日本語の資料
　８ 音声・音韻の変化
　９ 表記の変化
　10 形態の変化
　11 語彙の変化
　12 指示詞・代名詞の変化
　13 ヴォイスの変化
　14 テンス・アスペクトの変化
　15 モダリティの変化
　16 統語構造，構文の変化
　17 敬語の変化
　18 文章の変化
　19 話し言葉の変化
　20 標準語の誕生
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B5判美装/176頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
　ISBN 978-4-623-07269-9　2015年9月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる社会言語学
田中春美／田中幸子 編著

人間の言語能力が社会でどのように現われている
か。さまざまな言語の姿に焦点をあて，その複雑な
関係を明らかにする。最新の研究成果を盛り込みな
がら，社会言語学の全体像が把握できる。大学生を
はじめ一般の読者にとって有益な入門書。

◎ 社会言語学の全体像が把握できる入門書
◎ 最新の研究成果を盛り込む
◎ 大学生，小・中・高の外国語教師，外国語に関心のあ
　 る人，異文化コミュニケーションに関心のある人など
　 に最適

はじめに

Ⅰ　社会言語学の領域
　１ 言語と社会
　２ 言語の変種
　３ 方言と標準語
　４ 言語接触の研究
　５ 談話分析・会話分析
　６ 言語の社会学
　７ ことばの民族誌

Ⅱ　２言語使用・多言語使用
　１ 微視的および巨視的社会言語学
　２ ２言語使用と不完全言語使用
　３ ダイグロシア
　４ コード切り替えとコード混合
　５ ２言語使用教育
　６ エボニックス論争

Ⅲ　地域方言
　１ 方言学の発達
　２ 言語地理学
　３ フィールドワーク
　４ 等語線と波動説
　５ 言語地図の数例

Ⅳ　社会方言
　１ 社会階級と言語
　２ ニューヨーク市の階層化
　３ 世代によることばの違い
　４ 性別とことばの問題
　５ 民族グループによることばの違い
　６ コックニー英語の特徴
　７ アフリカ系米国人の英語の特徴

Ⅴ　言語変異と言語変化
　１ 言語変異論と言語変化
　２ 実時間と見なし時間
　３ 顕在的および潜在的威信
　４ 身分と連帯意識
　５ 言語変異論の限界

Ⅵ　言語使用域と文体
　１ 言語使用域（レジスター）
　２ 話題による偏り――職業語
　３ 話者と聴者の役割関係
　４ 形式的文体とくだけた文体
　５ 話しことばと書きことば

Ⅶ　ピジンとクレオール
　１ ピジンの成り立ち
　２ ピジン化の特徴
　３ クレオールへの移行
　４ 国語となったトクピシン
　　 （Tok Pisin ＜ Talk Pidgin）
　５ 脱クレオール化の特徴

Ⅷ　世界各地の英語
　１ ３つの英語圏――カチリューの分類
　２ 母語話者英語の多様性Ⅰ：英国
　３ 母語話者英語の多様性Ⅱ：
　　 北米大陸とその他の地域
　４ 第２言語・公用語としての英語
　５ 外国語・共通語としての英語
　６ World Englishes の研究
　７ 言語帝国主義

Ⅸ　伝達能力と言語教育
　１ 言語能力と言語教育
　２ 伝達能力の諸相
　３ 言語教育の変遷Ⅰ
　４ 言語教育の変遷Ⅱ
　５ 伝達中心の学習法
　６ 概念・機能シラバス

Ⅹ　言語習得と異文化接触
　１ 母語習得と第２言語習得
　２ 第２言語習得から見た異文化接触
　３ 異文化間の言語表現
　４ バイリンガルの言語運用
　５ 脳科学から見たバイリンガルの
　　 言語運用

Ⅺ　言語と文化
　１ サピア = ウォーフの仮説
　２ 親族関係の名称
　３ 色彩用語
　４ 原型理論とは
　５ 婉曲語法と禁句

Ⅻ　発話行為と丁寧さ
　１ 発話行為理論
　２ 協調の原理
　３ 面子（メンツ）
　４ 丁寧表現
　５ 呼称の種類
　６ 敬　語

ⅩⅢ　言語政策と言語計画
　１ 言語政策
　２ 言語教育政策
　３ 言語計画
　４ 国語と公用語
　５ 標準語と言語の標準化
　６ 言語保持と言語取り換え
　７ 言語消滅と言語復活

ⅩⅣ　非言語伝達
　１ 人のコミュニケーション
　２ ジェスチャー
　３ 顔の表情
　４ 対人距離
　５ 手話（Sign Language）

さくいん
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言
語
学 社会言語学への招待

―― 社会・文化・コミュニケーション

田中春美／田中幸子 編著

さまざまな言語の姿に焦点をあて，人間の言語能力
が社会でどのように現われているか，その複雑な関
係を明らかにする。

◎ 第Ⅰ部では言語の変異を種類別に分担し，第Ⅱ部では
　 トピックを扱う
◎ 興味・関心をひくコラムを適宜配置
◎ 社会言語学入門のための入門書

A5判美装/228頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-02629-6　1996年4月刊行

まえがき

序　社会言語学とは
１ 言語の多様性――さまざまな変種
２ 方言と言語
３ 方言と社会
４ いくつかの研究方法
５ ピジンとクレオール

Ⅰ　言語差の要因

１　地域による言語の違い
１ 方言と標準語
２ 英語の国際化
３ 世界の英語

２　言語と社会階級
１ 階級方言の特徴
２ 言語使用にみられる階層差
３ 社会階級と言語使用の態度差

３　人種・民族による言語差
１ 人種・民族と言語
２ 黒人英語の過去
３ 黒人英語の特徴
４ 黒人英語の未来

４　言語の性差
１ 男女によることばの使い方の違い
２ 男女についてのことば遣い
３ ことばの性差を引き起こす原因

５　言語の年齢差
１ 年齢層によることばの違い
２ 若者ことば
３ シルバーことば
４ ミドル・エイジことば

６　言語の状況差・適切さ
１ 状況差にもとづく言語変種

――レジスター
２ 状況の違いがもたらす影響
３ スタイル
４ コード切り替え

Ⅱ　言語と文化

１　呼びかけ表現
１ 呼ばれ方の多様性
２ 代名詞による呼び方
３ 動詞形に表わされた呼び方
４ 名詞による呼び方

２ ことばによる丁寧表現
１ ポライトネスの原則
２ 丁寧表現とはなにか
３ 日米のポライトネス・ストラテジー

３　ことばのイメージ
１ イメージの形成
２ 季　節
３ 動　物
４ 色　彩
５ イメージと連想

４　会話スタイル
１ コミュニケーションと文化のさまざ

まなアプローチ
２ 友人どうしの食卓での会話分析
３ 日米会話スタイルの比較

５　含意と文化
１ 含意
２ 発話行為
３ 婉曲語法

６　非言語伝達
１ コミュニケーションは言語と非言語

から
２ 非言語によるさまざまな伝達方法
３ 距離による人間関係
４ 異文化理解における非言語の重要性

終　社会言語学と英語教育
１ 学習目標の言語変種
２ 言語使用の条件
３ 到達目標としての伝達能力
４ 異文化理解を目指して

索　引
コラム一覧
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